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　――誰だれかさんの後ろに蛇へびがいる。

　遠くでそんな子どもの声がする。

　――わたし？

　――違うよ。

　そう、振り向いても、そこには子どもたちがいるだけ。

　――誰かさんの後ろに蛇がいる。

　――わたし？

　――違うよ。

　ああ、これはわらべうた。子どもの頃に遊んだ『今年の牡ぼ丹たん』だ。今年の牡丹はよい牡丹――ああ、懐なつかしい。




　……誰かさんの後ろに蛇がいる。




　先ほどとは打って変わった低い低い声が響いた。

　急にぞわりと背筋に冷たいものが走る。

　心しん臓ぞうの鼓こ動どうが激しくなる。

　今のは――子どもの声だっただろうか。

　やけに暗く、低い声だった。

　背後で自分が振り返るのを待つ気配がある。

　ダメだ。振り向いてはいけない。

　だって、そこにはきっと――。

　でも、それはすぐそこまで、ほら首筋に息がかかるほど近く――。

「うわっ!!」

　彼は汗びっしょりで飛び起きると、辺りを見回した。

　そこには何もいない。何の変わりもない自分の部屋だ。

　そうか――夢だったか。

　いや、本当に夢だったんだろうか？

　そう思わせるほど、すべてが克こく明めいではっきりと恐怖がこびりついていた。
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「えー、誰だれか文化祭実行委員に立候補する人はいませんか？」

　一年Ａ組の委員長、深ふか見み香きよう子こが教室を見渡した。

　真まっ直すぐな長い黒くろ髪かみに、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがね。その奥の眼まな差ざしは聡そう明めいで、とても理知的に見える。事実、彼女は入試をトップで通過した才さい媛えんだ。

　教室はしんと静まり返っている。

　挙手する者は誰もいない。

　それも当然だろう。十一月九日の文化祭まで後一ヶ月ちょっと。その間、ずっと率先してかけずり回らなければならないのだ。

「困りましたね……どなたか推すい薦せんでもいいんですけど」

　香子がそう促うながしても、誰もクラスメイトを生贄スケープゴートにする者はいない。恨うらまれたくないからだ。

　香子がにこりと笑った。

　美しい笑み。だが、その優等生の仮面を外したときの邪悪さを、櫂かいはよく知っている。油ゆ断だんならない女だ。

　白しら石いし櫂は香子をじっと見つめた。

　香子がこちらを見てきた。一気に嫌な予感が膨ふくれあがる。












「じゃあ、私が推薦を。副委員長の白石櫂くんはどうでしょう？」

「なっ……！」

　嫌な予感が的中し、櫂は思わず絶句した。

　こ、こいつ、俺おれに振りやがった!!　何と言ってうまく断ろう。

　櫂は咳せき払ばらいをして、気持ちを切り替えた。

「いや、俺は副委員長として皆のサポートを――」

　櫂に構わず、香子がしれっと続ける。

「白石くんはとても責任感があり、クラスを引っ張っていく技量もあります」

「うっ……」

「気配りもできるし、頼りになるし、安心して任せられると思うのですが」

　香子の滑なめらかな賛さん辞じに、櫂は唖あ然ぜんとした。

　この女、心にもないことを言って、俺を窮きゆう地ちに――！

「白石くんが実行委員になってくれたら、スムーズにクラスがまとまると思います」

　パチパチと小さな拍手が起こった。

「えっ？」

　やがてそれはさざ波のように広がり、やがてはクラス全員が拍手を始めた。

「白石くんがいいと思います！」

　そんな声が飛ぶ。

　もう断れる雰ふん囲い気きではない。

「白石くん、どうでしょう？　クラス全員が賛成しているけど」

　香子が優しい声で追い打ちをかける。

　くっそ、このアマ。してやったり、と思ってるんだろ。あとでギルティ有罪・ノートに書いてやる！

　櫂は内心の苛いら立だちを押し隠し、立ち上がった。

「皆さんのご期待に沿えるよう頑がん張ばります。よろしくお願いします」

　そう言って頭を下げると、拍手が一層大きくなった。

　うううう、くっそお。めんどくさい役割を押しつけられてしまった！

「じゃあ、白石くん。後はよろしく」

　そう言うと、香子が教きよう壇だんを降りる。

　入れ違いに櫂が教壇に立った。

　苛立つ胸の裡うちを微み塵じんも表に出さず、櫂はにこやかに教室を見回した。

　まあ、いい。こうやって皆に頼られるのは悪くない。

　それに、文化祭を成功させれば俺の実績になるしな！

　そうとも。俺は皆に慕したわれる、温厚で頼りになる存在なのだから。

「では、文化祭の出し物のアンケートをとります」

　櫂は気を取り直して教室を見回した。

「誰か意見はありませんか？」

　櫂はクラスメイトたちに声をかけた。

　びしっと手が挙がり、櫂はうんざりとそちらを見た。

　金きん髪ぱつに薄紫色の瞳ひとみをした少女が、高々と手を挙げている。

　親同士が再婚し、一緒に暮らすことになった義妹のリアだ。

　見た目はドイツ系アメリカ人とのクォーター美少女。

　だが、ドジで大食いのトラブルメーカーで、おまけにとんでもない秘密を抱えている。

　保護者代わりの櫂が、眉まゆをしかめたくなるのも無理はない。

　リアは紫水晶アメジストのような瞳をキラキラ輝かせている。

　こいつ……何を思いつきやがった？

「……どうぞ」

　仕方なく手を振ると、リアがすくっと立ち上がった。

「大食いコンテストがいいと思います！」

「……」

　こいつは本当に自分の欲望に対して正直で揺るぎないな……。

　櫂は一瞬、遠い目をしてしまった。

　自分の感情を押し殺し、周囲の為ために尽くしている俺とはなんて違いだ……。

　そんな櫂の苦悩をよそに、リアが喜々として語り出した。

　白い頰ほおが上気し、生き生きとしているリアは見とれるほど美しかった。

「一時間ごとに、甘かん味みだったり、肉だったり、参加者を募つのって大食いを競きそうの。見ている人は誰が一位か予想して、当たったら何か商品をもらえるの」

「……」

「盛り上がると思うよ、きっと!!」

　リアがぐっと拳こぶしを握る。そして、期待に満ちた顔でこちらを見つめてきた。

「どう？　どう？　どうかな？」

　うるさい黙れ。

　そう言う代わりに、櫂は諦てい観かんの微笑ほほえみを浮かべて、手でリアを制した。

　しかし、大食い大会か……。

　櫂はリアの構想を公平に検けん討とうした。

　思ったより悪くない。食べ物も安価なものを選べば予算内に収まるし、参加者に校内の人気者を呼べれば観客も増える。

　まあ、こいつの場合は自分が食いたいだけだろうが……。

　自ら参加者となり、すべてを貪むさぼり尽つくすリアの姿が浮かぶ。何もかもめちゃめちゃだ。今朝もどんぶり飯を五杯も食ったしな。

　リアの勢いに、クラスメイトたちは沈黙している。だが、興味津々にリアを見つめている。

　実行委員なんて面めん倒どうだけど、模擬店が来場者投票一位になったら俺の実績になるから頑張ろうと思っていたのに。

　このバカが義妹とはな。こいつには、初めて会ったときから振り回されてばかりだ。

　そのとき、櫂は委員長の深見香子がニヤニヤとこちらを見ていることに気付いた。

　俺のいい子ぶりっこを知っているだけに、この状況が面おも白しろくてたまらないのだろう。

　そもそも、敵対していたのだ。お互い、相手が困っていると微妙に楽しい。

　くっそ……。

「何か他に出し物の案はありますか？」

　クラスメイトたちが顔を見合わせる中、びしっと手が挙がる。

　おっ、率先して意見を言ってくれるのか。助かる。

　だが、手をピンと挙げている人物を見て、櫂は顔をひきつらせた。

　羽は根ね木ぎ駿しゆん――か。見た目はわりと爽さわやかな感じなのに、中身は筋金入りのアイドルオタク。

「カフェがいいと思います！」

「カフェ、ですね」

　黒板にさらさらと書く。飲食店は人気があるからな。思ったより普通の案だ。

　だが、その後がいただけなかった。

「やっぱり、可か愛わいい女の子が目玉でしょう！　その名もナデシコカフェ！　日本が誇ほこるアイドル、ナデシコのコスプレをしたカフェで、人気投票一位は確実！」

「……」

　ドヤ顔でこちらを見てくる羽根木に、櫂はひきつった笑みを浮かべた。

　恥ずかしげもなく自分の欲望をさらけ出すとは……恐ろしいやつ。

　当然、女子はおろか男子もドン引き。苦笑、失笑が教室中にさざ波のように広がっていく。

　当の羽根木は気にした様子もない。この鋼はがねの神経は羨うらやましい。

　世間体を気にする俺には到とう底てい真ま似ねできない。したくもないが。

「それにほら、実行委員もナデシコに詳しいし！」

　羽根木の余計な一言に、クラス中がどっと沸わいた。

　櫂は顔が引きつるのを堪こらえた。

　そう。こいつの一番むかつく点は、俺を『同志』だと思っていることだ。

　俺は生きつ粋すいのファンであるおまえとは違うんだ。ただ、取引のためにナデシコグッズを集めているだけなんだ。断じて自分の楽しみではない。

　ちなみに、ナデシコとは四人組の人気アイドルグループだ。

　芸能界に興味のなかった櫂は、取引のために詳しくなった。

　櫂はちらっと香子を見た。

　香子はうつむいているが、その華きや奢しやな肩と長い黒髪が小刻みに揺れている。

　どうやら、笑いを堪えているらしい。

　くっ……バカ共に翻ほん弄ろうされている俺が面白くてしょうがないらしい。

「他に何か案はありますか？」

　櫂は気を取り直し、皆に声をかけた。

　その後もぽつぽつと案が出たので、櫂は集計を採とることにした。

「では、決を採ります。いいと思った案に、挙手してください」

　信じられないことに、羽根木の案が一番票が多かった。

「……では、一年Ａ組の出し物は、『ナデシコカフェ』に決定します……」

「やった―――――――!!」

「……」

　拳を突き上げ、大喜びする羽根木を、櫂は苦々しく見つめた。

「えっと……皆、本当にこれでいいんだよね？」

　一応、念を押した櫂に、クラスメイトたちが頷うなずいた。

「羽根木くんが企画者として、中心にやってくれるんだよね？」

「もちろん！」

　羽根木が力強く頷く。

「じゃあ、いいんじゃないかな」

「うんうん。俺たちも助かるし」

「実行委員の白石くんも、アイドルに詳しいし」

「そっ……」

　思わぬ所から矢が飛んできて、櫂は絶句した。

　そんな櫂を、皆がくすくす笑う。

　くっ……こいつら、自分たちが楽をしようと考えたな！　それでナデシコカフェに票が入ったのか。

「うん、僕らに任せてよ！」

　また羽根木が余計なことを意い気き揚よう々ようと言い出す。

「僕、アイドルのプロデュースとかしてみたくって……！」

　目を輝かせる羽根木に、櫂は心の中でドロップキックをお見み舞まいした。

　文化祭の出し物であって、アイドルを育てるわけじゃねえよ!!　そういうのは頭の中とかゲームの中でやれよ――――――――!!

　香子が心底楽しげにくすくす笑っている。

　櫂はイラッとした。

　こいつ……。見てやがれ。

　櫂は咳払いをし、教室のざわめきを鎮しずめた。

「ええっと……出し物の趣しゆ旨しを理解したうえでの投票結果だと思います。わかっていると思いますが、女子には全員、アイドルの格好をして接客をしてもらいます」

「え―――――!?」

　女子から、戸と惑まどいと反発の声が上がる。

　香子の顔が引きつるのがわかる。

　ざまああああああああああ!!

　こっから俺のターンだぜ！　見てやがれ！

　櫂はそんな心の叫びを押し隠し、戸惑ったような顔をしてみせた。

「でも、アイドルがメインのカフェなので、ここは女子に頑張ってもらわないと……。俺たち男子は厨ちゆう房ぼうや裏方をやりますから」

「それも立候補で、やりたい人がやればいいんじゃないかな？」

　香子がさっと手を挙げて言った。

　だが、櫂は頭かぶりを振った。

「それじゃ不公平なんで。文化祭はクラス一丸となって参加することに意味があるから」

　櫂の正論に、香子がぐっと詰まった。

　櫂は心の中でほくそ笑んだ。

　ふっ……見せてもらおうかな。お堅い委員長さんのアイドルコスプレ姿をよお!!

　真まっ赤かになって恥じらっている香子を想像するだけで、笑いがこみ上げる。

　香子がぎっと睨にらんできたが、勝利に酔いしれていた櫂は、軽やかに無視した。

「では、役割分担を含めてプランを作りますので、次回は作業班決めをしましょう。まずは生徒会に文化祭企画書を提出します」

　こうして、ざわめきながらもＳＨＲは終わった。

　席に戻るとき、櫂は香子にしか聞こえない声でそっと囁ささやいた。

「委員長のコスプレ姿、可愛いだろうな～。楽しみ！」

　ピキ――。

　香子の顔が引きつる。

　櫂は深い満足感を覚え、席についた。

　おまえにも地じ獄ごくを見てもらうぜえええええ!!

　俺だけ苦労するなんて、割に合わないからな！

　こうして文化祭に向けて、荒すさみに荒んだスタートが切られた。




　　　　　＊




　櫂は文化祭の企画書を書き出した。

「……俺が文化祭の実行委員に選ばれるなんてなあ」

　そんなこと、中学時代は思いもしなかった。

　己の性格の悪さと毒舌を全開にしていた中学時代、櫂は周囲から嫌われ、孤立していた。

　寂さびしい中学時代を鑑かんがみ、遠く離れた新設高校に入学し、『爽やかで優しく賢い』仮面をつけ、クラスに溶け込み、慕われるよう日々努力している。

　その甲か斐いあって、今は周囲から好かれる人気者になった。

　だが、リアという爆弾を抱える今、その地位も危うい。

　とても病弱で鈍どんくさいのに、性格は猪ちよ突とつ猛もう進しんときている。

　さらにリアは面倒な秘密を持っていた。

　それは、黒魔術師を狩る魔術師アルス・ワイズであるということ。しかも、宿敵にかけられた呪のろいつきで、そのために極端に病弱ですぐに腹が減る。

　彼女はドイツに本部がある自然魔術系の団体『ルクス』の上級魔術師で、黒魔術師を倒すことを責務としている。

　先月に起こった黒魔術師の事件に櫂も巻き込まれ、リアと運命共同体となる〝血の盟めい約やく〟を結ばされてしまった。

　幸い、前回の蜂はち事件以降、平和な時間を過ごしているのだが。

「うーん……」

　櫂はざっと書いてみた企画書を睨んだ。

　文化祭の出し物はカフェに決まった。これから作業を始めなければならないが、最初に役割分担をする必要がある。

　さて、どうやって皆の役割を割り振るか。

　ざっと思いつくだけでも、接客、衣い装しよう、舞ぶ台たい装そう飾しよく、ライブ……いずれも誰か手慣れている人間を班長として任命し、仕切ってもらわないと。

　だが、誰が適任かわからない。

「おう、大変だな。実行委員」

　前の席の三み谷たに健けん吾ごが、ねぎらいの言葉をかけてくれた。

「まあね……」

　三谷が慰なぐさめるように肩に手を置いてくる。

「まあまあ。ストレスが溜たまったら、俺の家にゲームをやりに来いよ……」

　三谷は自他ともに認めるゲーマーで、彼の部屋には現行機種がすべて揃そろっている。もちろん、過去に出たゲーム機もすべて置いてあるとのこと。

　先週、遊びに行ったときに彼の自じ慢まんのコレクションを見せてもらった。

　おそらく、もう二度とやらないであろう古いゲームソフトもずらりと棚に並べてあった。

「これは俺の歴史、人生そのものなんだ……！」

　三谷が感極まったように言っていたが、たった十六年生きてきただけだというのに大げさな。

　そう思いつつ、初めて友達の家に招かれた櫂は喜びを隠せなかった。

「どうした？　ぼうっとして」

　三谷の言葉に、櫂ははっと我に返った。

「いや、役割分担をどうしようかと思ってさ。やっぱり慣れている奴やつに仕切ってもらいたいんだけど、誰がいいかな……」

「うーん。接客は女子が担当だから、委員長の深見さんに頼めば？」

「あ、うん、そうだね……」

　櫂はちらりと委員長の深見香子を見た。

　香子はすっと背筋を伸ばし、文庫本を読んでいる。

　非の打ち所のない優等生である彼女が、前回の黒魔術事件の黒幕だった。

　魔術師としての素質を見込まれ、彼女はトラウマである『蜂』を操あやつる魔術師へと成長を遂とげた。

　そして、復ふく讐しゆうのために呪じゆ物ぶつの蜂を使おうとし、リアに阻そ止しされた。

　もう人を傷つける目的で魔術を使わないと約束し、元の生活に戻った香子だが、そのときにお互いの本性を知ってしまった。

　どうにもやりにくいが、仕方がない。

「舞台とか装飾とかは、演劇部とか美術部の奴が詳しそうだけど……。あ、そうだ。遠とお野のとかいいんじゃない？　最近、絵のコンクールで入賞したってよ。新聞にも出てたって女子が大騒ぎ」

「へえ……」

　櫂は遠野貴たか之ゆきの姿を探した。

　確か、地じ味みだけど、すらっとした爽やかな感じのイケメンだったような。

「やだー、遠野くんってば！」

　そんな女子の声に視線を向けると、貴之が四人の女の子に囲まれて楽しそうに話していた。

　端はたから見ても華やかなオーラが漂ただよっている。

　なんだ、あのリア充は。

「すごいモテてるな」

　櫂の言葉に情報通の三谷が頷いた。

「もともとイケメンですらっとしているし、女子から人気があったけどな」

「そうなのか……」

　全然知らなかった。あまり目立つタイプではなかったから、意識していなかった。

「絵が入賞ってすごいな……。ウチの美術部ってそんなにすごかったっけ？」

「いや、全然。ウチの美術部ってさ、進学校にありがちな、お遊び文化部らしいんだよな。部活っていっても、くっちゃべって終わる、みたいな。だから、遠野みたいな奴は特別だよ。本当に才能があるんだな」

　三谷が感心したように言うのが、気に入らない。

　俺以上に目立ち、人気のある奴は好かない。

　むくむくとライバル心が膨れあがる。だが、芸術方面となると太た刀ち打うちできない。勉強や運動なら、努力次第である程度何とかなるのだが……。

　そのとき、櫂は自分たち以外にも、貴之を中心とした輪を見つめている子がいることに気付いた。

　沢さ渡わたり由ゆ衣い子こ。確か華道部所属。

　大人おとなしくて引ひっ込こみ思じ案あんなイメージしかない。

「ああ、沢渡ね。遠野のことが気になるみたいだけど、全然話しかけられないんだよなあ」

　めざとく見つけた三谷が言う。

　確かに、楽しそうに声を立てている輪の中に、ああいう受け身のタイプは入りづらいだろう。

　たとえば小こ松まつ崎ざき梓あずさのように明るくて社交的だったり、委員長みたいにソツがなかったり、リアみたいに無神経だったら別だが。

「ちょっと可か哀わい相そうだけど、しょうがないよな。恋愛に関しては、積極的に出られる方が有利だから……」

　櫂はろくな恋愛経験もないのに、知ったかぶって言ってみた。内心、突っ込まれないかとヒヤヒヤだ。

「まあ、恋愛も戦いだからな。人気者を勝ち取るなら、奪うばうくらいの気持ちでいかないとダメなんだろうな……」

　三谷もあまり経験豊富でないらしく、語尾が自信なさげだ。

「じゃあ、舞台関連のことは遠野に聞いてみるか。えーっと、他は……」

「何話してるの？」

　ふわりとした茶色の髪を揺らせて声をかけてきたのは、吉よし岡おか美み雪ゆきだ。柔和な笑みを浮かべている。

　一見、穏やかで優しそうな少女に見える。

「ああ。文化祭の役割分担をどうしようかなって相談してるとこ」

　三谷はさらっと答えたが、櫂は平静を装よそおいつつも内心びくびくしていた。

　美雪は唯ゆい一いつ同じ中学校の出身者で、以前は普通に話していたのだが、彼女の恐ろしい一面を知ってから、思い切り苦手になってしまった。

　だが、美雪は相変わらず、いつも櫂のそばに寄ってくる。

　どうやら好意を持ってくれているらしいのだが、その表現の仕方が一方的で感情的なので、どういう行動に出るのかわからない。

　――女じよ難なんの相が出てるな。

　あの神主に言われた言葉が蘇よみがえる。

　ああ、そろそろまともな女に好かれてもいいんじゃないのか？　どんな子か全然イメージわかないけど。

　美雪がすっと一抱えもある袋を、櫂に差し出してきた。

　可愛くラッピングされ、リボンで結ばれている。

「これ、白石くんに作ったの。よかったら、使って」

「……」

　櫂はじっとプレゼントを見つめた。

　こうやって皆の前で差し出されては、断れない。

　櫂はためらいつつも受け取った。

「あ、ありがと……」

　やけに大きいし、しかも軽くて柔らかい。

　なんだ？　ケーキ……って感じでもないな。

　お菓か子しをよく作ってきていた美雪なので、食べ物だと思ったのだが……。

「開けてみて」

　美雪の言葉に、櫂は仕方なくラッピングを開けた。

「お……」

　そこには綺き麗れいに折りたたんだ手編みのセーターがあった。

　複雑な模様が編み込まれた、ブルーグレーのセーターだ。

「最近、編み物にハマってて……」

　美雪が照れくさそうに言う。

「手編みなんだ。すごいね……」

　本当にすごい。いつも作っていたお菓子も美お味いしかったし、セーターも凝こった模様のものだ。器用でセンスもいいのが、櫂にもわかる。

　俺への妙な執しゆう着ちやくがなければ、いい子なのだが……。

　そのとき、櫂はふとひらめいた。

「あ、もしかして裁さい縫ほうも得意？」

「うん、まあ。自分で服やバッグを作ったりするよ」

　やはり……。これだけ器用だから、何でもできると思った。

「じゃあ、文化祭の衣装班の班長をやってくれないかな？　人数分をオーダーメイドだから、慣れている人に仕切ってもらえたら有り難いんだけど……」

「いいよ」

　美雪がにっこり笑って快かい諾だくしてくれた。

　よ、よし！　たまに怖いけど、彼女も意外と役に立つ。

「デザイン画をくれたら、型紙を作るから。そうね。まずは採さい寸すんをしたほうがいいかな。三サイズくらいで作ると効率いいかも」

「わかった。手順は任せるから、ざっと流れを紙に書いてきてくれる？」

　アイドルの衣装は羽根木が詳しいから、デザインはあいつと相談だな。

「安い布地屋さんも知ってるから、そこで買い出しね」

「ああ、助かる」

　やっぱり、慣れている奴に仕切ってもらうのが早い。

「嬉うれしい」

　美雪が笑顔になる。優しい表情で、まるで天使のようだが、これが一転般はん若にやに変わるからな。女は怖い。

　櫂は自分の猫かぶりを棚に上げて密ひそかに思った。

「じゃあ、よかったらセーター着てみてね。サイズが合わなかったら言って。調整するから」

　櫂はセーターをまじまじと見つめた。

　なんでか俺のことを気に入ってるんだよなあ……。

　でも、別に付き合ってほしいとか告白はしてこない。

　だが、俺のそばにいる女性には嫉しつ妬とする。

　よくわからん。

「モテモテだな」

　美雪が立ち去ると、三谷がぼそっと言った。

「ハハ……それは遠野みたいな奴だろ」

　言ってて腹が立つ。俺には変な女しか寄ってこないってのに。

　まあ、別にいいけど。女みたいな手のかかるものには必要以上に関わり合いになりたくないからな。

「あ、櫂。ねえ、文化祭のメニューを考えたんだけど……」

　リアが紙を手に、こちらに勢いよく歩いてくる。

「あっ……」

　リアが机に思い切りぶつかり、そのまま巻き込んで倒れるのを櫂はスローモーションのように見た。

　ガラドシャン！　と激しい音が教室中に響く。

「ちょっと、白石くん！」

「リアさんがまた転んだよ！」

　クラスメイトたちがすかさず保護者である櫂を呼ぶ。

「……」

　櫂は仕方なく立ち上がった。机を持ち上げ、倒れているリアを助け起こす。

「いたた……」

「大丈夫か？」

　櫂の目の前に紙が差し出された。

　リアの紫水晶アメジストのような瞳がきらきら輝いている。

「あのね、櫂。メニューを考えてみたんだ。タワーパフェとかバケツプリンとかどうかな……。あと、二十枚重ねのパンケーキとか……」

　ずらっと巨大なデザートの名前が並んでいる。

　なんだ、この自分の趣味丸出しなメニューは……。

「ああ、はいはい。そんなもん注文するのはおまえだけだよ。ほら、立てって」

　その女の中でも最強に手のかかるのが妹ってのがもう……俺の人生、ついてない。
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「あ、白石、ちょっといいかな？」

　一時間目が終わると、遠野貴之が声をかけてきた。

　櫂はちょっと驚おどろいた。これまで挨あい拶さつ程度しか話したことがないのに何だろう。

「あ、俺も遠野に用事があって……。えーと、そっちの用件は何？」

　近くで見ると、貴之の顔が整っているのがよくわかる。

　すらっとして背が高くて穏やかそうで絵がうまい。それはモテるだろう。

　面白くないが、そんな気持ちはおくびにも出さずに櫂は微笑んだ。

　貴之がじっと櫂を見つめた。

「あの……。リアさんのことなんだけど」

「えっ、リアがどうかした？」

　なんだ？　あいつ何かやらかしたのか？

「白石ってリアさんの保護者みたいなものじゃん？」

「ああ、まあ……」

　そういう位置づけになってしまっている。とにかく目が離せない。

「だから、まず白石の了承をとってからって思ってさ」

「……」

　なんだ？　何を言い出す気だ？　まさか、リアと付き合いたいとか？

　やめてくれよ。これ以上ややこしいことに巻き込まれたくない。うまくいかないに決まってるし、そうなったらまた俺が邪じや魔ましたとかシスコン疑ぎ惑わくが浮上する。

　びくびくしていると、貴之が口を開いた。

「リアさんにモデルをしてもらいたいんだけど……」

「えっ、モデルって……？」

「あ、絵の」

「ああ、なるほど」

　そうか、美術部だもんな。しかし、物好きな……。

「なんでリアがいいんだ？」

「いや、見たまんまじゃん。女神ミユーズでしょ、彼女」

　貴之がうっとり言う。

「は？」

　あいつが女神？　何言ってるんだこいつ。

「輝く金色の髪に、紫水晶アメジストのような瞳。どの角度から見ても隙すきのない顔立ち。彫ちよう像ぞうみたいだよね。すごく創作意欲をかき立てられるモチーフだよ」

「そ、そう……か？」

　言われてみれば、そうか。あいつって美少女だったな。パッと見た感じだと。

　でも、女神ミユーズねえ。

　櫂の脳のう裏りにリアがしでかしてきた迷惑行為がいくつもいくつも際限なく浮かんできた。どっちかっていうと、魔神とかそっちだろ。

「それに、彼女なんというかミステリアスだよね。あっけらかんとして明るいけど、薄っぺらい感じがしないんだよな。普段見せている明るい顔とまた違う面があるんじゃないかって……」

　買いかぶりだよ！　あいつはオカルトかぶれの天然バカ女！

　……と言い切れないのがつらい。

　確かに、リアは普通の女子高生ではない。

　魔術というもう一つの世界に籍を置いている、雷を扱う上級魔術師だ。

　宿敵からの呪いを引きずりながら、黒魔術師と戦う『雷姫レデイ・トール』――それがもう一人のリア。

　リアがモデルねえ……一いつ時ときもじっとしていないアイツに務まるんだろうか。

　集中力もないし、壊し屋クラツシヤーだから、とんでもない迷惑をかけそうだ。

　だが、ここで断ったら、俺がヤキモチを焼いているようだな。それは避さけたい。

「俺は構わないよ」

　そう言うと、貴之がホッとしたように笑った。

「今度のコンクールに出す絵だから、どうしてもリアさんにモデルをお願いしたくて。ありがとう！」

　貴之がすごく嬉しそうに笑う。元々魅力的な顔立ちが、男の櫂でもドキッとするほど輝いていた。

「じゃあ、リアさんに話してくるよ！　ありがとう！」

「いやいや。あ、それから文化祭のことなんだけど、舞台や教室の装飾関係を仕切ってほしいんだ。センスのある奴に頼みたくて」

「あー、なるほど。役に立てるかどうかわからないけど頑張るよ！」

　貴之が爽やかに笑って去っていった。

　感じが良くて、頼りになるな。本当に性格のいい奴なんだな。

　快諾してもらって助かった反面、ちょっとした嫉妬心が湧き上がった。
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　昼休みに生徒会に文化祭企画書を提出した櫂が教室に戻ると、リアが待ちかねていたように駆けてきた。

「へぶっ!!」

　もちろん、櫂に辿たどり着つくまでにすっころぶ。

　こんなに鈍くさいくせに、なぜ学習しないのだ。走るなってのに。

　櫂はため息をつきながら、リアを助け起こした。

「櫂、お腹すいたよ～」

　リアが恨めしげに見上げてくる。櫂は顔にかかっている金髪を整えてあげた。

「だから、先に食べてろって弁当を渡したろ？」

　櫂はリアと自分のために、毎日お手製弁当を作っている。

「だって、兄妹なんだから一緒に食べないと！」

　リアが薄紫色の瞳をキラキラさせてこちらを見る。

　こういうところは可愛くもあるのだが、何せとにかく面倒ばかりかけてくる。

　妹ができて『楽しい』、というより『大変』だ。

「別に、兄妹だからって一緒に弁当を食べる必要ないだろ」

　リアには『いつも一緒にいる』という理想の兄妹像があるようで、頑かたくなにそれを貫き通そうとする。

「兄と妹って、いつも一緒にいたいって思うものじゃないの？」

　リアがムッとしたように見つめてくる。

「櫂は私と一緒にお弁当を食べたくないの？」

「いや、別にいつも一緒じゃなくてもいいだろ」

「……」

　リアがむうっと頰を膨らませる。

「い、いいもん。今日にはアレが届くし……」

　リアが小さい声でぼそっと呟つぶやく。

「アレって何だ？」

「別に！」

　リアがぷいっと横を向く。何拗すねてるんだよ。

「じゃあ、中庭に行くか」

　櫂とリアはお弁当を持って、中庭にあるベンチに向かった。

　横で長い金髪を揺らせててくてく歩くリアに、特に変わった様子はない。

　いや、鼻水が出てるな。

「ほら、リア」

　ティッシュを差し出すと、リアがブーと激しく洟はなをかむ。

　色気のないことこのうえない。

　なのに、周囲の男たちがうっとりとリアを見ていく。

「おまえ、ちょっと風か邪ぜ気ぎ味みなのか？」

　額ひたいに手を当てると、ちょっと熱っぽい。

「そうかもー。ちょっとだるいかも」

　リアは宿敵ハンドレッド・フェイスから受けた呪いを抱えている。

　それは本来なら体の機能を衰おとろえさせ、ついには死に至る強力な呪いだ。

　だが、リアは自分の力でその呪いを軽減させている。

　だが、消すことはかなわず、こうしてすぐに体調を崩くずしてしまう生活を送っている。

　リアは鼻をぐすぐすいわせながら、歩いている。

　特に何も言ってこない。

　……しょうがない。俺から聞いてみるか。

「おまえ、モデルやるのか？」

「モデル？」

「ほら、絵の。遠野貴之から頼まれただろう？」

「ああ、あれね」

「引き受けたのか？」

「うん」

　リアが迷うことなく頷く。

「おまえ、大丈夫なのか？　絵のモデルって、じっとしとかなきゃいけないんだぞ？」

「お菓子があるんだって」

「は？」

　リアの意味不明の返しに、櫂は思わず足を止めた。

「放課後、部活のときにみんなでお茶会をしてるんだって。講師の先生がお菓子を差し入れてくれるから、食べながらお話するんだって」

「へえ……お茶会ね……」

　そういや、三谷が言ってたな。放課後に集まってダラダラ話しているお遊び文化部だって。

「なんのお菓子かなー」

　リアが楽しそうに言う。こいつ、もしかしてお菓子につられたのか？

　櫂は呆あきれてリアを見つめた。

「まあ、引き受けたからにはちゃんとやれよ。仮にもコンクールに出す絵のモデルに選ばれたんだからな」

「うん！」

　リアが嬉しそうに頷いた。

　上じよう機き嫌げんなリアに、櫂は複雑な気分になった。

　なんだ？　よくわからん。どうでもいいのに、何か引っかかる。

　まあ、貴之もリアのことを色々知っていくと、こいつが『女神』なんかじゃないってわかるだろう。ひどく失望しなきゃいいが。

　お菓子を一人で食い荒らし、転んでは描きかけの絵を壊し、絵の具をダメにし――想像するだに頭が痛い。

　だが、俺は関わらない。関係ない。

　――そう思っていたはずだった。
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　こうしてリアは放課後、美術室へ行くことになった。

「じゃあ、俺は先に帰ってるぞ。くれぐれも周囲に迷惑をかけるなよ。不用意に動いたりするな。わかったな？」

　絵とか彫刻とか、換えがきかないものを壊されたら弁べん償しようのしようがない。

「頑張るよ！」

　リアはそう言うと、美術室に歩いていった。

「さて、帰るか」

　櫂は久しぶりに一人の時間がもてることに気付いた。

　やった！　自由だ！

　さて、どうするか。

　そうだな、家に帰ったら、久しぶりに心ゆくまでボトルシップ作りを……。いや、のんびり溜まってる本を読むとか。

　一瞬、有う頂ちよう天てんになった櫂だが、足がなぜか動かなかった。

　――大丈夫か、あいつ。俺なしで。

　協調性のかけらもないリア。そして、知り合いのほとんどいない場所。

　他の美術部員たちとうまくいくだろうか。何より、物を壊したり怪け我がしたりしないだろうか。

　櫂の脳裏に惨さん憺たんたる光景が浮かび上がった。大事な石せつ膏こうの像をたたき割り、イーゼルもろとも転んだり、油絵をパキャッと二つに折ったり、絵の具をぶちまけて、更にその上で転んだり――。

　怒号と悲鳴が飛び交う阿あ鼻び叫きよう喚かんの美術室。

　そんなことになったら、保護者認定されている俺が、どれほど皆から突き上げられるか。任せてくれた両親の期待も裏うら切ぎってしまう。

「様子を……ちょっとだけ見に行くか」

　櫂は落ち着かない気分で美術室に向かった。自然と早足になる。あいつがトラブルを起こす前に俺がフォローしなくては。

　美術室に着くと、櫂はそうっと扉の窓から中を覗のぞいた。

　教室の真ん中に人が集まってるな。リアはどこだ――。

「やあ！　お茶会に来たの？」

　背後から声をかけられ、櫂はびくっとした。

　振り返ると、二十代半ばくらいの男性がニコニコとこちらを見ていた。

　すらっとした体にカッターシャツに黒いズボンというシンプルな服装が、嫌味なく似合っている。

　見るからに、教師っぽい雰囲気だ。

「え……あの、俺は……」

「さ、入って入って」

　男はにこにこ笑いながら、有無を言わせず櫂を美術室へと押し込んだ。

　誰だ？　顧こ問もんか？　いや、確か美術部の顧問ってもっと年配の教師だったはず……。

　美術室には十人くらいの男女が集まっていた。

　いや、正確には九人の女子と一人の男子――遠野貴之――が長テーブルを囲むように座っていた。ここでもハーレム状態か。

「あれ？　白石じゃん！」

　貴之が櫂を見て、驚いたように声を上げた。

「貴之のクラスメイト？」

　男が親しげに問いかける。

「ええ。リアさんのお兄さんです」

「そうなんだ！」

「櫂！　来たんだ！　むごお」

　クッキーを頰張ったリアが、ぶんぶんと手を振ってくる。












　――おまえは喋しやべるか食べるかどっちかにしろ！

　そう怒ど鳴なりつけそうになるのをすんでのところで堪える。

　ボロボロとクッキーのかすを落とすリアへ、さっとティッシュを差し出す。

「わあ、甲斐甲斐しいね！」

　周囲の美術部員らしき女の子たちが歓声を上げる。

　女ばっかり集まるとかしましいことこの上ない。

　櫂はしかめっつらの代わりに笑顔を返した。スルーするに限る。

　櫂は青年に向き直った。

「俺はリアの義兄で、一年Ａ組の白石櫂です。妹が迷惑を掛けていないか、ちょっと様子を見に来ました」

「ああ。そういえば、自己紹介がまだだったね。初めまして。僕は顧問の永なが田た先生に頼まれて、週に三回ほどこちらの美術部に指導に来ている新あら田た進すすむと言います」

　新田はにこりと笑った。

「妹さんは編入して間もないんだったよね。それは気になるよ。しかも体が弱いんだって？」

「ええ。すぐ倒れたりするので……」

「無理させないように、僕も気をつけて見ているよ」

「ありがとうございます。じゃあ、俺はこれで」

　立ち上がりかけた櫂を、新田が手で制した。

「せっかくだから、お茶会に参加していきなよ。ね？」

「あ、はあ……」

　勧すすめられては断りにくい。特に予定もない身の上だ。

「ほらほら、どうぞ」

　新田がてきぱき紙コップにお茶をいれてくれる。すかさず、周りがお菓子の入った紙皿を櫂の前に置いてくれる。

「あ、ありがとうございます」

「櫂、たくさん食べなよ！」

　リアが新入りのくせに勧めてくる。

　このっ……おまえは食べすぎだろ、どう見ても！　もうちょっと遠えん慮りよしろよな！

　睨んでみたが、もちろんリアは気付かない。

「驚いた？　ここの美術部は結構自由で、好きなときに活動することになっていて、気楽に集まって雑談や相談をするんだ。ちょっとしたコミュニティになってるよ」

「でしたら、部外者の俺はお邪魔でしょうから……」

「大丈夫だよ。美術部員じゃなくてもいいんだ。誰でもお茶会に参加できる」

　新田が一人の少女に手を向けた。

「彼女は木き村むら亜あ美みさん。一年生で文芸部の子なんだけど、今日はちょっと相談があるからって来てるんだ」

　髪を二つわけにしてくくっている大人しそうな少女が、ぺこりと頭を下げた。

「せっかくの高校の部活動なんだ。色んな人と交流するのも大事だと思ってね」

　新田が相変わらずにこにこ笑って言った。

「美術部員はたった七人しかいないから、色んな人が来てくれると寂しくなくていいよ」

「そうですか。楽しそうですね」

　まったく、暇ひま人じんどもめ。放課後にだらだら話すしかやることないのか。もっと時間を有効に使えっつーんだよ。

　もちろん、そんな風に思っているとはおくびにも出さない。

　櫂はニコニコ微笑みながら、お茶を飲んで見守った。

「じゃあ、木村さん、今日はどうしたのかな？」

「は、はい……あの」

　みんなの視線が集中し、亜美が緊きん張ちようしたように口を開いた。

「今日はちょっと……皆さんに相談に……」

「木村さんは何を悩んでいるのかな？」

　新田に柔らかい口調で尋たずねられ、ホッとしたのか亜美が話し出した。

「あの……私、片思いしている人がいて……」

　途と端たんに女の子たちがざわっと色めきたつ。女子は恋愛話が好きだなー。

　もぐもぐもぐもぐ。

　傍かたわらで、無言で菓子を頰張っているリアのような例外はいるが。

「えー、この学校の人？」

　女子からの無ぶ遠えん慮りよな質問に、亜美が顔を赤らめつつも頷く。

「同い年？」

　また亜美がこくりと頷く。

　女子たちがキャ――――ッと無責任に騒ぎ出す。

「ほらほら、静かに。木村さん、言いたくないことは言わなくていいからね？」

　新田が優しく騒ぐ女子を窘たしなめる。

「好きな人がいるんだね？　声をかけたりしてみた？」

「その人はすごく人気者で、私なんかとても近づけるような雰囲気じゃなくって……」

　亜美がうつむく。

　正直、見た目は普通に可愛いと思うが、引っ込み思案そうだし、男子に自分から話しかけられないタイプに見えた。

「そっか……。友達と一緒でもダメかな？」

「友達に言えなくって……」

「その人が好きだってこと？」

「……だって、絶対釣り合わないって思われる……。たぶん、頼んだら協力してくれると思うけど、きっと無む駄だだと思うし……」

　新田の問いかけに、亜美がぼそぼそと答える。

　きっと、うじうじと遠くから見ているだけなのだろう。向こうから、声をかけてくれないかと期待しながら。

　櫂の脳裏に、クラスメイトの沢渡由衣子の姿が浮かんだ。貴之に片思いしているが、まったく近づけない彼女の姿と被かぶって見える。

「そんなの、全部思い込みじゃん」

　貴之がさらっと言った。

「最初から、うまくいかないって決めつけなくてもいいじゃん？　まずはさ、話しかけないと、何も始まらないよ？」

　貴之の言葉に、女子たちも頷く。

　だが、櫂はまったく共感できなかった。

　こいつ、簡単に言うなあ……。

　櫂はどちらかと言えば、木村亜美に共感していた。

　確かに貴之の言っていることは正論だ。

　だが、他人に快こころよく受け入れられたという成功体験がなければ、人に気安く話しかけられるものではない。ましてや、絶対嫌われたくない相手なら尚なお更さらだ。

　こいつはきっと、人に話しかけて無視されたり、軽んじられたり、嫌な顔をされたりしたことがないんだなあ……。

　いいなあ……。

　櫂は思わず、無視と罵ば倒とうで彩られた中学時代の黒歴史を思い返してしまった。

「思い切って、告白しちゃえば？」

　ひときわ目立つ容姿の少女が言った。

　赤みがかった髪に、気の強そうな目をした少女だ。

「神かん崎ざきさんは積極的だね」

　新田がニコニコしながら赤い髪の少女を見やる。

「春はる奈な、簡単に言うなって」

　そんな彼女を貴之が窘める。

　神崎春奈と呼ばれた少女は勝ち気そうだったが、反論せずに軽く肩をすくめただけだった。

「話したこともない相手からいきなり告白されたら、まず間違いなく断るだろ」

「そんなのわかんないよ。女の子から告白されたときの成功率って高いって言うしー」

　春奈があっけらかんと言う。

「どうかな。俺だったら断るよ。だって、知らない子と付き合えるわけないじゃん。まずは話しかけて、普通に友達になってからだろ」

「まあねー」

　貴之の自信たっぷりの話しぶりに、春奈がトーンダウンする。

　櫂は驚いて、その様子を見守っていた。

　こんな生意気そうな女子も押さえ込むなんて。しかも反感を買ってるわけでもない。

　俺が女子と対立したときは、喧けん嘩かにしかならなかったなあ。対人スキルが全然違うんだろうなあ。

　それに、やたら女慣れしてるな。これだけの女子の集団の中にいても、平然としてるし。

「すごいな……」

　思わず呟いた櫂は全員の注目を浴び、ハッとした。

　しまった。心の声が出てしまった。

「いや、ほら、なんか女心を熟知してるっていうか……」

　しどろもどろの櫂に、貴之が苦笑した。

「昔から、周りに女性が多かったんだよ。姉が二人いるし、中学校も女友達がやたら多くてさ。自然と色々話すから、慣れたのかな」

「ふーん……」

　中学時代、女子からは嫌われた思い出しかない。

　話すと言えば、嫌味や暴言を投げかけられるくらいだったな。

　俺とは大違いだ。自分の好きなように振る舞っても受け入れられて、愛される恵まれた人間。

　こんなにコンプレックスが刺激されるのは久しぶりだ――。

　櫂はずしっと重しを載のせられた気分になった。

　早く帰りたい……。

「あ―――――――――!!」

　リアがいきなり叫び、立ち上がった。

　皆の視線がリアに集中する。

「ど、どうした？　リア？」

「忘れてた!!　今日、小包が届くんだった!!」

「はあ？」

　そういえば、昼休みに『アレが届く』とか意味深なことを言ってたな。

「私、帰らなきゃ!!」

　リアが走ろうとするのを、櫂は襟えり首くびをがしっと摑つかんで止めた。

「おまえが走ったら、また怪我したり物を壊す！」

　そう言いつつ、櫂は内心にやりとしていた。

　この突とつ拍ぴよう子しもない性格に、いつもは振り回されているが、今日はグッジョブ!!

「すいませんが用事を忘れていたので、今日は俺たち、これで……」

　櫂は申し訳なさそうな表情を作った。

　これで苛いら々いらするお茶会を堂々と抜け出せる。

　そのとき、貴之が立ち上がった。

「俺、送ってくよ！」

「え」

　思わぬ申し出に、櫂は固まった。

「俺が誘ったからさ……」

「あ、ああ……」

　断る理由も思いつかず、櫂はリアを連れて貴之と一緒に美術室を出た。
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　学校を出ると、リアが櫂の手を振り払った。

「もしかしたら、もう届いているかも！　私、走って帰るね！」

「こ、こら、リア！」

「櫂は後からゆっくり来て！　気をつけて帰るから！」

　有無を言わせぬ口調で言うと、リアが走っていった。あちこちで車が急ブレーキをかける音が響く。

　……大丈夫かな。

「はあ……」

　まるで突風のようだ。

　思わずため息をついた櫂に、貴之が微笑んだ。

「ほんと、リアさんって天てん真しん爛らん漫まんだよね」

「……」

　貴之の言葉はちょっとよく言い過ぎだ。

「まあ、ほんと……台風みたいなやつで……」

「そこが魅力的だよね」

　貴之の言葉に心がざわめく。

　リアはモテていたけれど、こんなにちゃんとリアと向き合おうとする男はいなかった。

「あの、白石にちょっと話があるんだ。時間、いいかな？」

　貴之がこれまでとは一転して、深刻そうな顔で言ってきた。

　話？　俺は特にないけど？

　そう素そっ気けなく言うわけにもいかず、櫂はにっこり笑顔で言った。

「もちろん。聞くよ」

　どうやら、何か相談事があるので一緒に帰りたかったらしい。

　二人は近くのファーストフード店へ入った。

　櫂と貴之は飲み物だけ頼み、二階の禁煙席に上がった。

　ここにリアがいたら、とんでもない量のハンバーガーを頼んだだろうな。

　そんなことを思いながら、櫂は窓際の席に座った。

「……？」

　櫂は視線を感じ、店内を見回した。

　同年代の女の子たちのグループが、こちらをちらちら見ているのだ。

　その浮うわついた表情から、傍らの貴之に見とれているらしいことがわかる。

　当の本人は暗い表情で、カップにストローを差していた。

　こいつ、いつの間にこんな目立つ男になったんだよ……。

　絵が入賞したことが自信に繋つながり、内側から輝くオーラのようなものが出ているのだろうか。

「ん……？」

　櫂はそのとき、茶色のふわふわの髪をした少女に目を奪われた。

　間違いない。吉岡美雪だ！　壁際の席に座っている。

　櫂はぎょっとした。

　げっ……。あいつ、また俺のストーキングか？

　そう思ったが、彼女の向かいに同じクラスの沢渡由衣子がいるのに気付いた。

　由衣子は貴之に片思いをしているが、ちっとも近づけない少女だ。美雪に恋愛相談でもしているのだろうか。

　なんだ、ただの偶然か。

　ちょっとホッとする。まあ、学校から近いファーストフード店だから、同じ学校の生徒がいても不ふ思し議ぎじゃないしな。

　自意識過か剰じようだったか。前回の蜂事件のときに、放課後ずっと付きまとわれていたというトラウマがあるから、過敏になっているのかもしれない。

　そう、それにもらったセーター。

　家で着てみたら、あつらえたようにサイズがぴったりだった。

　こういうのって……ちゃんと計らないとダメなんじゃないのか？

　なんで俺のサイズを知ってるんだろう……。

　考えると怖くなりそうなので、櫂はやめた。

　貴之は自分に向けられる視線を気にも留めず、深刻そうな表情で話し出した。

「あのさ、白石ってこう、みんなに頼りにされてるじゃん？」

「ん？　ああ、まあそれなりに」

　謙けん遜そんして言ってみたが、ふんぞり返りたくなるくらい嬉しかった。

　まーねー。副委員長やってるし、文化祭も実行委員で仕切ってるしね。

　だが、そんな高こう慢まんな思いを露つゆも出さず、櫂は優しく微笑みかけた。

「で、どうかしたのか？」

　貴之がふっと下に目線を落とした。

　そんな仕草一つ絵になるんだから、イケメンはいいよな。

「あのさ、白石ってオカルトとか信じる方？」

「え？」

「いやさ、俺もそういうのって信じてなかったんだけど、最近、周囲で妙なことが起こっているんだ……」

「妙なことって？」

　貴之が一呼吸置き、口を開いた。

「なんだか、いつも誰かに見られているような気がして……。視線とか気配を感じるっていうか……」

「……」

　実際、周りの女達が見ているもんな。いつも。

　そんなことにも気付いていないなんて、相当鈍にぶいのか。

　櫂は笑顔で努つとめて明るく言った。

「いやー、そりゃ、今人気あるもん、きみ。女の子たちの注目の的まとじゃん！」

　ほんの軽口のつもりだったが、貴之の顔色が変わった。

「そういうのじゃないんだって！」

　貴之が声を荒らげ、テーブルをバンと叩たたいた。

　あまりに激しい反応に、櫂は驚いて貴之を見つめた。

　ほぼ満席の店内がしん、と静まり返る。

「あ……ごめん。ほんと……」

　貴之が頭を抱え、再びうつむく。

「だ、大丈夫？」

　これは……想像以上に思い詰めているようだ。

「こんなこと、誰にも言えなくってさあ……」

　心底落ち込んでいる様子の貴之がため息をつく。

「でも、感じるんだよ。すげえ怖い目線と気配をさ……」

「妙な気配って？　誰かに具体的に狙ねらわれてるのか？　ストーカーとか？」

　反射的に美雪の方を見てしまう。

　美雪は由衣子と何やら真剣に話し合っている。

「わからん……。絵が入選してから、やたら声をかけられるようになったけど、なんかそういうのじゃないっていうか……」

「じゃあ、どういうの……？」

　貴之が上うわ目め遣づかいで見てきた。

「……誰かさんの後ろに蛇へびがいる、って知ってる？」

「ん？　ああ、わらべうただっけ？」

　子どものときに遊んだ鬼ごっこ遊びだ。『今年の牡ぼ丹たん』だったっけな。

　鬼役の子が歩き出し、背後から皆で声をかける。「だーれかさんのうしろに蛇がいるー」と。「私？」と鬼が振り向くと、皆で声を揃えて「ちーがーう」。懐なつかしいなあ。

「なんかさ、その声が聞こえるんだよね。それで振り返るんだけど、やっぱり誰もいなくて」

「おい、怖いこと言うなよ」

　うっかり想像してしまい、櫂はぞっとした。

　誰もいない道を一人で歩いているとき、背後からそんな声がしたら――。

「そうなんだよ、怖いんだよ！　わかってくれるよな!?」

　貴之ががっと手を摑んでくる。

「こんなこと言っても誰も信じてくれないだろうし、妄もう想そうと思われて精神科に行けとか言われても嫌だしさあ……」

「……」

　以前の俺だったら、空耳か妄想だろうと切り捨てていただろう。

　だが、呪いや魔術は存在する。リアと出会って、秘密を共有するようになって思い知った。

　けれど、貴之の場合は違うんじゃないだろうか。本当に何かオカルト関係の異変が起こっているのだとしたら、魔術師であるリアが気付いても良さそうだ。同じクラスにいるのだから。

　たぶん、急に注目を浴びて神経が過敏になってるんだろ。

「どうしよう……」

　悩んで目を伏せている貴之の顔は憂うれいを帯びていて、思わず助けてあげたくなるような魅力に満ちている。

　イライラする。あのファンの女どもに守ってもらえばいいじゃん。

　貴之がこちらをすがるような眼差しで見つめてくる。

「白石しか、頼れる人がいなくてさ……」

　う……っ。なんだ、その殺し文句。

「俺でよければ力になるけど……」

　そんな言葉が自然と口から出ていた。

　ああっ、いい子ぶってしまった!!

「ほんとに!?」

　貴之が目を輝かせる。

「で、でも話を聞くくらいしかできないと思うけど！」

　いかんいかん。安やす請うけ合あいをしてしまった。

「いや、しばらく学校で一緒にいてほしいんだ。すごく怖くてさ」

「えっ……。ああ、いいよ。それくらい」

　うわー、ずっと一緒に？　思ったより面倒なことになりそうだ。

「ありがとう！　今日も白石たちと一緒だから視線も感じなかったし、よかったよ」

　貴之の言葉に、櫂は仕方なく笑ってみせた。
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　櫂は自分のいい子ブリッ子にうんざりし、足取り重く家路についた。

「ただいまー」

　リビングに入ると、リアが床に座り込んでいるのが見えた。

　金色の髪が床に届くほどうなだれている。

「どうした？」

　リアがゆっくりと顔を上げた。

　その表情はとても悲しげだった。

「届かなかったの……。商品が入荷してないって……」

「ああ。小包ね」

　走って帰るほど楽しみにしていたやつか。

「通販か？」

「そう。ギルド専用のね……」

　は？　ギルドって、魔術師ギルドのことか？

「て、ことは魔術グッズか？」

　リアがなぜかびくっとした。

「ま、まあ、そんなもの……かな？」

「なんだ？　また黒魔術師と戦うのか？　今度はどんな奴だ？」

　リアが所属している『ルクス』という自然魔術団体は、人に害をなす黒魔術師と戦う責務を背負っている。

　そして、リアと〝血の盟約〟を結んだ櫂はおのずと一緒に戦うことになる。

　これ以上、厄やつ介かい事ごとを背負い込みたくないんだけどな。

　櫂はうんざりとして尋ねた。

「う、ううん、ち、違うよ！　黒魔術師は関係ない！　ほんとだよ！」

　リアが焦あせっている。何か怪しいな。

　明らかに何か隠している様子だ。もしかして、すごく高価とか？

「おい、それって幾いくらしたんだ？」

「えっ？　そんなに高くないよ!?　お小こ遣づかいで買える範囲！」

「だから幾らだっての」

「え、えーとね。ユーロ換かん算さんだから正確な値段はわからないな。でも、二十パーセントオフだったし、お買い得だから!!」

　リアはあわあわしながら、はっきりとしたことを言おうとしない。

　これほど頑なに隠すってことは、男には言いにくい物かもしれない。下着関係とか、美容関連とか。だったら、追及しすぎるのは良くないな。

「危ないものじゃないんだな？」

　リアがこくこくと頷く。

「うん、ギルドの正規品だよ」

　なら、いいか。とにかく疲れた。

「あ、それから、これから学校で遠野も一緒にいることになったから」

「そうなんだ」

　リアはあっさりしたものだ。

「なんかさ、人に見張られてるような気がするんだって」

「ああ、あの人今人気あるもんね」

「そういうのとは違うらしくてな。『誰かさんの後ろに蛇がいる』って知ってる？」

「知らない」

　だろうな。アメリカ育ちで、日本に来たのは中学生くらいからだし。

「まあ、そういう不気味な声が聞こえるらしい」

「蛇か……」

　リアの目が突とつ如じよ鋭く光った。

　顔つきが変わっている。可愛らしい女子高生から、黒魔術師を倒す魔術師アルス・ワイズへと。

「西洋ではサタンの化身ともされ、ドラゴンにも通ずる。東洋では崇あがめられつつも恐れられる存在。日本では昔から水神とも言われてるわね……」

「……何が言いたいんだ？」

「もし〝蛇〟に狙われているんだとしたら、相手はおそらく恐ろしい敵になるだろうってこと」

　リアの言葉に、櫂はなぜかぞっとした。
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「おはよう、白しら石いし！」

「おはよう、白石くん！」

「ああ、おはよう」

　櫂かいは明るく挨あい拶さつを返した。

　今日も周囲から笑顔で声をかけられる。櫂は機き嫌げんよく学校に向かっていた。

　ああ、今日もいい日だ――。

「ふぎゅう!!」

「ああ、はい。早くドブから上がってくれ……」

　奇声を上げ、側そつ溝こうに片足を突っ込んだリアを引き上げる。

　いつもどおり、手間のかかる女だ。

　櫂は朝からうんざりした。落ち着いて登校できる日は来るのか。

「あ、櫂！　バーニーズマウンテンドッグがいるよ！　大きいね！　可か愛わいいね！」

　リアが散歩をしている、もふもふした毛の大型犬を見て駆け出そうとした。

「ああ、そうだな。早く歩け。遅ち刻こくする」

　櫂はがしっとリアの襟えり首くびを摑つかんだ。

「ああ、触りたい……」

「おまえ、アレルギー持ちだろ！」

　リアは動物好きだが、呪のろいのせいでアレルギーを発症し、犬や猫に近づくとくしゃみと鼻水が止まらなくなる。

　未み練れんがましく犬を見つめるリアを、櫂はひきずるようにして歩かせた。

　ようやく学校が見えてきたとき、校門の前で遠とお野の貴たか之ゆきが立っているのに気付いた。

「あれ……？　遠野か？」

　櫂を見た瞬間、貴之がパッと顔を輝かせ、一目散に駆けてくる。

「白石！　待ってたんだ！」

「えっ……」

　櫂は驚おどろいて駆けてきた貴之を見た。

　一晩で頰ほおがこけ、顔色も悪い。まるで別人のようなやつれ方だ。

「ちょっといいか？　話があるんだ！」

　その切迫した表情に、櫂は慌あわてて頷うなずいた。

　リアと一緒に貴之についていくと、誰だれもいない美術室に入っていった。

　いったい、何なんだ。

　辺りをきょろきょろと見回した貴之が櫂を見つめた。

「昨日ウチでさ、不ぶ気き味みなことがあったんだよ」

「いったい何があったんだ？」

　貴之の様子はただ事ではない。

「家の外でさ、近所の犬たちが狂ったように吠ほえだしたんだよ。一斉に。それから、ハムスターを飼ってるんだけど、何かに怯おびえるみたいに急に暴れ出してさ」

　そのときのことを思い出したのか、貴之の顔は青ざめ、手が少し震ふるえている。

「もう目が冴さえちゃってさ。全然眠れないの。そしたら、何かが床を這はう音がして……」

　ずるずる――重い体を引きずる音がしたらしい。

「怖くて怖くて、布団ふとんを被かぶったんだ。そしたら、聞こえなくなった」

　貴之がポケットに手を突っ込み、櫂の前に差し出してきた。

「朝になったら、これが落ちてた」

　それは五百円玉くらいの大きさの鱗うろこだった。

「……なんだ、これ」

　魚？　は虫類？

「俺おれ、怖いんだ……しばらく、ずっと一緒にいてくれよ」

　貴之が腕を摑んでくる。痛いくらいに。

「わかった」

　ここまで怯えている貴之を前に、断れるわけがない。

　リアがじっと鱗を見つめている。

「これ……なんか大きいね。それに這いずる音って……聞いているとニシキヘビが浮かんだけど」

「ニシキヘビってあの、でかい蛇へびだな。五メートルくらいある」

「ちょっ……怖いこと言うなよ！」

　自分の部屋にニシキヘビがいるのを想像したのか、貴之が悲鳴のような声を上げる。

「いや、本当にニシキヘビがいたら気付くはずだし、単なるたとえだから」

　櫂は慌ててとりなした。

「とにかく、なるべく俺たちと一緒にいよう。それから、帰りも」

「なあ、今日、おまえん家に泊まってもいい？」

　貴之がすがるように見つめてくる。

「ああ。そうだな。家に出たんだもんな」

　櫂の言葉に貴之が大きく頷く。それは家に帰りたくないだろう。

　幸いウチの両親は放任主義だし、二人ともあまり家にいないから後で連絡すれば大丈夫だろう。

「じゃあ、俺の部屋で寝ればいいよ。予備の布団を敷けばいい」

「ありがとう！」

　貴之が抱きつきかねない勢いで、お礼を言ってくる。

「親に白石の家に泊まるって電話しとくよ」

　そう言って、貴之が安心したように携帯電話を出す。

　電話をしている貴之を、櫂とリアは少し離れた場所で見つめた。

「てっきり妄もう想そうか何かだと思ったんだけどな……。まさか本物とは」

　もちろん、貴之の証言しかないから、その可能性はゼロではない。

　だが、こうして鱗を持ってきたわけで……。

「ね、鱗を貸して」

　リアに貴之の持ってきた鱗を渡すと、リアがそれを手のひらに載のせた。

「暗黒を刺し貫け！」

　リアが小さな声で呪じゆ文もんを唱となえる。

　その声に応じた小さな稲光が手のひらに落ちる。

　パキンと澄んだ音がし、鱗が弾けて消えた。

「なっ、なんだ……？」

　鱗が跡形もなく消え去っている。こういうのは見たことがある。

「これは生き物の鱗ではなく、呪じゆ物ぶつだってこと」

「……ってことは、あいつを狙ねらっているのは黒魔術で作られた蛇ってことか!?」

　櫂は電話をかけている貴之をちらっと見た。

「なんで？　あいつは普通の高校生なのに……」

「黒魔術を使用する目的として、一番多いのは何かわかる？」

「……恨うらみ？」

「そう。私し怨えん。むかつくから、邪じや魔まだから、暴ぼう言げんを吐く、ナイフで刺す……そういう攻撃的行為の種類が魔術ってだけ。その場にあったから、ナイフで刺した。簡単に使えるから、黒魔術で呪った。それだけ」

「そんな身近に黒魔術師がいるわけ――！」

　言いかけて、魔術師のリアが目の前にいることに気付いた。それに、委員長の香きよう子こも。

「かくいう私も、私怨のために動いているから」

　リアがさらりと言った。

　リアが幼くして魔術師の道を選んだのは、幼おさな馴な染じみの少女の復ふく讐しゆうのためだ。

　その恐ろしい記憶の一端を、櫂は夢で共有したことがある。

　ほんの壁かべ一つ、ドア一つ隔へだてたところに、暗く恐ろしい世界がある。

　そのことをリアと出会ってから櫂は知った。

「とにかく標的が貴之くんだとしたら、できるだけそばにいた方が守りやすいし、敵の正体も定めやすいと思う」

「そうだな。しばらく三人で行動するか」

「もし、彼が黒魔術師に狙われているんだったら、絶対私が守る」

　リアの目には強い信念が浮かんでいた。彼女は黒魔術師を倒すために、幼い頃から魔術の世界に飛び込んだのだ。

　電話を終えた貴之が、こちらに歩いて来た。

「親がＯＫだって。帰りにウチに荷物を取りに行っていい？」

「ああ、もちろん」

　安心させるように微笑ほほえむと、貴之がホッとしたように表情を緩ゆるめた。
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「一緒にお昼を食べよう」

　四時間目が終わるなり、貴之がいそいそとお弁当箱を持って櫂のところに来た。

「ああ、いいよ」

　一緒にいる約束だし、もちろん問題ない。

　隣の机をくっつけていると、リアもやってきた。

「お腹なかすいた――――――!!」

　リアが訴えかけるように櫂を見つめる。まるで母ツバメを待つ、子ツバメのような熱い視線だ。

　呪いのせいですぐに空腹になってしまうため、リアは食欲魔人と化す。

「ああ、わかってる。はいはい」

　櫂はリア用のお重を出した。

「す、すごいね。そんなに食べるの？」

　貴之が目を丸くしている。

　櫂は苦笑した。最初に普通のお弁当箱を持たせたが、結局全然足りなくてパンやら何やら追加せざるをえず、家計を圧迫するのでこうなった。

「おいしそ―――！　いただきま―――す！」

　リアが速攻でお重の蓋ふたをとり、机に並べていく。

　ちょっとしたピクニック気分の量だ。

「卵焼き、もーらい！」

　リアが意気込んで伸ばした箸はしが、思い切り重箱に当たった。

　押された重箱が、机の上から滑すべり落おちそうになる。

「わ――――――!!」

　櫂と貴之が慌てて重箱を押さえる。

「あっ、危ない……」

「き、気をつけろよ！　落ち着いて食えって」

　リアがこくこく頷くと、今度はそうっと箸を伸ばした。

「卵焼きおいし――！　アスパラの肉巻きもおいし――！」

　リアがぱくぱくとおかずを食べていく。

「ほんと、美お味いしそうだね。リアさんって料理上手じようずなんだ」

　うっとりした貴之に、櫂は持っていた箸を落としそうになった。

「……作ってるのは、全部俺だよ」

　こいつのリア女神信しん仰こうをなんとかしないとな。

「えっ！　白石が！　これ全部？　すごいな！」

　今度は感かん嘆たんの目で見られ、櫂は苦笑した。

　素直な反応だよな。コンプレックスとかないから、こうやってストレートに人を誉ほめることができるんだな。

「ウチって元々シングルファーザー家庭だったからね。家事を一手に担になっていたんだ」

「そ、そうなんだ。へー。白石って落ち着いているし、何でもできると思ってたけど、ちゃんと頑がん張ばってたんだな」

「遠野のところは？」

「俺ん家はお母さんが料理好きだし、姉たちも好きな人に料理をふるまうとか、弁当を作るとかでいつも台所には誰かいる感じ。で、俺は基本的に試食係だから、カップラーメンしか作れないよ」

　貴之がため息をつく。

　だが、わいわい楽しそうな家庭だというのは伝わってきた。

　そんな貴之がなんで、黒魔術師に狙われることになったんだろう……。

「な、それ美味しそうだな。俺も一口食べていい？」

　貴之が甘あま酢ずあんかけの唐から揚あげに目をつけた。

「どうぞ。さっさと取らないと、リアが全部食べるから」

　貴之はリアの食いっぷりに気づき、慌てて箸を伸ばした。

　リアは貴之がいようとお構いなしに、自分のペースで食べている。

「おにぎり、美味しい！　ねえ、櫂。今度パンダおにぎりを作って！」

「パンダおにぎり？」

「ネットで見たの！　海の苔りでパンダの顔を作るわけ。ちょきちょき切って、貼はって……」

「朝っぱらからそんな手間のかかることができるか、ボケ!!　だいたい、おにぎり一口で食う奴やつがそんな可愛いものを要求すんな！　てめえはバクダンおにぎりで充分だろ!!」

　リアの能天気な発言にカッとなった櫂は、次の瞬間我に返った。

　クラス全員が櫂たちを見ていた。さ――――っと血の気が引くのがわかる。

　しまった！　温厚で優しい人で通っているのに、素すで怒ど鳴なってしまった！

　しばらくして、クスクス笑いが起きた。

「またやってる」

「喧けん嘩かするほど仲がいいって言うしね」

「白石くんってリアちゃんに対してだけはキツイよね。やっぱり兄妹だから、特別なのかなー」

　そんな声が届いてくる。

　また、やってしまった……。

「あはははははは!!」

　貴之が豪快に笑った。

「確かに、その食べっぷりだとバクダンおにぎりじゃないと間に合わないね」

　貴之が笑い飛ばしてくれたので、櫂はホッとした。

　櫂はそそくさと用意してきたバクダンおにぎりを出してリアに与えた。

　ソフトボールくらいの大きさに丸めたおにぎりに、海苔を全面に貼ったものだ。

　見た目が『黒く丸い爆弾』そっくりになる。

「ほら、しゃけとおかかとこんぶと梅干し全部入れたから」

「やった――――――！」

　リアが嬉うれしそうにむしゃむしゃ食べ始める。このバクダンおにぎり全部入りが、リアのお気に入りだ。

「でも、細いのに、そんなにどこに入るの？　不ふ思し議ぎだなあ」

　貴之がまじまじとリアを見つめる。

「これはねえ、全部呪いで――いたあっ！」

　うっかり本当のことをしゃべりかけたリアの足を、机の下で思い切り蹴けってやった。

　リアはハッとしたようで、もごもごと言い訳を始めた。

「呪い？」

「あ、その、私は呪われているかのように食べ物を吸収しない体質で……」

「そうなんだ！　大変だね」

　貴之は本当に素直な性格らしい。下へ手たなリアの言い訳をあっさり信じている。

　こいつは、魔術関係は秘密だとか言ってるくせに、口を滑らしすぎだろ。要はバカということなんだろうが……。

　そのとき、教室のドアががらっと開いた。

　入ってきたのは見慣れぬ三人の女の子。

　三人組は教室を見回し、そして櫂たちの方に近づいてきた。

「白石さん、ちょっといい？」

「ん？　何？」

　櫂が答えると、一番前にいるポニーテールの女子が櫂を見た。勝ち気そうな大きな目が印象的だ。

　目が合うと、なぜかポニーテールの少女がびくりとした。

　そして、櫂から慌てて目をそらせると、リアの方を向いた。

「あなたじゃなくて、リアさんのほう」

「私？」

　リアがおにぎり片手にきょとんとしている。

「リア、知り合いか？」

「ううん。知らない」

　見たところ同学年の女子だが、別のクラスのようだし、転入したてのリアが知らないのは当然だ。

　何の用かはわからないが、彼女たちの険けわしい表情から、何らかのトラブル絡がらみなのは明らかだ。

「ちょっと話があるの。来てくれる？」

「わかった」

　リアが手にした残りのおにぎりを一気に頰張る。

　三人組が驚いたように目を丸くする。

「ほら、リア。ウエットティッシュ!!」

　櫂はリアに手をふくよう促うながした。

　我ながら本当に甲か斐い甲が斐いしい――というか母親みたいだ。

　そして、リアが櫂を見た。

「じゃあ、行ってくる。貴之くんのこと、よろしく」

　リアは立ち上がると、隣の机にぶつかった。

「うっ……」

　そして、教室の扉に肩をぶつけたりしながら、よろよろと出て行った。

　あいつは真まっ直すぐ歩けないのか……。目測を誤あやまるにも程がある。

「……なんか、穏やかじゃない感じだね」

　貴之がぼそっと言う。

　そうなんだよな。どうしたもんか。

　櫂は逡しゆん巡じゆんしたが、やはり気になる。

「……あのさ、さすがに日中にこんな人の多いところで変なものは出ないと思うんだ。だから、ちょっとリアの様子を見てくるけど大丈夫か？」

「わ、わかった」

　多少怯えた表情になったものの、貴之もリアのことが気に掛かるのだろう。止めたりはしなかった。

「すぐ戻る」

　そう言うと、櫂は立ち上がりさっと教室を出た。

　足早に廊ろう下かを歩き、リアたちの後を追う。

　貴之の言うとおり、やばそうな雰ふん囲い気きだ。リアに何の用だろう。

　過か保ほ護ごかもしれないが、気になるものは気になる。

　リアと三人組は校舎を出て、人ひと気けのない裏側に行った。

　定番の呼び出し場所だな。倉庫とか、こっそり見られない場所じゃなくてよかった。

　櫂はそっと木の陰から顔を出し、様子を見守った。

　ポニーテールの少女がキッとリアを睨にらむ。

「白石さん、どういうつもり？」

「えっ？」

　リアがぽかんとしている。

　それはしょうがないだろう。俺もリアも事情がさっぱりわからない。

　三人のうち、二人がリアに詰め寄り、もう一人が少し離れた場所で、うつむき加か減げんで佇たたずんでいる。

「どういうこと？」

「なんで遠野くんの絵のモデルを引き受けたの？」

　ポニーテールの少女の一言で、すべてが氷解した。

　そうか、なるほど。貴之絡みか。

「あの子が本当はモデルをやるはずだったの！」

　ポニーテールの少女が、背後にいる大人おとなしそうな少女を指差した。

　リアとは対照的な、ぱっつり肩で切られた黒いストレートヘアの少女だ。

　華きや奢しやで儚はかなげな姿、いまどき珍めずらしい鴉からすの羽のような漆しつ黒こくの艶つややかな髪かみ。

　こちらはこちらで、確かに絵になる。

「あ、あの……私はいいから……」

　背後の少女がおずおずととりなすが、

「静しず佳かは黙ってて！」

　女の子二人にあっさりやりこめられる。

　二人の女の子はリアをキッと睨んだ。

「今からでも断ってよ。そんなに目立ちたいの？」

「そうよ。いい気なもんね。お兄ちゃんにはべったり守ってもらって、転入早々、人気者に手を出して。……あなたは簡単に近づけていいよね!!」

　櫂は思わずびくりとした。

　ひいいいいいいいいい。俺まで引っ張り出されてる！

　目立つ人間といると、何かと目につくという好例だ。

　第三者から見ると、リアが色んな男からちやほやされて、甘やかされているように見えるのだろう。

　しかも、貴之に頼まれたとはいえ、校内ではいつも一緒にいる。

　そりゃ、やっかまれるだろう。

　だが、三対一で呼び出すとか、女は恐ろしい。

　それにしても、リアは恫どう喝かつに近い少女たちの言葉にも、まったく動じなかった。

　まあ、それはそうだ。

　黒魔術師たちと命のやりとりをしてきたのだから、女子高生からキャンキャン吠え立てられても、興こう奮ふんした子犬に絡まれたようにしか思えないだろう。

「……一度引き受けたからには、最後までやり遂とげるわ」

　リアがきっぱり言ったので、櫂は少し驚いた。

　モデルに興味がなさそうだったので、「そうなんだー。じゃあ、私はやめとく。あなたがやったら？」とかさらっと言いそうに思ったのだが。

「ふうん。あんまり調子に乗らないほうがいいんじゃない」

「あんたなんか、そのうちきっとひどい目に遭あうわ」

　二人の少女が捨すて台詞ぜりふを残して去っていく。静佳と呼ばれた少女が慌ててその後をついていった。

　こわっ……。

　二人の少女の怨おん念ねんめいたオーラは、櫂ですらひしひしと感じた。

　確かに、ああいう奴らなら黒魔術とかで人を呪いかねないな。

　櫂は木の陰から出ると、リアのところへ行った。

「だ、大丈夫か、リア」

「何が？」

「俺の援えん護ごはいらなかったな」

「援護？」

　リアが不思議そうに首を傾かしげる。

　喧嘩を売られた認識すらないらしい。

「あー、お弁当の途中だったのに。貴之くん、全部食べちゃったかなあ……」

　リアの心配は女子の恨みよりも弁当の残量だった。

「早く帰らなきゃ……へくしょん！」

　リアが激しくくしゃみをする。

「おい、また風か邪ぜか？」

　慌てて洟はなをすすっているリアの額ひたいに手をやると、若干熱がある。

　十月になってちょっと肌寒くなったからな。

　呪いのせいで病弱なリアは、すぐに体調を崩くずしてしまう。

　櫂はリアを促して、足早に校舎に向かった。
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　櫂は放課後にクラス全員を集め、文化祭の準備の割り当てを始めた。

　十一月九日の文化祭まであと一ヶ月ちょっと。

　この短期間で模も擬ぎ店てんを完成させなくてはならない。

　櫂はざっと必要な作業を書き出した。

「衣い装しよう班、喫きつ茶さ班、大道具班。それから、女子にはステージで歌とダンスを披ひ露ろうしてもらうから、そのメンバーの選抜と……」

　さすがに全員にダンスと歌は厳きびしいとの声に、時間を決めて『ライブタイム』を設もうけることにした。

「羽は根ね木ぎ、悪いけど衣装班と大道具班にアドバイスを頼む」

　全体を仕切るのは自分がやるしかないが、ナデシコに一番詳しい羽根木に衣装デザインとステージのデザインを任せることにした。

「いいよ！　任せてよ！」

　羽根木が目を輝かせる。

「ナデシコで人気のある衣装のパターンをピックアップしてみたよ」

　ずらっと並べられるナデシコたちの写真に、実際衣装を着ることになる女子たちが群がった。

「あんまりミニスカートすぎるのとか、露ろ出しゆつの多いものはパスかなー」

「こういう、制服みたいな衣装の方が文化祭っぽくない？」

「目立つんなら、こっちの花飾りがたくさんついているのかなあ」

　女子たちが顔をつき合わせてわいわい話す。

　準備が始まると、熱心に参加してくれる者が多く、櫂はホッとした。

「じゃあ、五パターンくらいピックアップして、衣装も多数決かな」

　羽根木に集計を任せ、今度は衣装班の美み雪ゆきの元へ行く。

　衣装の写真を見せて、美雪の意見を聞く。

「この中でちょっと無理そうとか、難しそうとかある？」

「う―――ん、そうね。そんなに難しそうなパターンはないかな。ただ、予算を考えると、こういうファーがついているタイプは避さけたほうが良さそう」

「なるほど。わかった」

　羽根木が写真を持ってやってくる。

「ねえ、白石くん。衣装はドームのときのやつと武道館のときのやつ、どっちがいいかな？」

　どっちでもいいっつーの！

「俺の好みじゃなくて、女子に決めさせないと。実際着るのは彼女たちなんだから」

「でも、男子の意見も大事じゃないか？　集客するには、男子の好みも外せないし！」

「わかったわかった。じゃあ、クラス全員で投票な。人気のパターンをプリントアウトしたやつを人数分作ってくれ」

「オッケー」

　そのとき、通りかかった三み谷たにを櫂は呼び止めた。

「あ、三谷。大道具班の仕切りを頼めるか？　遠野は部活で忙しいから、かかりっきりは難しそうで」

「いいよ。実行委員は大変だよな」

　三谷の優しい言葉にホッとする。

「張り切ってるわね」

　香子がニヤニヤしながら近づいてきた。

　こいつ、周りに人がいないときを見計らって声をかけてきやがって。

「生き生きしている白石くん、いいわ～」

　櫂はからかってくる香子をじろっと睨んだ。

「おまえ、細いからスミレの衣装が似に合あいそうだな」

　柴しば田た須す美み礼れ――通称スミレはナデシコのメンバーで、華奢ですらっとしている子だ。

「なっ……私はやらないわよ！」

「イヤイヤ、委員長自ら拒否ってどうなの？　示しつかないんじゃないの～。みんなで協力しあわないと成功しないぞ？」

「くっ……」

　香子が悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。

「それから、ステージで歌う歌、どれがいいか選んでおけよ」

　櫂はさっとナデシコのＣＤを渡す。

「う、うたっ……て」

「それから、ダンスもチェックな。今、羽根木にＤＶＤ焼かせているから」

　櫂はポンと香子の肩を叩たたいた。

「よろしく！　委員長！」

　香子が顔を真まっ赤かにして去っていく。

　くっくっくっ。

　喧嘩を売って来た奴を返り討ちにするのって、なんて楽しいんだろう！

　ほくそ笑んでいると、小こ松まつ崎ざき梓あずさがやってきた。

　栗色に染めた髪は、今日も綺き麗れいにカールしている。

　大人びた、華やかな容姿の少女だ。明るくて話しやすい。

「ね、衣装って好きなの選べるの？」

「デザインは投票だけど」

「うん。でも、四人組でそれぞれカラーあるよね。まゆりちゃんは白、とかさ」

「ああ……そうだな」

　確か四人の名前にちなんで、担当カラーがあったな。

「ステージに立つ子には担当カラーをそれぞれ着てもらうけど、接客だけなら好きな色でいいと思う。それもアンケートをとったほうがいいな。羽根木に伝えてくれる？」

「ＯＫ」

　梓が快かい諾だくしてくれる。

　ここはついでにスカウトしておくか。

「小松崎さんさ、ステージも担当してもらえないかな？　やっぱり立候補がいなくってさ。明るくて可愛い子にお願いしたいんだけど」

　梓がくすくす笑った。

「お世せ辞じを言わなくてもいいよ。そうだね。他にやる人がいなくて困っているなら、やってもいいよ」

「ほんと？　やった！」

　ナデシコは四人組のアイドルグループなので、メンバーに四人必要だ。

「それから、他に歌とダンスをやれそうな子がいたら、声をかけてもらえると助かるんだけど……」

「わかった。ちょっと頼んでみる」

「助かる。小松崎さんがステージメンバーのリーダーでいい？」

「いいけど……香子の方が適役じゃない？」

「さっき頼んでみたけど、乗り気じゃなさそうで」

　ＣＤを押しつけてやったけど。

「えー。彼女、バレエを十年以上やってたから、ダンスを覚えるなんてお手のものだと思うけど」

「そうだね。また頼んでみる」

　そうだ。香子はクラシックバレエを本気でやっていた子なのだ。そのために、あんな事件を起こしてしまったけれど。

　交渉次第では引きずり出せそうだな。

　櫂は予定メンバーとして、香子の名前を書き込んでおいた。

「そう言えば、リアさん他のクラスの女子から呼び出されたんだって？」

　梓が面おも白しろそうに言う。

「そうなんだ。参ったよ」

「やっかまれてるのよ。白石くんとも仲がいいし」

「俺？」

　俺に何の関係が？

「知らないの？　白石くん、結構女子に人気あるのよ。他のクラスの子にも」

「へえ……」

　全然気付かなかった。そういえば、美雪の想いにも気付いてないのは俺だけだって、香子に言われたっけ。

　まあ、モテるのは嬉しいが、実際に近づいてくるのは美雪だけなので、あまりピンとこない。

「あ……彼女が来た」

　梓が苦笑する。

「え？　彼女って……」

　櫂が視線の方を向くと、吉よし岡おか美雪がこちらにやってくるのが見えた。

「吉岡さんか……」

　梓の苦笑の理由がよくわかる。前回の美雪の豹ひよう変へんぶりを間近に見て、苦手意識があるのだろう。まあ、あまり関わりたくない相手だ。

「……じゃあ、私はアンケートをとってくるわ」

　梓がさっと離れていく。












　すれ違うようにして美雪が近づいてきた。

「何？」

「あの、セーターどうだった？」

　美雪が上うわ目め遣づかいで見つめてくる。

「え？」

「サイズ……合ってた？」

「あ、ああ、うん。バッチリ」

　顔が引きつる。わざわざこんなことを今言いに来たのか？

　梓と話すのを邪魔しに来たとしか思えない。

「じゃ、ちょっと羽根木と打ち合わせがあるから……」

　早々に退散する。

　そういえば、リアのことをすっかり忘れていた。

　どこだ？

　目立つ金色の髪の持ち主はすぐに見つかった。

　リアは貴之と楽しそうに話していた。

　貴之も朝はあんなに怯えていたのに、俺たちがそばにいると安心するようで、だいぶ笑顔が出てきた。

　それにしても文化祭の準備で大忙しなのに、蛇の事件まで関わってしまった。何事もなければいいのだが。

　そのとき、女子の悲鳴が聞こえた。

「キャー、白石くん！　リアさんが倒れた！」

「また貧血か……」

　病弱なくせに、はしゃぎすぎなんだよな。

　櫂は急いで倒れているリアに駆け寄った。
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「本当にありがとう……」

　貴之がぺこりと頭を下げる。

　帰りに家に寄って着替えなどを持ってきた貴之をマンションに案内した。

　幸い、貴之の家も扇おうぎ町まちなのでマンションから近かった。

「今日はウチの親はかなり遅くなるみたいだから、気にしなくていいよ。ところでそれ……」

　貴之が胸元で抱えているのは、ハムスターの入ったケースだった。

　小さいハムスターが二匹入っている。

「ごめん。この子たちの世話は俺の担当だから……。動物ってダメ？」

「いや、ウチのマンションはペットＯＫ。小動物なら大丈夫だよ」

「よかった……」

　貴之がホッとした表情になった。

「さあ、上がって」

　一通り室内を案内した後、櫂は自分の部屋へ貴之を通した。

　本当は他人を入れるのは好きじゃない。

　というか、友達を自分の部屋に招いたことなんて、何年ぶりだろう。小学校低学年くらいが最後か？　もうほとんど記憶にない。

「すごく片付いているね。さすが白石」

　そつなく誉めた貴之が、ケースに飾られた帆はん船せんの入ったボトルに目をやる。

　櫂の自じ慢まんの手作りボトルシップだ。

「すごい……！　これ、白石が作ったの？」

「まあね」

「かっこいいなー。綺麗だよね、帆船」

　貴之の賛さん辞じにじわじわと喜びが湧わき上あがってくる。

　ボトルシップは純粋に趣味でやっていて、他の誰かに誉められるためではない。

　でも、自分が熱意を傾かたむけて作ったものを誉められたのは初めてで、こんなに心地いいものだとは思わなかった。

「なるほど。これはハマるのもわかるよ。リアさんから聞いたときは、ボトルシップってあんまりピンと来なかったけど」

「リアから聞いたのか？」

　貴之が、ちょっとしまった、というような気まずそうな表情になった。

「ああ、うん。白石がすごく大事にしてるって」

「へえ……」

　そんなことまで話すくらい親しくなったのか。

　家族以外知らない自分の趣味を他人が知っていることに、何となくモヤモヤする。

「なあ、これってどうやって瓶びんに入れるの？」

「いくつかパターンがあるんだけど――」

　説明しようとしたとき、リビングの方でガシャーンという何かが壊れる音と、「キャー」というリアの悲鳴が聞こえてきた。

「リアさん、怪け我がでもしたのかな？」

　貴之が慌てて部屋を出る。

　櫂もその後に続いて急いでリビングに入った。

　あいつ、あの野郎、まさかまさか俺の大事にしている食器を――！

　リビングに飛び込むと、飛び散った白い破片と、倒れているリアが目に入った。

「ああっ!!」

　櫂は飛びつくようにして破片を拾った。

「ウエッジウッドのティーセットが――!!」

「リアさん、大丈夫？　手を切ったの？」

　傍かたわらでは、貴之がリアを抱き起こしているのが見えた。

「ちょっ、ひどいよ、白石！　食器より、リアさんだろ？」

　貴之に言われ、櫂はうっかり本音で行動してしまったことに気付いた。

　面めん倒どうくせえなあ、他人が家にいるって。

　櫂はうんざりした。

　そんな年中転びまくっている女のことより、ブランドもののティーセットの方が大事に決まってるだろうが―――――――!!　高いんだぞ、これ!!

　そう言い返してやりたいが、とても真っ当な人間の言うことではないので黙る。

「リア、大丈夫か？」

　しょうがなく、リアを気遣ってみる。

「うん、ちょっと手を切っただけ」

　なめてりゃ治るな……とは言えず、櫂は仕方なく絆ばん創そう膏こうを貼ってやる。

「何やってるんだ、おまえ」

「お客さんが来たからお茶をいれようと思って……」

「……」

　そうだな。その行為自体は間違ってはいない。

　客用のとっておきのティーセットで、美味しい紅茶をいれてもてなす。当たり前のことだ。

　ただ、壊し屋クラツシヤーのおまえはやってはいけないことだ。

「……おまえはそういうの、やらなくていいって言ってるだろ」

「ごめんなさい……」

　リアがしょんぼりとうつむく。

「ちょ、白石、あんまりだよ。リアさんだってわざとやったわけじゃないし！」

　貴之が至し極ごくまともなことを言ってリアをかばう。

　てめえは黙ってろ！　ちょっと学校で会ったりするくらいの奴に、一日中こいつの面倒を見ている俺の大変さがわかるか？

　そう心の中で吠えて、櫂は苦笑した。

「ごめんごめん。大事にしていたティーセットだからさ。ついカッとなって」

「白石でもそういうことあるんだなあ……」

　貴之が驚いたように見てくる。まずいな。

　どうしても家ではいい子の仮面がはがれがちだ。

「じゃあ、ここを片付けたら俺がお茶をいれるから、二人はソファで座ってて」

　櫂は何とか笑顔を浮かべ、キッチンに入った。

「リア、ちょっと手伝って」

「はあい！」

　リアが名めい誉よ挽ばん回かいとばかりに勇んでやってくる。

　しかし、手伝いというのは単に呼び出す方便だ。

　櫂はそっとリアに囁ささやいた。

「遠野は黒魔術師に狙われているんだよな？」

　リアがこくりと頷く。

「おそらくね。あの蛇は呪物だし、わざわざ家にまで現れているし」

「相手の目的は何だ？」

「……最悪、彼の命でしょうね」

「今晩も蛇は出ると思うか？」

　櫂は、ソファに座って珍しそうにリビングを見回している貴之を見た。

　リアが首を傾げる。

「どうかな。感知は苦手だから。でも、備えはしておくよ」

「備え？」

「結界を張っておく。もちろん、簡易なやつしかできないけど」

「そうか」

　リアの部屋の窓には五ご芒ぼう星せいが描かれている。あれで魔物の侵入を防いでいるらしい。

「今日一日様子を見てみよう。問題なければいいんだが……」

　いつまでもウチにおいておくわけにはいかないし。

　そのとき、櫂はいいアイディアを思いついた。

「そうだ。遠野におまえの力を込めた形かた代しろを渡すってどうだ？　前回、俺のために作ってくれただろう？　あれがあれば、お守り代わりになる」

「そうだね！　戦いにも必要になるかもしれないし。とってくる」

　リアの呪いをほんの数秒だが移すことができる人型の白い紙――いわゆる形代を、櫂たちは重ちよう宝ほうしていた。

　蜂はち事件のときに使い切ったので、その後形代を二枚補充した。

　本当はもっとまとめて置いておきたいのだが、形代を作れる神主が守しゆ銭せん奴どのため、それも叶かなわない。

「櫂、あったよ！」

　リアが形代を二枚持ってきた。

「もうちょっと補充しておいたほうがいいな」

　しかし、あまり財さい布ふに余裕がない。リアの食費もあるし。

「これが貴之くんに渡す分ね。私の雷の力が込めてある」

　櫂は受け取ったお守りの形代を、そっとポケットにしまった。

「じゃあ、残りの一枚は俺が持っておく」

「え、なんで。私が使うんだから」

　櫂がつかんだ形代を、リアがぐっと引っ張る。

　ビリビリビリ――。

　切ない音をたて、形代が半分に破れた。

「あああああああああああ」

　櫂とリアは同時に叫んだ。

「なっ、何してんだよ、貴重な形代を！　最後の一枚だったのに!!」

「何よ、櫂が無理に持っていこうとするから！」

　効力は絶大とはいえ、元々は薄っぺらい紙なのだ。もっと慎しん重ちように扱うべきだった。

　櫂はがっくりした。

「ったく……。しっかり結界張っておけよ！」

「わかってるわよ！」

　リアがぷりぷり怒りながら窓の方に行った。
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　事件は夜に起こった。

　リビングで三人でくつろいでいると、リアが立ち上がった。

「あー、そろそろお風ふ呂ろに入らなくちゃ。貴之くん、先にはいる？」

　リアが尋たずねると、貴之が慌てて首を振った。

「いいよ、いいよ。先にはいって」

「そうお？　じゃあ……」

　リアがバッと上着に手をかけ、一気に胸元までたくしあげた。

「わ――――――――!!」

　ソファに座っていた櫂と貴之の絶叫に、リアがきょとんとした顔を向けた。

「なあに？　あ……」

　ようやく気付いたのか、リアが服を直す。

「そっか、そうだよね。お客さんいるし……」

　そう言うと、リアはリビングを出て行った。

「……びっくりした」

　貴之がまだ呆ぼう然ぜんとしている。

　それは櫂も同じだ。

　一瞬だったが、すんなりした腹の白さが目に焼き付いている。

「あのさ、リアさんっていつもきみの前で服を脱いだり……」

「イヤイヤイヤ、ないから！」

　あるけど、そんなことは言えない。

「なんというか、自由な子でさ。あまり場所を考えずに行動するときがあって……」

「そうなのか。いや、ウチも姉が二人いるから、薄着の女性って見慣れてるっちゃ見慣れてるけど、やっぱりきょうだいとは全然違うね。びっくりした……」

「ははははは」

　後でリアをこってり絞しぼらないとな。

　まったく、もう。

「そうだ。これ、渡しておくよ」

　櫂はリアの雷の力を封じ込めた形代を、貴之に渡した。

　ただ、一般人の貴之にそのまま形代について話しても、怪しまれたり、気き味み悪わるがられたりするだろう。

　櫂は適当に受け取りやすそうな言い訳をでっちあげることにした。

「これ、ウチで代々伝わっている魔ま除よけなんだ。よくないものから、守ってくれるんだって。気休めかもしれないけど、いつも持っていてくれ」

「へえ……お守りか。ありがとう！」

　貴之がそう言ったとき、ウ――――ワンワンワンという犬の吠え声が遠くから聞こえた。

　途と端たんに、貴之がびくっと体を震わせた。

「どうした？」

「いや、ちょっと犬の声がトラウマになっててさ……」

「ああ。蛇の件ね……」

「そう。近所の犬が狂ったように吠えだしてさ。その後ハムスターが――」

　ワンワンワン!!　ウ――――!!　ギャンギャンギャン!!

　犬たちの吠え声がどんどん増えていく。

　櫂と貴之は顔を見合わせた。

　カサ――。

　小さな物音に、貴之が敏感に反応した。

　すぐさまハムスターのケースに向かう。

　ケースの中で、二匹のハムスターが狂ったように暴れ出した。

　まるで、恐ろしいものから逃げるかのように――。

　ずる……っ。

　何か湿しめったものが這うような音に、櫂と貴之はハッとしてベランダを見た。

　ずる……っ、ずる……っ。

　重く長いものが移動している。這うように。

　何かいるのか？　窓の外に――。

　櫂は恐る恐る窓に近づいた。

「お、おい……」

　貴之が心配そうに声をかけてくる。

　だが、放ってはおけない。

　胸がドキドキする。

　どうか、何もいませんように。

　櫂はカーテンにそっと手をかけ、一気に開けた。

　目線の高さに光る双そう眸ぼうがあった。

　ガラス窓の外には、巨大な蛇がとぐろを巻いていた。

「うわああああああああ!!」

　櫂が絶叫を上げた瞬間、リビングのドアが開いた。

　バスタオルを体に巻き付けたリアが飛び込んでくる。

「魂たましいの雷いかずちよ、心の雷よ、天の雷よ、時の雷よ――暗黒を刺し貫け!!」

　呪文とともに、リアの手から放たれた雷の刃やいばが窓を突き抜けて、蛇に突き刺さった。

　オオオオオオオオオオ――。

　悲しげな咆ほう吼こうを上げ、蛇が消えた。

「やった!!」

　リアがガッツポーズを取る。

　櫂は急いでガラス戸を開けた。

　ベランダには蛇の痕こん跡せきなどまったくなかった。

　やはり、あれは生きている蛇ではない。

　しかし、ウチまで貴之を追ってやってくるとは――。

　櫂はへたりこんでいる貴之を見つめた。ウチに来てもらっていてよかった。

「結界のおかげで、中には入ってこなかったみたいね」

　リアが得意げに言う。

「結界……？　ああ……」

　そういえば、リアが結界を張っておくと言っていたな。

「大した結界でもないんだけど、入ってこれなかったということは、かなり弱い魔物だったみたいね。短い呪文であっさり倒せたし」

　リアが力強く頷く。その動きにあわせて洗い髪から、ぽたぽたと滴しずくが落ちる。

「この程度の魔物なら、もしまた出ても、形代があれば大丈夫だと思う」

「あ、ありがとう……」

　貴之が呆然としつつも礼を言う。

「どういたしまして！」

　力強く言ったリアの膝ひざががくんと折れた。そのまま、ふらりと力なく倒れていく。

「あ……」

　貧血か!!

　風呂上がりに術を使うから！

　はらり、とバスタオルがリアの体から落ちる。

「わああああああああああああああああああああ!!」

　櫂は蛇を見たときより大きい悲鳴を上げることになった。
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　翌朝、目覚めた櫂はそっと部屋を出ると、キッチンに向かった。

「おはよう」

　櫂が朝ご飯の支し度たくをしていると、すぐに貴之がキッチンに入ってきた。

「手伝うよ」

「あ、そう？　じゃあ、それ炒いためてくれる？」

　貴之が手際よく野菜を炒め始める。

「昨日は……すごかったな」

　貴之がぼそっと言う。

「そうだな。おまえの言っていたこと、本当だったんだな」

「信じてなかった？」

　貴之が苦笑する。

「仕方ないよな。だって、俺も現実とは思えなかったから」

　徐々に近づいてくる魔物の蛇。異変を察知し、吠える犬たち。騒ぐハムスター。

　貴之の話の通りだった。

「リアさんがあの雷みたいなので蛇を倒してくれたんだよな？」

「え？　ああ、うん、まあ」

　目の前で見られていては、誤ご魔ま化かすこともできない。

「すごいなー。やっぱり普通の子じゃないとは思ってたけど、超能力とかそういうの？」

　貴之が興味津々に聞いてくる。

「……俺たちは退たい魔ま関係の仕事についてるんだけど、部外者には詳しく話せないことになっているんだ」

　まあ、厳密に言えば俺も部外者だけどな。

「そ、そうなのか……」

「ごめん。とにかく、蛇を倒せてよかったよ」

　櫂の言葉に、貴之が微笑んだ。

「そうだよな。白石の家まで追ってくるなんて。でも、リアさんが倒してくれたし、お守りの形代もあるし、これで家に帰れるよ」

「ああ、そうだな」

　貴之がふっと表情を翳かげらせた。

「……俺、蛇に恨まれるようなことしたかな。お祓はらいとかした方がいいのかな」

「もし、お祓いをしたくなったら言ってくれ。神主に知り合いがいるから」

　こういう変な案件は、きっとあの神主の得意とするところだろう。

　櫂はさっと味み噌そ汁しるを作ると、貴之と配はい膳ぜんの準備をした。

　二人でやると準備も早い。貴之がてきぱきと手伝いをしてくれる。

　両親もすっかり貴之が気に入ったようだ。

　お茶を配る貴之を笑顔で迎える。

「あら、遠野くんありがとう」

「いえ……。お世話になってますから、このくらい」

　なるほど、素直な性格のやつは誰からも好かれるんだなあ。

　俺は必死で取とり繕つくろってやっとだけどな……。

　櫂は自じ嘲ちようしつつ、リアを起こしに行った。

「リ……」

　声をかけようとした瞬間、扉が開いてリアが飛び出してきた。

　そのまま、櫂に思い切りぶつかる。

「う……っ！」

　櫂は思わずよろめき、壁にぶつかった。

「あ、ごめ―――ん、櫂。お腹すいちゃって！」

　何も考えていないやつが一人。

　ああ、ここまで傍ぼう若じやく無ぶ人じんだと羨うらやましいと思う気すら起きないわ。人間というか珍獣カテゴリーなんだよな。

　朝ご飯を食べ終えると、貴之はきちんと両親に挨拶した。

「どうも、ありがとうございました！」

「また泊まりに来てね」

　両親たちに見送られて、三人はマンションを出た。

「こんなに早く解決するなんて、二人のおかげだよ。本当にありがとう！」

「いやいや」

　櫂はにっこり微笑んだ。

　あー、蛇の事件が速攻で解決できてよかった！

　家でまでいい子ぶりっこはキツイ。

　たった一晩泊めただけで、櫂はぐったりとした。
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　授業を終えると、櫂は羽根木の席に行った。

「じゃあ、俺ちょっと美術室に行ってくるから、羽根木、文化祭の準備を頼むわ」

「わかった！」

　すっかり羽根木は実行委員である櫂の右腕のようになっていた。

　もともとオタクなので、自分の好きなことに傾ける情熱は並外れている。

　熱心に丁てい寧ねいに作業をこなし、一番最後まで残ってくれる。

　今の櫂には有り難い存在だ。

　……エリカさんに頼んで、何かグッズを手に入れてやるかな。お礼に。

　義母であるエリカはプロのヘアメイクで芸能関係の仕事をしているため、ナデシコのレアグッズやサインなどを手に入れてくれるのだ。

　櫂はリアと貴之と連れだって、美術室へ行った。

「お疲れ様～」

　美術室に入ると、見知った顔たちが声をかけてくれる。

「いらっしゃい」

　新あら田た先生も笑顔で迎えてくれた。

　なかなか居い心地ごこちがいい。お茶会が恒例化するのもよくわかる。

　貴之が中央にある席に向かった。

「あ、俺そろそろ絵を描き始めるので、お茶会はやめときます」

「わかった」

　蛇の一件が解決してホッとしたのだろう。

　貴之はようやくリアの絵に着手するらしい。

「リアさん、じゃあそこに座って」

　リアが指示どおり、貴之の向かいの席につく。

「まずは色んな角度からスケッチさせてもらってもいいかな？」

　貴之がクロッキー帳を開き、さっとスケッチに入った。

「俺、見ててもいい？」

「いいよー。お茶会に参加してくれても、どちらでも」

　貴之は創作中に他の人がいても気にならないらしい。集中力があるのだろう。

　さっさとデッサン用の鉛えん筆ぴつを走らせ始める。

　貴之の絵を背後から見ていた櫂は、思わず心の中で唸うなった。

　うまいな……。やっぱり他の人とは全然違う。

　一心に筆を走らせる貴之から離れ、櫂はお茶会の席に着いた。

　絵のモデルといっても二人きりでもないし、特に心配するようなこともないな。

　次からは俺がついてこなくてもいいな。

「はい、白石くん。どうぞ」

　新田が気を利きかせて、紙コップにお茶をいれてきてくれる。

「ありがとうございます」

　新田が目を細め、頼もしそうに愛まな弟で子しを見つめる。

「貴之の絵、すごいだろ？　僕が見ている子たちの中でも、絵の表現力はダントツだね」

「他にも教えているんですか？」

「うん。他の絵画教室でも講師をやってるんだ」

　確かに、週に三、四日ウチの高校で教えてるくらいだと、収入が低すぎるだろう。

「気楽なフリーランスだよ。ちょっと体調が本調子じゃなくてね。回復するまでは、こんな感じでのんびり仕事しているよ」

　櫂の無言の疑問に答えるように、新田が言う。

　確かにほっそりしていて、あまり健康そうには見えない。

「大病でもされたんですか？」

「うん。結構長い間動けなくてね。最近、ようやく普通に外出できるようになったんだ」

　いつも笑顔の新田だが、つらい闘とう病びよう生活を経へてきているのだ。そういう暗い部分を微み塵じんも感じさせないのは、すごい。

「さて、今日は誰の相談かな？」

　新田が声をかけると、女の子たちが興味津々の眼まな差ざしを返してきた。

「ねえ、先生も好きな人いるの？」

　質問を返され、新田が苦笑する。

「ああ、まあね」

「どんな人？」

「そうだねえ……」

　新田がモデルをしているリアを見た。

「彼女みたいな綺麗な金きん髪ぱつの女性だよ」

「え―――――！　外国人なんだ！」

　櫂はちらっと新田を見た。

　まさかと思うが――。

「あ、大丈夫。警けい戒かいしないで。リアさんに興味はないよ。僕は年上の人が好きでね……」

　新田が櫂に笑いかける。

「その人とどうなったんですか？」

「うん……残念ながら片思い中」

「え―――――！」

　女の子たちはどんな答えが返ってきても騒ぎ立てる。本当にかしましい。

「会いに行きたいんだけど、何せ遠くにいるからね」

　新田が苦笑する。

「あ、そっか。外国の人ですよね」

「うん、そう。今、会いに行けるようにね、努力している。こうやって働いたりね。……何年たってもね、忘れられないよ」

　新田がしんみりと言う。

　大人になっても――やはり片思いのつらさは変わらないのか。

　恋愛の切なさなんて、俺は知らないけれど。

「白石くんはー？」

「えっ」

　あの神かん崎ざき春はる奈なとかいう、気の強い赤い髪の少女が櫂に話題を振ってきた。

「やっぱりー、彼女より身内ってかんじー？」

　春奈の笑いを含んだ声に、周りがくすくす笑う。

　くっそ――――!!　やっぱりそっちに話題をもっていくか、この女……。

「それよりさ、神崎さんはどうなの？」

「えっ、私？」

　春奈がカッと赤くなる。

「べ、別にいいじゃない、そんなの！」

　そう言った春奈が、一瞬ちらっと貴之に目をやったことに櫂は気付いた。

　ああ、こいつも貴之のことが好きなのか。

　だから、リアと俺をくっつけたがっているのかもな。

　でも、貴之はリアに夢中。うまくいかないよな。
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　教室に顔を出し、文化祭の準備をチェックした後、三人は帰路についた。

「今日はさ、ちょっと俺の絵を見てほしいんだ」

　久しぶりに貴之の顔が生き生きとしている。

　どうやらスケッチが手応えあったらしい。

　そして、蛇もいなくなった――気分が晴れやかになるのもわかる。

「入選した絵が一番今の俺らしいからさ。二人には見ておいてほしくて」

「いいよ」

　貴之が向かったのは、都内にある国立美術館だった。

　そびえたつガラス張りの建物を、櫂は驚いて見上げた。美しく立りつ派ぱな建物は、見ているだけで圧倒される。

「え……ここに展示されてるの？」

「うん」

　貴之がこともなげに頷く。

　聞くところによると、新聞社などが主しゆ催さいし、文化庁やテレビ局などが後こう援えんしている有名な賞らしい。

　もちろん、美術関係に疎うとい櫂は聞いたこともなかったが、この扱いをみるとなかなかすごい賞というのがわかる。

　美術館に入ると、貴之は受付に行き、学生証を見せた。

「入れるって」

「え？　入館料は？」

「自分の作品が飾られている間はフリーパスなんだ。もちろん、連れも」

「そうなのか」

　本当にすごい奴なんだな……。

　リノリウムの床を歩きながら、櫂は改めて感じた。

「これ……」

　一抱えもある大型のキャンバスの前で、貴之は足を止めた。

　そこには、自分の尻尾しつぽをくわえ、環わになっている巨大な蛇が描かれていた。外側は赤い鱗、内側は黄色と明るい色が使われている。

　円環になった蛇。不気味だが、神々しくもあり目が離せない。

　こいつ、だてに入選しているわけじゃないな。素しろ人うと目めにも惹ひきつけられる。

　リアがじっと絵を見つめ、ぼそっと言った。

「……魂がこもってる」

「えっ？　嬉しいな。そんな風に言ってもらえるなんて」

　貴之は相そう好ごうを崩した。

　まあ、中身はアレだが美少女に誉められたら嬉しいだろう。

「これってウロボロス……だよな？」

　映画や漫画などでよく使われているので、櫂も見たことはある。

「あ、知ってるの？」

「うん。確か『再生』とか『永遠』とか、そういう象しよう徴ちようだよな？」

「そうなんだ！」

　貴之の目が輝いた。

「蛇ってその生命力から、昔から不老不死の象徴にされてるんだよね。で、その蛇が自らの尻尾を食べることで、完全性の象徴となったんだ。その話を聞いたときに、こうなんというか静かだけれど、とてもパワーがあるって感じたんだ。だから、それを描いてみたくて……」

　決して滅ほろびない、終わり無き生。

　そんなものはどこにもないからこそ、神秘的で人を惹きつけるのかもしれない。

「……でも、蛇の絵か。最近の異変と何か関係ないかな？」

「この絵を描いたのって一年以上前だしね。たぶん偶然だと思う」

「なるほど」

「今はちょっと蛇の絵は描けそうにないけどね……」

　貴之が苦笑する。大だい蛇じやに忍び寄られていたトラウマが、まだうずくようだ。

「これはヨルムンガンドじゃないんだね……」

　リアの言葉に、貴之が驚いたようにその横顔を見つめた。

「ヨルムンガンドって、確か北欧神話の蛇の怪物だよね。なんでそう思ったの？」

「ヨルムンガンドも同じ形をしているんだよね……」

　リアが絵をじっと見つめる。

「オーディンがいずれ神々の脅きよう威いとなることを予見して、ヨルムンガンドを海に捨てたの。でもヨルムンガンドは死なずにミズガルズを取り巻き、更に自分の尾をくわえるほど巨大な姿に成長した――そういう話があるの」

「へ、へえ……」

　櫂は驚いてリアを見た。さすがに詳しいな。

　かろうじてオーディンの名前は知っていたが、そんな話があったとは知らなかった。

　貴之も知らなかったらしく、しきりに感心している。

「すごいな、リアさん。北欧神話に詳しいなんて」

　そりゃ、まあ、雷神トールの名前を冠した二つ名を持っているしな。

　そうとも言えず、櫂は沈黙を守った。

「で、ヨルムンガンドはどうなるんだ？」

　リアがくすっと笑った。

「トールが倒すんだけどね」

「そうなのか！」

「だから、私は蛇に強いよ」

『雷姫レデイ・トール』と呼ばれるリアが、こそっと囁いてくる。頼もしい言葉だが、体を寄せるついでに足を踏むのはやめてもらいたい。
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「じゃあ、今日は来てくれてありがとう」

　貴之が丁寧に頭を下げる。

　扇町の駅で別れ、櫂とリアは顔を見合わせた。

「どうする？　買い物して帰る？」

「ちょっと離れているけど、スーパーで野菜の特売してるからそこに行くか」

　櫂はちょっとドキドキしている自分を感じた。

　なんだか緊きん張ちようする。まるで、知らない女の子と歩いているみたいだ。

　貴之と三人でいたのは短い間だったが、いざ二人だけになると変に意識してしまう。

　櫂はわざとリアの方を見ずに歩き出した。

　そのとき、ふわっと風になびくリアの髪が腕にあたった。

「あっ」

　さらりとした感触に、櫂は思わずびくっとしてしまった。

「どうしたの？」

「いや、なんでも」

　口ごもった櫂に、リアが首を傾げた。

「お腹すいたの？」

「おまえと一緒にするんじゃねえ!!」

「スーパーの隣に美味しいシュークリーム屋さんがあったよねえ。買って帰るのも一つの手だよね」

「何だよ、一つの手って！　絶対買う気のくせに！」

　この食欲魔人が!!

　リアを怒鳴りつけると、ふっと緊張がとけたのがわかった。

　なんでリア相手に緊張なんて。まるで中学時代の初めてのデートのときみたいに……。

　苦い思い出が蘇よみがえり、櫂は苦笑した。もう、忘れたかと思ったけどな。

「ん……？」

　シューシューと奇妙な音が背後から聞こえる。何かが噴ふん出しゆつしているような……。

　櫂は振り返る。

　誰もいない。

　でも、確かに聞こえた。

　櫂は再び歩き出した。

　シューシュー……。

　また聞こえてくる。

　背後に何か気配がする。嫌な気配が――。

　ずるり、ずるり――。

　何か重いものが這う音が近づいてくる。

　櫂がぴたりと足を止めると、音も止まった。

　ゆっくり振り返る。

　そこにはやはり何もいない。だが、何かがついてきている。

　背筋がぞくぞくする。

「リア……」

「うん……いるね、何か」

　二人は同時に振り返った。

　鎌首をもたげ、大きく口を開いた巨大な蛇がそこにいた。

　人間ほどもある頭部、残忍そうな光る目――。

「うわあああああああ!!」

　櫂とリアは駆け出した。必死で振り返らずに走る。

「なんでだ？　昨日倒したのに!!」

「わからない！　もしかして別の蛇？」

　そんなに何匹もいるのか？　なんで俺たちを狙う？

　振り返ると、蛇がすごい勢いで体をくねらせて追ってくる。

「なっ……速えええええええ！　リアっ、雷、雷!!」

「暗黒を刺し貫け!!」

　息切れしながら、リアが雷撃を打つ。

　蛇に雷の槍やりが刺さり、黒こげになって動きが止まった。

「やった……。え？」

　蛇の体からボロボロと灰が落ち、皮ひ膚ふが再生した。

　そして、蛇は再び猛然と追ってきた。

「まずい！　逃げろ！」

　二人は再び走り出した。

「どうする!?　また撃てるか？」

「む、無理だよ！」

　そう叫んだリアが、何かにつまずいたのか、ずざ――――っと派は手でに転ぶ。

「あああああああああ」

　こんなときにドジを発動するなよ！

　櫂は引きずるようにしてリアを立たせた。

　なんで俺たちが蛇に襲われるんだよ!?　貴之の代わりか？　邪魔をしたせいか？

　とにかく、他の人間を巻き込みたくない。

　二人は人気のない郊外へと駆けた。

　リアが苦しげな表情で、息も絶え絶えになっている。

「私、もう……だめ……」

「しっかりしろ！」

　リアを抱えるようにして、櫂は走った。ダメだ。このままだと追いつかれる。

　ああ、もう形代はないし！

　奥の手を使うしかないのか？　あれはやりたくないけど、このままだと――。

「あっ……！」

　木々の間を抜けると、目の前に教会が見えてきた。

「いったん、あそこに入るのはどうだ!?」

「うん、でも……」

　リアが言いい淀よどんだ理由がわかった。

　目をこらすと、その教会が透き通るような茨いばらに囲まれているのが見えた。

「……茨の結界を張ってる……」

「は？　魔術か何かか!?」

　リアが苦しそうに頷く。

　素人の俺にも見えたのは、血の盟約を結んでリアと魂が繋つながっているからか。

「あのくらいなら……何とか。結界を……壊すわ……」

　リアが苦しげに口を開き、右手を挙げた。

　最後の力を振り絞るようにして叫ぶ。

「暗黒を刺し貫け!!」

　凄すさまじい閃せん光こうが辺りに跳はねた。

　天から黄金の槍が降り、教会の入り口の茨を吹き飛ばした。

　リアがぐったり倒れ込んだ。呪文の一声で力を使い果たしたのだろう。

「くっ！」

　櫂はリアを抱え上げた。

　扉はもう目の前だ。

　櫂は体当たりをするようにして教会に転がりこんだ。

　中は思ったより広かった。

　天窓から光が差し込む。天てん井じようの高さは五メートルはありそうだ。

「どうしたの？　大丈夫？」

　櫂たちに優しい声がかけられた。

　祭さい壇だんの方に人が立っていた。
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「ひっ！」

　櫂かいは思わず足を止めた。

　祭さい壇だんの前には、見上げるような巨漢が立っていた。

　よく見ると、足下まで隠れるような黒い服に身を包んでいる。あれって神父が着る服だよな。確かスータンとかいう。

　百九十センチはあろうかという長身に、服の上からでもわかるがっちり筋肉のついた体。

　違う場所で出会っていたらプロレスラーと思っただろう。

　綺き麗れいな金色の髪かみに青い目をした、外国人の神父だ。

「あなたたち、どうしたの？」

　見た目にそぐわぬ流りゆう暢ちような日本語が、彼の口から飛び出した。

　優しげな瞳ひとみに、柔らかい言葉使い。小首を傾かしげる仕草。

　巨体に似合わぬ女性らしい態度に櫂は固まってしまった。

「あら、そっちの彼女、大丈夫？」

　神父が櫂の腕の中のリアを心配げに見つめてくる。

　やはり、言葉使いも仕草も完かん璧ぺきに女性。

　この人は……もしかして、体は男性、心は女性という……アレか。

「あの……」

　櫂が言いかけた瞬間、扉が大きく開いた。

　巨大な蛇へびが体をくねらせて入ってくる。

「キャアアアアアア!!」

　絹をさくような男の悲鳴が教会に響き渡る。

　神父が両手で口を覆おおい、真っ青になっている。その青い目は大きく見開かれ、混じりけのない恐怖が浮かんでいた。

　獲え物ものを見つけた大蛇が、ニヤリと笑った気がした。

　凄すさまじい勢いでこちらに向かって這はってくる。

「うわわわわ！」

　櫂はリアを抱きかかえながら、奥へと急いだ。

「助けてください！」

　奥へと逃げる神父に声をかける。

「わ、わかった！」

　存外素直に神父は頷うなずくと、大きな皿に手を入れた。

「えいっ！」

　可か愛わいらしい仕草で、神父が水をまいた。

　振りまかれた水が、大蛇に当たる。

「オオオオオオオオオオオオ!!」

　苦く悶もんの声を響かせ、大蛇が煙となって消えた。

「えっ……」

　あまりにも突然の出来事に、櫂は呆ぼう然ぜんとした。

「……すごい」

「よかった。聖水が効いたわ……」

　神父がホッと胸をなで下ろしたように微笑ほほえむ。

　助けてくれ、というのは『かくまってくれ』くらいの意味だったのだが、見事に蛇を退たい治じしてしまった。

　神父が不ふ思し議ぎそうに首を傾げる。

「でも、結界が張ってあるのに、どうして魔物が入ってこれたのかしら……」

「すいません。茨いばらの結界はリアが破りました。必死で逃げていたので、反射的に」

　櫂の言葉に、神父が目を見張る。澄んだ青い目が、苦しげな表情を浮かべているリアに向けられる。

「おみず……ください……」

　リアが苦しそうに言う。

　顔が赤く、額ひたいに手をやると熱っぽい。術を使うのは体に負担がかかるうえ、必死で走ったから熱が出たのだろう。

「あら、大変！　じゃあ、奥の部屋に来て」

　祭壇の脇わきにあるドアを開けると、廊ろう下かがあった。

　廊下を歩いてすぐの部屋に入ると、テーブルと椅い子すがあった。

　櫂たちは勧すすめられるままに、椅子に腰掛けた。

「はい、お水。あ、大丈夫よ。聖水じゃなくて、普通のミネラルウォーター」

「ありがとうございます」

　リアが一気に水を飲み干す。

「ぷは―――――！」

　水を飲んで、ようやくリアの目に少し輝きが戻った。

「元気になったようね。よかった。私はマイケル・フローレンス。この教会の神父よ」

「俺おれは白しら石いし櫂と言います。こっちは義妹のリア。扇おうぎヶが原はら高校の一年生です」

「あら、あの進学校の生徒さんなのね」

　マイケルがにこりと笑った。

「私の茨の結界が見えるなんて……あなたたち何者？」

「彼女は魔術師で……俺は義理の兄でアシスタントのような者です」

「あら……。どちらの魔術師？　所属はあるの？」

「自然魔術系のルクスです」

　リアがさらっと言う。同業者ということで抵抗がないのだろうか。

「ああ。ドイツが本拠地の最大手魔術師ギルドね……」

　蛇じやの道はヘビとでもいうのか、結界を張る神父はすぐに頷いた。

「あっ……大丈夫かな？　ほら、キリスト教に迫害されてたって……」

　リアにこそっと言うと、心配ないというように首を振られた。

「大丈夫。それは中世の話。今は表立っては無関係を装よそおっているけど、必要なときは協力もしているよ」

「まあ、実際に魔物と戦える魔術師は貴重だから……」

　マイケルがくすっと笑う。

　仕草や雰ふん囲い気きは完全に女性なのだが、見た目は筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男性なので違い和わ感かんがある。

「あの茨の結界は、なぜ張ってたんですか？」

「私、怖がりで……。絶対悪いものが入らないようにがっちり結界を張ってるのよ」

　マイケルが恥ずかしそうに、大きい体を縮ちぢませる。

　だが、聖水で蛇をあっさり消したことといい、ただ者ではない。

「もしかして、エクソシストの資格を持ってます？」

　リアが尋たずねると、マイケルは首を振った。

「推すい薦せんされて研修は受けたのよ……。でも、ダメ。私、怖くて怖くて……」

　マイケルがきゅっと唇くちびるを嚙かみしめる。

　ヒグマやグリズリーを素手で絞め殺せそうに見えるが、どうやら、かなり怖がりらしい。

「でも、さっきの聖水の攻撃は凄すごかったですね」

「祈りを捧ささげた聖水だからかしら。効きいてよかったわ」

　マイケルがにこりと笑った。

「あの、本当にありがとうございました」

「いいえ。またいつでも遊びに来てね」

　手を振るマイケルに頭を下げ、櫂たちは清すが々すがしい気分で教会を出た。

　そうだよ。聖職者って、人助けを快こころよく無償でしてくれるもんだよな。

　どこかのがめつい神主と違ってな。

「リア、あの蛇って昨晩と同じ奴やつだと思う？　生き返ったのかな？」

「昨日の蛇より大きかった気がするけど……。再生していたし、そうかも」

「遠とお野のの所にも行っていたら大変だ」

　櫂はすぐさま貴たか之ゆきに電話した。幸い、特に異常はないようだ。

　櫂はほっとして電話を切った。だが、まだ油断はできない。

「誰だれが黒幕かわからないが、邪じや魔まな俺たちも狙ねらってきてるってことか。早く神主のところへ行くか」

「そうね。まずは戦う準備をしないと」

　頷くリアを、櫂は冷ややかに見つめた。

「最後の一枚の形かた代しろは、おまえが破ったしな」

「櫂が引っ張るからでしょ!!」

　醜みにくい言い争いをしながら櫂たちが向かったのは、町の外れにある扇おうぎ山やま神社だ。

　蜂はち事件のときに、神主である織お田だ正まさ宗むねを紹介され、そのときにリアの呪のろいを移すことができる形代を買ったのだ。

　リアにかけられた呪いは、形代に息をふきかけてリアに見立てることで、数秒という短い時間だが、移すことができる。

　血の盟めい約やくを交わした櫂自身を形代にするという手もあるが、呪いを移された櫂が使いものにならなくなるので、できれば最終手段にしたいところだ。

　リアのシンプルな呪じゆ文もんでの雷らい撃げきや、聖水で撃退できるところをみると、多少強い蛇がでてきても倒せそうだ。

　黒幕を捜しながら、まずは襲ってくる敵を倒す。

　だが、櫂たちのもくろみはあっけなく消え去った。

「役に立たねええええええ!!」




　――所用のため、しばらく留守にします。神主　織田正宗。




　神社の社務所には、そんな張り紙がしてあった。

「くっそ……！」

　あのクソ神主め。肝かん心じんなときに限っていないんだから！

　これから、出かけるときは連絡をくれるように言っとかないとな。

「だいたい、いつ頃帰るかくらい書いとけよ！」

　二、三日？　それとも一週間？　いや、一ヶ月？　まずいぞ、これは……。

　そのとき、神社の階段を白い着物に赤い袴はかまを着た巫み女こ装しよう束ぞくの女の子が上がってくるのが見えた。

　手には箒ほうき。境けい内だいの掃そう除じに来たらしい。

「あの……」

　声をかけると、巫女の少女がはっと顔を上げた。

　長い茶色の髪を後ろに束たばねている、整った顔立ちの少女だ。

　あれ、どこかで見たことが――。

「白石くん！　どうしてここへ？」

　親しげに話しかけられ、櫂はようやく相手が誰だかわかった。

「え？　えええ？　小こ松まつ崎ざきさん？」

　いつも学校では髪をおろしているのでわからなかったが、巫女装束の少女はクラスメイトの小松崎梓あずさだった。

　梓が照れくさそうに微笑んだ。

「もう、白石くん、驚おどろきすぎだよ」

「だって……なんで小松崎さんが、ここにいるの？」

「叔お父じさんに留守中の掃除を頼まれて……」

　神主の親しん戚せきか！

　櫂は驚いた。そういや、扇町が地元だって言ってたな。

「こうやって、たまにバイトしてるの」

　梓がじっと櫂を見つめてきた。

　思わずたじろぐほどの真まっ直すぐな眼差しだ。

「意外なんでしょ、私が巫女で。よく派は手でだよねって言われるもん。でも、一応『梓』って名前も、梓弓や梓巫女からとったんだよね」

「へえ……」

　梓弓って確か神事のときに使う弓のことだっけ。

「叔父さんに何か用事？」

「出かけているみたいだけど、いつ頃帰るかわかる？」

「うーん。しばらくとしか聞いてないなあ。叔父さん、独り身だから、これまでもふらっと留る守すにすることが多くて。まあ、ウチも近いし安心してるんだろうけど」

　親戚にも知らされてないなら、しょうがない。櫂はがっくりした。

「急ぎみたいだね。何の用事なの？」

　梓が疑問に思うのも無理はない。高校生が神主に用事など、普通はないだろう。

「う、うん、ちょっとね……」

「ナデシコ関係？　……ふふ、冗じよう談だん冗談」

　梓がくすくす笑う。

「叔父さんから連絡があったら、教えるよ」

「ありがとう。助かる」

「あ、それからね」

　梓が人差し指を立て、唇に当てた。

「この巫女のバイトのこと、学校のみんなには内ない緒しよね」












「え？　なんで？」

「だって、恥ずかしいじゃん。私のキャラじゃないっていうか……」

　梓が照れくさそうに目をそらす。

「そんなことないよ。すごく似に合あってるって！」

　櫂が力づけるように言うと、梓の顔がパッと赤くなった。

「……ほんと？」

「ほんとほんと」

「あははは、嬉うれしい。そう言ってもらえると」

　いつもはどこか大人おとなびている梓が本気で照れている様子は、とても可愛くて驚いた。

　なんというか……俺は人の表面ばかり気にしすぎなのかもな。

「じゃあ、また学校で」

　そう言って、櫂たちは神社を後にした。

「あーあ、神主は留守か。参ったな」

　櫂はため息をついた。

「でも、びっくりしたよな。小松崎さんが神主の姪めい御ごさんなんて。しかも巫女の格好をしててさ。なかなか似合ってたよなあ」

　華やかに笑っているイメージが強いが、確かに巫女装束に身を包むと凜りんとした清浄さもあって似合っていた。

「お正月も巫女のバイトをしてるのかな。見に行ってみるか。な、リア」

「……」

　梓の巫女姿を反はん芻すうしていた櫂は、リアがずっと無言なことに気付いた。

「リア？」

　呼んでもこちらを見ない。

　その横顔は不ふ機き嫌げんそうだ。むうっと頰ほおを膨ふくらませている。

　なんだ？

　突然、リアがカバンをごそごそしていたかと思うと、いきなりバッと黒いマントを取り出してまとう。

　黒魔術師と戦うときにつける、魔術師のマントだ。

　だが、今敵はいない。

「何してるんだ？」

「どう？　似合う？」

　リアがバーンと腰に手を当てて、胸を張る。

　何言ってるんだ、こいつは。

「……悪目立ちするから、早く脱げよ」

　櫂の冷ややかな一言に、リアがまたむうっと頰を膨らませる。

「もういい！」

　リアが、マントを引きはがすように脱いだ。

「なによ……西洋の魔術師だっていいじゃない。神道の装束も悪くないけど……。日本人だと思い入れが違うの……？」

「何をブツブツ言ってるんだ？」

「何でもない！」

　ガン、と足を踏まれ、櫂は悲鳴を上げた。

「いってええ！　何するんだよ！」

　だが、リアは無言ですたすた歩いていってしまう。

　何怒ってるんだよ……。わけがわからん。

　櫂はとりあえず帰宅すると、ギルティ・ノートに記入した。




十月四日

●被告人

　織田正宗

●罪状

　この大変なときに不在ってなんだよ。せめて緊急連絡先を残していけよ。

●判決

　握手会のチケットを紛失してしまうがいい!!




　　　　　＊




「白石くん、うまいね」

　女子からの誉ほめ言葉に、櫂は爽さわやかに微笑んだ。

「意外とこういう細かい作業が得意みたいだな、俺」

　鼻高々にならないように細心の注意を払う。

　あれから櫂のところにも貴之のところにも蛇は現れなかった。

　引き続き調査中だが、まだ黒魔術師の正体は見えてこない。

　今日は、櫂は衣い装しよう作づくりを手伝っていた。

　美み雪ゆきたち衣装班が型紙を起こして、布地を買って来てくれた。今、美雪たち女子数人が家庭科室でミシンを使い、服を縫ぬってくれている。

　それを受け取り、櫂たちが教室で飾りをつけたりする仕上げの作業に入っていた。

「縫うの早いね。助かるなー」

　そんな言葉をかけられ、櫂の手は益々スピードアップしていく。

　元々、手先は器用だし、趣味のボトルシップ作りで細かい作業は慣れている。

　フフフフーン！

　鼻歌が出てきそうなくらい気分がいい。

「あ、櫂。私も手伝うね」

　リアがいそいそとそばに寄ってくる。

「……」

　櫂は顔が引きつるのを感じた。

　俺の運気が下がるから近づくんじゃねえ、この天然クラッシャー女がああああああ!!

　そう言ってやりたいが、皆の手前、そういうわけにもいかない。

「そうだな。前身ごろのところに、飾りの花をつけていってくれ」

　櫂は一番簡単な作業をさせることにした。たかが花飾りをつけるくらい、さすがのリアでもできるだろ。

「あっ……」

　よろけたリアが、はしっと摑つかんだのは櫂が作業中の衣装だった。

　びり―――――――――――！

　不吉な音とともに、せっかく縫ってくれた袖そでが身ごろから取れてしまった。

「……！」

　何してんじゃ、このボケが――――――――――!!

　喉のど元もとまで出かかった絶叫を、櫂は必死で飲み込んだ。

　何してくれてんだ何してくれてんだおまえは。

「大丈夫よ。吉よし岡おかさんたちに縫い直してもらえば」

　委員長の深ふか見み香きよう子こが声をかけてきた。

　優しい風を装っているが、内心嘲あざ笑わらっているのがわかる。

「……そうだね。俺が家庭科室に行って渡してくるよ」

　櫂はにこりと香子に微笑んだ。

「だから、リアを頼むな」

「えっ……」

　香子の顔が微妙に引きつる。

「そんな……教えられるほど私も上手じようずじゃないし」

「大丈夫、大丈夫。ほら、リア。委員長のそばに行って！」

「よろしく～」

　リアに隣に座られた香子が、引きつりながらも笑顔を見せる。

「そ、そうね。じゃあ、ここをまつり縫いしてもらおうかな」

「まつり縫いってなあに？」

「……」

　リアの無む邪じや気きな言葉に、香子が絶句する。

　くっくっくっ。

　厄やつ介かい者ものを押しつけられて、足取りは軽い。

「お疲れ様――――!!」

　家庭科室に入ると、美雪たち四人の女子がミシンで作業中だった。

　皆、ミシンに慣れているらしく、てきぱきと衣装を縫っていっている。

「飲み物を買ってきたから、適当に休きゆう憩けいとってね～」

　櫂がペットボトルを机の上に置くと、女子たちがわっと集まってきた。

「わー、ありがと」

「いやいや。しんどい作業をやってもらって有り難いよ～」

　まずは差し入れで機嫌を取る。

　いい雰囲気になったところで、櫂はおもむろに衣装を取り出した。

「ごめん、これ袖取れちゃって。縫い直してくれる？」

「いいよ」

　美雪が嫌な顔をせず、衣装を受け取る。

「ごめんな。仕事増やしちゃって」

「ううん、いいの」

　美雪がちらっと上うわ目め遣づかいで見てくる。

「今回の衣装って、洋風だけど、白石くん的には和風のほうが良かった？」

「え？」

「巫女装束みたいな……」

　美雪の目に異様な力がこもっていく。

　……まさか。まさか、昨日も俺たちの後をつけて……。

　櫂は背筋に冷たいものが走るのがわかった。

「いやー。こういう華やかな衣装も好きだよ。可愛いじゃん。じゃ、作業をよろしく！」

　適当なことを言い、櫂はさっと家庭科室を出た。

　廊下に出ると、思わず深いため息をつく。

「はあ―――――――――――」

　こええな。ほんと。

　しかし、なんで俺にこんなにつきまとうんだよ……。

　いや、好意はあるんだろうけど、その割に一歩を踏み出してこないし。

　……まさか、俺の告白待ち？　わけがわからん。

　女子にモテたいなーと思っていたけど、実際になってみると全然嬉しくないな……。

　もしかしたら、貴之も大変なのかもな。好きでもない女の子につきまとわれたら。

「あれ？」

　そのとき、香子が一人で廊下を歩いていることに気付いた。

「委員長、どうしたんだ？」

「梓からメールで、体育室に来てほしいって」

　小松崎梓から――。

　神社での巫女姿が浮かび、櫂はどきりとするのがわかった。

　おいおい、なんで動どう悸きが速くなるんだよ？

「うまく行ってないから、手伝ってほしいって」

　香子が少し嬉しそうに言う。

「リアの世話をお役ご免になって嬉しそうだな」

　指摘すると、香子が嫌な顔をした。

「最初はあんたが押しつけたんでしょ！」

「おまえ、委員長だろ。落ちこぼれの面めん倒どうを見るのも仕事なんじゃないのか？」

「それはまず身内の役目でしょ！」

　二人は廊下で睨にらみ合あった。険悪な空気が漂ただよう。

「あ、来てくれた。こっちこっち！」

　体育室から顔を出した梓に、二人は反射的に笑顔を浮かべた。

　やばい、やばい。ここは学校だ。気を引き締めないと！

　香子も同じことを思ったらしく、咳せき払ばらいをしている。

「あれ？　白石くんも来てくれたんだ？」

「さっき、そこで委員長と会ってさ。気になるから俺も様子を見に来たんだ」

「そっかー。ありがとう」

　梓はダンスを踊るせいか、巫女姿のときと同じように後ろで髪を束ねている。

　服装も動きやすいように、体育の授業で使う体操服と膝ひざ上うえのジャージだ。

　服装は違うが、神社での出来事を思い出し、櫂は頰が緩ゆるむのを感じた。

　いかんいかん。巫女のことは秘密だったよな。

　梓がにこっと笑うと、そっと人差し指を口に当てる。

　わかってる――その意味を込めて、櫂は小さく頷いた。

「なあに？」

　香子が二人の合図に気付いたのか、櫂と梓を交互に見てくる。

「何でもない。それより、何がうまくいってないの？」

「まあ、とにかく見てよ」

　中はエアロビのスタジオのように、鏡が前面に張ってある部屋だ。

　そこで、梓と同じ体操服姿の女の子たち三人がぐったりしている。

「みんな、もう一回やってみよう」

　梓の言葉に、三人が立ち上がる。

　音楽が始まると、梓たちが振り付けを踊り出した。

　だが――。

「……」

　素しろ人うと目めにもひどい。ダンス慣れしていないんだろうが、動きはバラバラだし、そもそも、動きをトレースできてない。

「さっきから、ＤＶＤを流してダンスを確認しつつ練習してるんだけど、どうもうまくならないんだよね」

　リーダーの梓がぐったりして言う。

「だからさ、香子にちょっと客観的なアドバイスがほしくて呼んだの」

　香子はＤＶＤを流してダンスを確認した後、梓たちを見た。

「あのさ、まずは足のステップだけとか、一つずつ動きを確認してやったほうがいいよ。何回か繰くり返かえして覚えてきたら、次は手の振り付けをつけて踊るとか……」

「そうね」

　梓ががしっと香子の手をとった。

「やっぱり、ここは専門家の出番よね。香子、コーチをよろしく！」

「えっ」

「ほら、早く見本を踊って！　あんたなら、もう振り付けを覚えたでしょ？　見本があったらやりやすいから！　ほら！」

　梓に手を引かれ、仕方なしに香子が鏡の前に立つ。

「あの、私、塾じゆく行かなきゃ……」

　それと同時に、阿あ部べ理り彩さ子こがグループから抜けた。

　理彩子はよく櫂の宿題を当てにする要よう領りようのいい、悪く言えばずるい女の子で櫂は好きではない。ギルティ・ノートに書いたこともある。

「梓に頼まれたから引き受けたけど……。やっぱりちょっとキツイの。習い事も休まなきゃいけないし。委員長が踊れるんなら、私が抜けても大丈夫だよね」

「えっ」

　理彩子の申し出に、香子が呆然とする。

「え、でも、あの」

「そうだな。委員長は経験者だし、適役だと思うよ」

「委員長、お願い！　代わって！」

　櫂の援えん護ご射しや撃げきを受けながら、理彩子が手を合わせる。

　香子がぐっと詰まる。

「……わ、わかった……」

「ありがとう！　よかった。当日の店番とかは頑がん張ばるからさ。梓もごめんね」

「こっちこそ、無理言っちゃってごめんね。香子がいるから安心して！」

　櫂は笑いを堪こらえて、香子の肩をポンと叩たたいた。

「さすが委員長！　頼りになるなあ。ライブ班は任せた！」

　香子がぐっと唇を嚙みしめ、こちらを睨んでくる。

　だが、女の子たちに歓声を上げて迎えられると、仕方なしに笑顔になった。

　これは、楽しみが増えたな。
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　週が開けた月曜日、久しぶりにリアと美術室に行くと、今日も女の子たちがたまっていた。

　講師の新あら田たがにこやかに手を挙げる。

「お、来たね！　二人にも相談したいことがあるんだ」

「何ですか？」

　櫂とリアが席に座ると、新田が紙を差し出してきた。

「美術部でも文化祭に向けて何かやろうと思ってね」

「ああ。個展みたいなものですか？」

「うん、それもあるけど、ただ絵を飾るだけじゃあまり人が来てくれないだろうし、面おも白しろみもないしね」

　紙には『縁えん結むすび校内オリエンテーリング』と書かれてあった。

「恋愛イベントをやって、とりあえず美術室に足を向けてもらおうかと皆で案を出したんだ。それで、二人にも見てほしくて」

「へえ……」

「縁結びって何ですか？」

　リアが不思議そうに聞く。

「好きな人と自分の関係を結ぶおまじないみたいなもの、かな」

「へえ！　面白い！」

　リアが珍めずらしく興味を示した。

　薄紫色の目が、キラキラと光を放つ。

「どうやって縁を結ぶんですか？」

「色々案は出てるんだけどね。たとえば、『赤い糸』。よく運命の人と結ばれているって言われてるよね」

「でも、ちょっと地味かなあって思って」

　美術部の神かん崎ざき春はる奈なが口を出す。やはり彼女がリーダー格のようだ。

「それでね、ミニチュアのしめ縄はどうかなって言ってるんだ」

「しめ縄ってあの、神社によく飾ってある……」

「そうそう。それを校内のあちこちに隠しておくんだ。参加者にはヒントの紙を渡して、探してもらうの」

「記念になるから自分で持っていてもいいし、好きな人に渡してもいいし」

「これをきっかけにカップルができたら嬉しいよね」

　女の子たちが盛り上がっている。

「ふーん……」

　女子はこういうのをやりたがるのか。

　こんなものを手に入れたくらいで、好きな人と両思いになれたら楽だよな。

　批判的に考えたのが、うっかり顔に出てしまったらしい。

　めざとく気付いた春奈が、櫂を挑ちよう戦せん的てきに見つめた。

「白石くんは興味なさそうだね～」

「えっ、あ、いや……」

　くだらなさすぎて――なんて言おうものなら、集中砲火を受け、この場にいる女子全員を敵に回しかねない。

　そもそも、リアは興味ありそうだから、女子受けはするんだろうし。

「その、なんだ。渡す相手もいないからさ」

「そうなんだ！　彼女とかいないの？」

「いないいない」

　大げさに手を振って見せる。よし、これで追及をかわせそうだ。

「えー、白石くんってモテそうだけどなあ」

「そんなことないよ～」

　照れくさそうに笑ってみせる。誉められるのは大好きだ！　そういうことはもっと言ってくれていいぞ。

「じゃあ、もしかして今まで誰とも付き合ったことってないの？」

　春奈たちが興味津々で聞いてくる。

　ゲッ。藪やぶ蛇へびだったか。

　もちろん、付き合ったことなどない。だが、モテないと思われるのはプライドが許さない。

「中学時代、ちょっとデートしたりする女の子はいたけどね。うまくいかなくて……」

「そうなんだ！　どんな子？　同級生？」

　女の子たちが身を乗り出してくる。食いつきがいいなあ。

「うん。クラスメイト。クラスで一番可愛い女の子だったよ」

　ほうっと皆が感心するのがわかる。だが、櫂は内心冷や汗ものだった。

　噓うそではない。

　デートはした。本当に、クラスで一番可愛い女の子と。

　川かわ本もと瑞みず希き――名前だって覚えている。

　黒い大きい目で俺をじっと見つめてきた。くらくらするくらい魅力的な女の子だった。

　言わなければよかった……。

　櫂は中学時代の暗い記憶が蘇よみがえってくるのを感じた。

　見み栄えなど張らなければよかった。なんで俺ってこうなんだ。

「ふーん、櫂はデートしたことがあるんだ」

　リアが突然口を開いた。櫂はあやふやに頷いた。

「まあ……」

　一応、あれはデートだった……。

　中学時代の暗黒の歴史の一ページだけれど。

「ふーん」

　このとき、ようやく櫂はリアが不機嫌なことに気付いた。

　感情がすぐ表に出るのでわかりやすい。

　むうっと口を尖とがらせている。

「わ、私だって、デートするもん！」

　リアが突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出したので、櫂は驚いた。

「おまえは何を張り合ってるんだ」

「別にっ！」

　リアがぷいっと横を向く。

　なんで拗すねてるんだ……こいつ。わけがわからん。

「じゃあさ、俺とデートする？」

　全員の視線が貴之に集まった。

　リアが珍しく、驚いたように固まっている。

「え、えーと……」

　リアがちらっと櫂の方を見るが、櫂も何も言えない。

「そうだな。吉きち祥じよう寺じに新しいパンケーキの店が出来たんだ。ハワイで人気の店なんだって。そこに行ってみない？」

「パ、パンケーキ食べたい!!」

　リアが反射的に答えると、貴之が嬉しそうにガッツポーズをとった。

「よし。じゃあ、今週の土曜日はどう？」

「え、あ、うん……」

　リアがこくりと頷く。

「やった！」

　貴之が声を弾ませる。

「いいねー。こうやって、恋愛がうまくいってくれると嬉しいな」

　新田が楽しげに言う。

　だが、櫂は気付いていた。

　今までと、この場の雰囲気が違うことに。

　さっきまではしゃいでいた少女たちが、そろって沈黙している。

　顔を見合わせる者、うつむく者。

　共通しているのは、どの子も一様に面白くなさそうだということだ。

　そう。彼女たちは貴之のことが好きなのだ。クラスメイトの沢さ渡わたり由ゆ衣い子こと同様に。

　目の前でデートを申し込まれたら、それは気分が悪いだろう。

　ギスギスした空気に櫂はうんざりした。

　なんだか、トラブルの暗雲が立ちこめてきた。

　気のせいだといいが――。

　周囲のことに気を取られていた櫂は、リアが自分の機嫌を窺うかがうようにチラチラと見てきていることに気付かなかった。
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「リアさん、ちょっといいかな」

「何なに」

　貴之に呼ばれ、リアが駆けていく。

　そして、二人で何やら話し込んでいる。

　時折、貴之のスマートフォンを覗のぞき込こみ、リアが楽しそうに話していた。

　月曜日にデートの約束をしてから、よくこんな二人を見る。デートの予習だろうか。

　あれからリアは、一人で美術室に行くようになった。

　妙に胸がざわつく。

　何でだ？　俺には関係ないし、そもそも他の人に面倒を見てもらえるから楽じゃん。

　櫂はそう、自分を納なつ得とくさせた。

「ん？」

　櫂は目をこらした。

　廊下に――リアと貴之から三メートルくらい離れたところに、一匹の蛇がいた。

「えっ!?」

　櫂の驚きの声に、リアと貴之がびっくりしたように見てきた。

「櫂、どうしたの？」

　リアが近づいてくる。

「今……蛇がいなかった？　おまえらの後ろに――」

　リアと貴之が振り向く。

　そこに立っていたのは、貴之に片思いをしているクラスメイトの沢渡由衣子だった。

　櫂たち三人の視線を浴び、硬直したように動かない。

「なあ、沢渡さん、今、そこに蛇がいなかった？」

「……見てない」

　由衣子が首を振る。

「ちょ、ちょっと驚かすなよ、白石！」

　顔を引きつらせた貴之が抗こう議ぎしてくる。

「あ、悪い……」

　ずいぶんトラウマになっているのだろう。貴之は本気で怯おびえていた。

「私じゃない」

　ぽつりと由衣子が呟つぶやいた。

「え？」

　由衣子がゆっくり櫂を見み据すえた。

「私……蛇じゃないもの」

「え？　別に沢渡さんが蛇なんて言ってな――」

　櫂の言葉が終わるのを待たずに、由衣子が走り去っていく。

「え？　え？　なんで？」

　そのとき、櫂は傍かたわらの貴之が顔をしかめていることに気付いた。

「どうしたんだ？　沢渡さんと何かあったのか？」

「いや……」

　貴之が気まずそうに、ごほんと咳払いした。

「なんかさ、いつも無表情にこっち見ててさ。じっとりしてるんだよね、視線が。で、ほら、最近色々あってピリピリしてたからさ、つい言っちゃったんだよね」

「何て？」

「おまえ、蛇みたいだなって……」

「……ちょっとそれはさすがに言い過ぎじゃ……」

　付きまとわれて気持ち悪いのはわかるけど、その言いぐさはない。

「そうだよなー。ひどいこと言った」

　貴之が反省したように、しょんぼりとうなだれる。

「八つ当たりだよな。完全に」

　貴之がため息をつき、歩き出した。

「ちょっと頭冷やしてくるわ」

　いつもにこにこしていて落ち着いた雰囲気の貴之だが、やはり年相応に未熟なところもあるのだと知って、櫂はホッとするとともに、自分の勝手な思い込みにうんざりした。

　ソツのないイケメンなんて勝手にカテゴライズしてさ。

　あいつだってしんどい思いをしてるし、ああやって苛いら立だつときだってあるのにな。

「櫂……」

　リアが厳しい顔になっている。

「どうした？」

「……蛇の気配、私も感じたよ。まずいかも。まさかとは思うけど、校内にこの前みたいな巨大な蛇が現れたら……」

「大パニックだな」

「まだ誰が黒幕かわからないし、本当に事件が起こるかもしれない……」

　リアが表情を曇くもらせた。

「もしかしたら、ハンドレッド・フェイスが裏で糸を引いているんじゃ……」

　前回の蜂事件で香子をネット上で魔術師に導みちびいたのも、ハンドレッド・フェイスかもしれないとリアは疑っていた。だが、どれも推測にすぎない。

「まあ、確かに事件が頻ひん発ぱつしてるけどさ、ハンドレッド・フェイスが絡んでいる確証はないよな。今は考えても仕方ないよ。それより、何か手を打たないと」

「そうね……」

　神主不在の今、櫂たちが頼る当ては一つしかなかった。
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「こんにちは……」

　櫂は教会のドアをノックして、そっと開けた。

　また、あの風変わりな神父に助けを求めるつもりだった。

　念のため、先に神社にも寄ったが、まだ神主は留守のようで、張り紙だけがひらめいていた。今日は梓もいなかった。

「……小松崎さんがいなくてがっかりしてるんでしょ」

　心を見み透すかすようにリアに言われ、櫂は内心ぎくっとした。

　自然と、巫女姿を求めて境内を見回していたらしい。

　不機嫌そうにスタスタ足早に神社を出るリアの後を、櫂は慌あわててついていった。

　まあ、その後すぐに派手に石畳でつまずいたリアを助ける羽は目めになったが……。

「あら、いらっしゃい」

　教会に入ると、奥からにこやかにマイケルが現れた。

　何度見ても慣れない。筋骨隆々の体を黒い神父服に包んだ、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの心は女性な神父。

「ちょうどお茶にしようとしてたの。スコーンがあるわよ。奥の部屋へどうぞ」

「わあい!!」

　リアが嬉しそうに飛とび跳はねる。

　こいつ、能天気な……俺たちが何しに来たのか覚えてるんだろうな!?

　奥の部屋に入ると、マイケルがティーポットを持ってきた。

「お……ウエッジウッドですね。俺もこのシリーズ好きです。ワイルドストロベリー」

　櫂は食器が好きで、家の食器も自分の好きなブランドで揃そろえている。

　野いちごをデザインしたこの定番シリーズも好みで、ティーセットを持っている。

　……まあ、リアに半分くらい割られたが。

「素敵な茶器だと、お茶が更に美お味いしくなるわよね」

　マイケルが嬉しそうに、おそろいのカップに紅茶を注ついでくれる。

「タルザム農園のセカンドフラッシュが手に入ったの。くせがないから、きっとスコーンに合うと思うわ」

　そっとお皿にスコーンが載のせられる。

「クロテッド・クリームと木イチゴのジャムで召し上がれ」

　優しい口調、丁てい寧ねいなサービング。

　これ、女性だったらモテただろうな……。

　櫂はまじまじと身長約百九十センチの巨漢を見上げた。

「なあに？」

「いや、素敵なおもてなしだと思って」

「ありがとう。私には一回り以上年の離れた姉がいて、彼女が母親代わりだったの。優しい人で、色々教わったわ。感謝してる」

　嬉しそうにマイケルが微笑んだ。

「お姉さんも日本に？」

「今は結婚してロスに住んでいるけど、二十年ほど前に来日したときは一緒だったわ。私の保護者代わりだったから」

　マイケルが大事そうに写真立てを持ってきた。

「三年くらい前に会ったときの写真よ」

　仲良く寄より添そうマイケルと四十歳くらいの金髪の女性が写っていた。青い目がマイケルとよく似ている。

　女性はふっくらしていて、とても優しそうだった。

「今は太っちゃったけど、昔は高校のミスコンで優勝するような美人だったのよ」

　自じ慢まんの姉らしく、マイケルが鼻息荒く言う。

「きょうだいっていいですよね……」

　リアがスコーンを頰張りながら、うっとりと言う。

　そう、こいつはなんだかきょうだいに異様な憧あこがれがあるらしい。一人っ子で兄がほしかったと、親同士の再婚を賛成したのだから。

「リアちゃんもいいじゃない。素敵なお兄さんがいて」

　リアがこくこくと頷く。

「一緒に学校に行って、一緒に帰るっていいですよねえ……」

「……」

　櫂は呑のん気きに呟くリアをじろっと見つめた。

　面倒を見てる俺は大変だけどな！

「ところで今日はどうしたの？」

　それを聞いて、櫂はハッとした。

　いかんいかん、ついまったり話し込んでしまった。

　マイケルの人柄か、ついくつろいでしまう。

「実は、また蛇が周りに現れたんです」

「キャッ！　イヤッ！」

　可愛らしい悲鳴を上げ、マイケルが両手で口を覆う。

　……とても女性らしい仕種だ。

「それで、どうしたものかと。蛇がなぜ倒してもまた出てくるのか、誰かが呼び出しているのか、それもわからないし、何かアドバイスがもらえないかと思って」

「うーん、蛇かあ」

　マイケルが首をひねる。

「蛇って聖なるもの、邪悪なもの、二つの側面を持つ生き物よね。イブを楽園から追い出した裏うら切ぎり者もの、西洋では悪魔の化け身しんとされたり、永遠と再生の象しよう徴ちようだったり……。日本だと神様の使いとされている場合もあるし、水神とも縁が深いけれど、邪悪なものとして昔話に登場したり。日本人が呼び出したとすれば、何の力を求めたのかしら」

「ほんと日本に詳しいですねえ。だから、わざわざ日本に来たんですか？」

　マイケルの顔がカッと赤らむ。

　なんだ？

「恥ずかしい……」

　マイケルがもじもじと手を合わせた。

「え？　何で？　どうしたんですか？」

　その巨体で恥じらってないで、さっさと言え！

「……す、好きな人がいて……」

「は？」

　思いがけない言葉に櫂は驚いた。

「最初から、一ひと目め惚ぼれで……。昔、父の仕事で日本に来たとき出会ったの。それからずっと忘れられなくて……。聖職についたけど、思い切って日本に来たの」

「へ、へえ――――――」

　マイケルは耳まで赤くなっている。

　好きな人って。心は女性の神父の好きな人って。それってやっぱり相手は――。

「私、姉が大好きだったせいか、年上の人に興味があって。その人も、十歳以上離れてるの……」

　みんな、そんなに恋愛してるんだな。

　とりあえず、神父のコイバナについては詳しく聞きたくない。

「素敵な人なんでしょうね～」

　と、適当に相づちを打つ。

「……そうなの！　すっごく素敵な人なの。強くて頼りになって……素そっ気けないんだけど、でもそこがまたいいの！」

　マイケルが目をキラキラさせている。

　恋する乙女おとめそのものだ。

　どこの誰かは知らんが、百九十センチの巨漢に片思いされて大変だな……。

「そうそう、蛇が出て困ってるのよね！　心当たりはないけど、これを持っていって」

　照れくさいのか、耳まで真まっ赤かになったマイケルが、バタバタと瓶びんを手にする。

「聖水は大抵の魔物に効くから」

　マイケルが聖水の入った瓶を手渡してくる。

「助かります。ありがとうございます！」

　形代がない今、自分たちを消しよう耗もうさせずに戦えるのはとても助かる。

「蛇か……」

　マイケルが顔をしかめる。

「どうしたんですか？」

「ううん、ちょっとトラウマが……私の方でも調べてみるわ」




[image: ]









　土曜日の朝は憎たらしいほどの晴天だった。

　そわそわとリビングで新聞を読んでいた櫂かいの前にリアが現れた。

「櫂、私そろそろ行ってくるね」

「おまえ、何だその格好は！」

　せっかくの綺き麗れいな金きん髪ぱつはあちこちはねて、メデューサの髪かみみたいになっている。着ている服はしわだらけ。

　こいつ……今日が何の日かわかってるのか!?

「まず、ちゃんとした服に着替えろ！」

　櫂はリアのクローゼットを開けると、小花模様のブラウスとレースのフレアスカートを取り出した。

　着替えさせると、髪のブローにとりかかる。

　柔らかい金髪は触さわり心地ごこちがいい。すっかりリアの髪のブローも慣れた。

　リアが鏡越しに櫂を見つめてくる。

「……櫂は私がデートに行くのって嬉うれしい？」

「心配だよ！　遠とお野のに迷惑かけないようにな！」

　ったく。協力なんかしたくないけど、リアの身み支じ度たくはあまりにひどい。

　そう、今日はリアと貴たか之ゆきのデートの日なのだ。

「ほら、行ってこい。車に気をつけろよ。走るなよ」

「うん」

　リアが玄げん関かんで、笑顔で手を振る。

　見送った櫂だが、やはり気が気でない。

　デートねえ……。大丈夫なのか。リアを一人で連れ歩いて。

　それに、もし蛇へびが出たら？

　あいつは『雷姫レデイ・トール』だけど、呪のろいつき。

　やばいよな。そう、まずいって。ほら、一応俺おれがそばにいないと。いつでも駆けつけられる距きよ離りで。

　もちろん、二人の邪じや魔まはしない。

　ちょっと離れたところにいるくらいで。そもそも、気付かれなければ何も問題はない。

　よし、今なら走れば電車に間に合う。

　櫂は玄関脇わきに用意しておいたバッグと帽ぼう子しをつかみ、家を飛び出した。
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　結論から言うと、急ぐ必要はなかった。

　どうやら駅に行く途中でリアが転んだらしく、予定していた電車を乗り過ごしていた。

　リアがぼうっとホームに立っている。

　櫂は帽子を深く被かぶった。

　変へん装そうといえるような代しろ物ものではないが、リアは周囲をろくに見ていないので、接近して声をかけなければ気付かないだろう。

　駅のホームで一人佇たたずむリアを、櫂は柱の陰から見守った。

　小花模様のブラウスとレースのスカートは、リアにとてもよく似に合あっていた。

　うん、さすが俺のチョイス。

　ブローしたての風になびく金色の髪がとても美しい。












　ホームに立っている人たちが、さりげなくリアに視線を送る。

　ただ、痛々しいのはすりむいて血が滲にじんでいる膝ひざだ。思い切り転んだようだ。

　くっ……。

　櫂はバッグの中の消毒薬と絆ばん創そう膏こうに思いを馳はせた。

　普段なら、すぐ手当をしてやるのに。

　じりじりしながら、櫂はリアを見守った。

　同じ電車の隣の車両に乗り込む。

　初めての尾び行こうは順調だった。
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「あ、リアさん！」

　待ち合わせの場所に、貴之は先についていた。

「あっ、遅くなってごめ……」

　いきなり駆け出したリアの前で、走ってきていた車が急ブレーキをかける。

　クラクションを鳴らされ、リアが慌あわてて頭を下げている。

　櫂はハラハラとリアの様子を見守った。

　あああああ走るときは左右をよく見ろっていつも言ってるのに……！

　貴之がすぐさまリアのそばに行き、かばうように車道の側でガードする。

「大丈夫？」

　そのとき、貴之がリアの怪け我がに気付いた。

「あれ？　膝から血が出てるよ」

「ちょっと転んじゃって」

「待ってて。すぐ戻るから」

　貴之が近くのドラッグストアに走っていったかと思うと、ビニール袋を手に出てくる。

「はい、消毒薬と絆創膏。これで手当して」

「ありがとう」

　リアが嬉しそうに微笑ほほえむ。そしてベンチに座ると、傷の手当をした。

　二人が歩き出したので、櫂は慌てて数メートルの距離を取りつつ歩き出した。

　土曜日の吉きち祥じよう寺じは人でいっぱいだった。特に二十歳前後の若者が多い。

　櫂は二人を見失うことのないように、必死で後を追った。

　メインストリートのアーケードを抜けたところのビルに彼らが入っていく。

　看かん板ばんをさっと見ると、例のパンケーキ店らしい。

　リアたちは二階に上がっていく。

　外にいては何も見えない。

　櫂は思い切って、他の客の後について入っていった。

「いらっしゃいませ～」

　明るい声で、ウエイトレスが迎えてくる。

　前の客たちが案内されている間、櫂は店内を素早く見回した。

　――いた！

　店内はほぼ満席だったが、さすがにリアの金髪は目立つ。

　二人は右サイドの奥のテーブルに座ってメニューを見ている。

「お待たせ致しました。お一人様ですか？」

　にこやかにウエイトレスに尋たずねられ、櫂は慌てて頷うなずいた。

「は、はい」

　そう言ってから、男一人でパンケーキ店に入ろうとしている自分に気付いた。

　もちろん店内のほとんどは女性客。わずかにいる男性客も全員女連れだ。

　ああああああサングラスも持ってくればよかった……。

「あちらのお席はいかがでしょう？」

　ウエイトレスが示したのは、リアたちがいる右サイドの席だった。

　さすがにそれは近すぎる。

「すいません、あっちの窓側でもいいですか？」

　櫂は逆サイドの通りに面した席を差した。

「はい、こちらへどうぞ～」

　いたたまれない気分で、櫂は席についた。

　窓側を背にすると、ちょうど店内が見渡せる。もちろん、ちょっと遠いがリアたちも見える。

　監視にはもってこいの場所だ。

「こちら、ランチメニューになります」

　可か愛わいらしい手書きのメニューを差し出される。

　お……こういうの、いいな。

　手書きのパンケーキのイラストと説明がついていて、メニューがわかりやすい。

　こういうのって、アイドルカフェっぽくないか？　週明けに女子に手分けしてメニューを書いてもらおう。席数分だから、そんなに負担にならないだろう。

　櫂は見本にするために、携けい帯たいでメニューを写真に撮とった。

「よし！」

　ついつい、文化祭実行委員の血が騒ぐ。

　そうだな。紙コップと紙皿に、油性ペンやサインペンで模様を描くとかもいいな。

　きっと可愛くて、アイドルカフェっぽくなる。

　食器好きとして、紙コップとか味気ないと思っていたんだよな～。うん、どんどんアイディアが出るな。

　尾行しなければ、きっとこんなパンケーキ店に入ることはなかった。

　経験したから、こうやって生かせる。やっぱり来てよかった。

　櫂はそう自分に言い聞かせた。やはり尾行するというのは、どうも罪ざい悪あく感かんがある。

「ご注文はお決まりですか？」

　ウエイトレスに尋ねられ、櫂は焦あせった。

「は、はい。えーとこのチェダーチーズのパンケーキランチで」

　メニューがお洒落しやれすぎて、内容がよくわからない。なので、一番上のメニューにしてみた。チーズがかかっていることくらいはわかる。

「セットのお飲み物は何になさいますか？」

「あっ、えっとホットの紅茶で」

　どうせ、こんなパンケーキ店の紅茶などティーバッグだろうが、仕方ない。

　お茶を楽しみに来たのではないからな。

「少々お待ちくださいませ」

　ウエイトレスが立ち去ると、櫂はようやくホッとした。

「ふう……」

　注文を無事に終えた櫂は、リアたちを見た。

　楽しそうに何やら話している二人に、注文したランチのパンケーキが来る。

　リアが嬉しそうにナイフとフォークを手にする。

　だ、大丈夫か？

　櫂はハラハラと見守った。

　カシャン！

　リアが見事にフォークを落とす。

　やっぱり……。

「ご、ごめんなさい！」

　慌てて拾おうとするリアを優しく制し、貴之がウエイトレスを呼ぶ。

「落としてしまったので、新しいフォークをください」

　櫂は貴之の落ち着いた対応に思わず唸うなった。

　スマートで、相手に恥をかかせることのない対応だ。

　なんというか、本当に女性慣れ、デート慣れしているんだなあ。

　リアがすまなそうに謝るのを、貴之がにこやかに宥なだめる。

　リアがリラックスしていくのが、遠目にもわかった。

　なかなか、トラブルに優しく的確に対処してくれるような男っていないんだよな。

　まあ、俺ならできるけどな！

「お待たせしました」

「あっ、はい」

　櫂の前に丸い白い皿が置かれる。

　その上に、二枚重ねになったパンケーキとサラダ、焼きソーセージが二本並んでいる。

　パンケーキには黄色いチーズがクリームのようにたっぷり掛かっており、赤、黄、緑の三色が揃そろった彩いろどり豊かな皿になっていた。

　思ったより美お味いしそうだな。

　櫂はさっそくパンケーキを切って、口に運んだ。

「……!!」

　うまい！　香り豊かなチーズと、仄ほのかに甘みがあるパンケーキが合わさって食欲をそそる。

　櫂はしばらく無言で、食事に集中した。

　ハーブを練ねり込こんだ香ばしいソーセージも、新鮮な野菜にバルサミコ酢をベースにしたドレッシングがかかったサラダも、ちゃんと美味しかった。

　レ、レベルが高い！　パンケーキのランチなんて見た目重視で美味しくないんだろうな、などと思っていたが、さすが人気店だけある。

　半分ほど食べたところで、櫂はリアたちを見た。

　何やらメニューを頼んでいる。

　ん？　まさか……。

　その、まさかだった。しばらくして、リアのところへホイップが山のようにかかったパンケーキの皿が運ばれていく。

　あ、あいつ、デートなのに全力で食べてやがる!!

　櫂は呆ぼう然ぜんとした。

　さすが、リア。男の俺でも満足感のあるランチでは飽きたらず、デザートパンケーキも所望するとは。

　櫂はハラハラとリアを見守った。

　あいつ、馬鹿だな。きっと貴之は張り切って奢おごろうとするだろう。なのに、財さい布ふの中身が心配になるほど食べるつもりか。

　だが、貴之は楽しそうにパンケーキを頰ほお張ばるリアを見つめている。

　その姿からは余裕すら感じられる。

　なんだ？　モテる男にとったら、意外と大食いでしたくらいじゃ、動じないのか？

　そして櫂は、もう一つの懸け念ねんがあることに気付いた。

　あいつ、腹の具ぐ合あいは大丈夫なのか？　いつも調子に乗って食べ過ぎては、腹痛を起こしたり、倒れたりしてるっつーのに。

「セットの紅茶です」

　食後の飲み物が運ばれてきたので、櫂は口をつけた。

「……っ！」

　これは、ちゃんと茶葉でいれた深みのある味だ。

　ほんと、侮あなどれねえ。つーか、この店はまた来たい……。今度はちゃんとメニューもじっくり見よう。

　しばらくしてリアが食べ終わり、二人がレジに向かう。

　予想通り、貴之が財布を出し、リアに手を振る。

　だが、リアが頑かたくなにお金を渡そうとし、ちょっと揉もめている。

　こら、リア！　いいから、ここは奢ってもらっておけよ。男の見み栄えってもんがあるんだから。次に入った店で払うとか、そういうスマートな感じで……。

　櫂はハラハラと見守った。

　貴之が何事かリアに言うと、リアが諦あきらめたように財布をしまう。

　会計を済ませた二人が店を出ると同時に櫂は立ち上がった。
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　二人はその後、駅に戻っていった。

　もう帰るのか？　まさかな。

　雑ざつ踏とうをかきわけながら、櫂は二人を必死で追った。

　ほんと、駅周りは人が多すぎる！

　リアと貴之は楽しそうに話しながら、駅を通り抜け、反対側に出た。そのままずっと歩いていく。

　この時点で、櫂は次の目的地がようやくわかった。

　おそらく、吉祥寺デートの定番スポット、井いの頭かしら公園に行くのだろう。

　駅から近いわりにやたら広いこの公園は有名な花見スポットで、大きい池にはカップル御ご用よう達たしのスワンボートがあるし、他にもちょっとした動物園や植物園などがあって楽しめる。

　櫂の予想どおり、二人はデパートなどを素通りし、公園に入っていった。

　ここまで来ると、人がだいぶ少なくなってくるので、尾行も楽だ。

　今日は天気がいいので、公園を散策するには最適だ。

　秋の風が心地いい。櫂も尾行しつつ、久しぶりの井の頭公園散歩を楽しんだ。

　あー、こういうのんびりした休日は久しぶり……。

　そう思った瞬間、リアがバタッと倒れるのが見えた。

「……っ」

　思わず駆け出しそうになり、櫂はぐっと堪こらえた。

　大丈夫。たぶん、いつもの貧血だ。

　ぐったりしたリアを、貴之が近くのベンチに運ぶ。

　近くの手洗いで濡ぬらしたハンカチをリアの額ひたいに置いたり、甲か斐い甲が斐いしい。

　そして、俺みたいにいちいち怒ど鳴なったりしない。

　だって、そりゃ好きな女だもんな。

　貴之は想像以上にちゃんとリアの面めん倒どうを見ている。

　櫂はなんだか寂さびしい気分になった。子どもが巣立つときってこんな感じなのだろうか。

　しばらくして、リアが起き上がった。たぶんもう大丈夫だろう。

　櫂はなんだか虚むなしくなった。

　俺、何やってんだ。蛇が現れる気配もないし、俺がいなくても大丈夫だ。

　帰ろう――。

　そのとき、貴之の背後に何か動くものが見えた。

　あれは――。

　少し離れた所から見守っていた櫂には、貴之の背後に忍び寄る蛇の姿がよく見えた。

「危ない!!」

　櫂が思わず叫ぶと、貴之が驚おどろいて振り返った。

　蛇が貴之に飛びかかっていく。

　その瞬間、リアの雷の力を込めた形かた代しろが発動し、蛇が光に包まれる。だが、蛇は一瞬怯ひるんだものの、倒れなかった。

　反射的に顔面をかばった貴之の手に、蛇が嚙かみついた――ように見えた。

　だが、実際は蛇は貴之の皮ひ膚ふの中に頭を突っ込んでいた。

「うああああっ!!」

　蛇が体をくねらせ、貴之の皮膚の中に潜もぐり込こんでいく。

「う……わっ」

　おぞましい動きに、櫂は体を硬直させた。

　蛇はあっという間に貴之の体に潜り込み、皮膚の中を移動していく。

　手首から肘ひじのほうへ、上へ上へと移動していく。

　そのとき、リアがさっと貴之の上腕部を摑つかんだ。

「暗黒を刺し貫け!!」

　ビリッと金色の電気が貴之の腕の上を走った。

　さすがに本家の力。皮膚の中で、ぴたりと蛇の動きが止まった。

「い、今の何……」

　貴之が苦痛に顔を歪ゆがめながら、呆然とリアを見る。

「腕、大丈夫か!?」

「蛇は死んだけど……」

　リアがじっと貴之の腕を見つめる。

　貴之の上腕で、蛇が黒い染みのようになってしまっている。まるで蛇の形の入いれ墨ずみのようだ。

「これ、どうしたらいいんだろう……」

　リアが困こん惑わくしたように貴之の腕を見つめる。もちろん、櫂にはどうしようもない。

「つっ……」

　貴之が腕を押さえて苦しみだした。

「どうした!?」

「腕が……いたい……」

　貴之の苦く悶もんの表情に、櫂はおろおろした。

「きゅ、救急車!?　でも、こんなの普通の医者じゃ……」

　そのとき、櫂はハッとした。

　こんな魔術系の症状を見ても平気で対処しそうな医者がいる――!!

「行くぞ、花はな園ぞの病院へ！」

　櫂は貴之を抱えるようにして、リアに声をかけた。
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「やー、久しぶりだね」

　タクシーで乗り付けた花園病院には、幸い目当ての医師、花園幹みき也やがいた。

　病院長の息子むすこで、院内では変わり者で通っており、病院の奥深い隔かく絶ぜつされた病室で内科を担当している。

　前回、焼肉の食べ過ぎで倒れたリアを運び込んだところ、リアの呪いに気付き、神主を紹介してくれた。

「今日はどうしたの？」

　シルバーの指輪をずらっとつけた手で茶色に染めた髪をかきあげる。

「……」

　相変わらず、診察中の医師とは思えないほどちゃらちゃらした格好だ。

　白衣の下にはブランドものらしき黒いシャツ。胸元には大ぶりのシルバーアクセサリー。

　ホストが医師の真ま似ね事ごとをしているようにしか見えない。

「今日は彼を診みてください！　変な蛇が腕に入って……こんな染みになっちゃって」

「ああ、うんうん。蛇ね」

　幹也は動じる様子もなく、カルテにサラサラとドイツ語らしきものを書いていく。この辺は普通の医者っぽいんだけどな。

「腕を見せて」

　貴之が苦しげに腕を出す。

　すごい汗だ。今にも倒れそうで、櫂は背後から貴之の体を支えた。

　幹也は腕を観察し、そして蛇の黒い染みを珍めずらしそうに撫なでた。

「すごく痛そうで……どうにかできますか？」

「うん、たぶん」

　そう言うと、幹也は机の引き出しを開けた。

　何を取り出すかと思えば、タバコの箱だ。

「……？」

　櫂が呆然と見守る中、幹也がタバコをくわえ、迷うことなく火をつけた。

　一応、診察室で患かん者じやがいるのだが……。相変わらず、突とつ拍ぴよう子しもない医者だ。

　紫煙をくゆらせた幹也がにいっと笑う。

「蛇っていうのは、昔からヤニに弱いって言われててね……」

　幹也がぐいっと貴之の顔を引き寄せる。

「口開けて」

　そう言うと、開いた貴之の口にタバコの煙を流し込む。

「う……ぐふっ、ごほっ!!」

　貴之が激しく咳せき込こむ。

「……見て！」

　リアの声に、櫂は貴之の腕の蛇の跡が薄くなっていることに気付いた。

　しばらくすると、蛇の跡は綺麗に消えていた。

「す、すごいですね！」

　感かん嘆たんする櫂に、幹也が苦笑する。

「キミ、初めて僕をまともに誉ほめたね。いつも胡う散さん臭くさそうに見てたけど」

「……」

　事実、胡散臭いし。

　櫂はへらっと笑っておいた。適当な作り笑いでいいや、くらいに思える人は珍しい。どうせ、本心は見み透すかされているのだろうから。

「ありがとうございます！」

　そのとき櫂は、神主を紹介してくれたのが幹也ということを思い出した。

「あ、そう言えば神主さんっていつ帰ってくるんですか？」

「さあね。しばらく留る守すにするとしか聞いてないな」

「そうですか……」

　やっぱり、いつ帰ってくるのか誰だれも知らないらしい。

　タバコをくわえながら、幹也が面おも白しろそうに尋ねてきた。

「こういうの、はやってるの？」

「は？」

「いや、先週似たような症状の子が運ばれてきたからさ」

「えっ!!　蛇が体内に入ったってことですか？」

「うん、そう。なんか、そういうのって全部僕のところに来るんだよね～。まあ、普通の医者じゃ対処のしようがないだろうけど」

　幹也があっさり、自分が普通ではないと認めた。

「面白いことに、みんな若い男の子だね。しかも、扇おうぎヶ原はら高校の生徒はもう三人目だよ」

「えっ！　ウチの高校の生徒が他にも!?」

　櫂は驚いた。

　貴之だけじゃないのか！　ウチの高校で何が起こっているんだ？

「あの、その生徒さんの名前は……」

「もちろん、医師には守秘義務があるから教えられないよ」

　幹也がきっぱり言う。

　そりゃそうだ。だが、貴之の他にも被害者がいるというのは大きい情報だ。

「何か……知っていますか？」

「そうだね。蛇は怖いよ。執しゆう念ねん深ぶかいし、死んでもまた再生する……」

　幹也はにやりと笑う。

　思わせぶりな言葉に櫂はイラッとした。

「何か知ってるんなら、教えてくださいよ！」

「いや、別に～。何も知らないよ？」

　幹也がさらっとかわす。見ているだけでイライラするような笑みを浮かべて。

　本当に何も知らないのか、教えてくれないだけなのか。

　どちらかはわからないが、とにかく詰きつ問もんしても教えてくれないだろう。

「……遠野のこと、ありがとうございました」

「はいはい。お大事に」

　心にもやっとしたものを残しながら、櫂たちは病院を出た。

　貴之が苦しそうに顔を歪める。蛇の跡は消えているが、だいぶ消しよう耗もうしたらしい。

「大丈夫か？　すぐに家まで送るから」

　櫂は貴之をタクシーに乗せると、家まで送り届けた。

　リアに貴之の家に結界を張らせる。これで中に入ってこれないはずだ。

「これで大丈夫か？」

「たぶん。強力な魔物が来ても、時じ間かん稼かせぎにはなるはず」

　櫂は貴之に聖水の入った瓶びんを渡した。形代は効かなかったし、もう一枚もない。

「これで蛇を撃げき退たいできるはずだ」

「ありがとう……」

　貴之はげっそりしている。

「家の中は安全だから、外出はしないようにな。また週明けに迎えにくるから、それまで頑がん張ばれ。何かあったらすぐに連絡してくれ」

「わかった」

　貴之がぐったりしながら礼を言う。

　リアと櫂は貴之の家を出た。

　それにしても、残念なデートの幕切れだな。

　まるで、誰かが邪魔しているような――。

　そう思った瞬間、櫂はぞっとした。

　自分以外にも、デートのことを知った誰かがつけていたのか？　そして、蛇を――。

　リアも言っていた。黒魔術を使う動機は私し怨えんが多いと。むかつくから、邪魔だから、排除しようと攻撃する。

　でも、なぜ貴之を？　貴之が邪魔ということは、リアを好きな奴やつ？

　それとも貴之が好きなあまり、他の女とデートしたことで嫉しつ妬とに狂った女？

　櫂の脳のう裏りにクラスメイトの沢さ渡わたり由ゆ衣い子こや美術部の神かん崎ざき春はる奈なが浮かんだ。リアに詰め寄った三人組もいたな。

　今度会ったとき、探りを入れる必要があるかもしれない。

「俺たちも家に帰るか」

　そう言うと、リアが不ふ思し議ぎそうに尋ねてきた。

「そういえば、櫂は何であそこにいたの？」

「は？　あ、ああ……」

　そうだ。こっそり尾行している最中だった。すっかり忘れていた。

「……偶然だよ、偶然」

「ふーん、そうなんだ」

　リアがあっさり納なつ得とくする。

　バカでよかった……。
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　三連休明けの火曜日に、櫂たちは貴之を迎えに行った。

「おはよう。具合どう？」

　家から出てきた貴之は顔色が悪く、頰がげっそりしている。

「おはよう。土曜日はまた助けてもらったな。ありがとう」

「いや……」

　貴之は再びの蛇の襲しゆう来らいにショックを受けたようだ。なぜデート中に櫂がすぐに駆けつけたのかは気にしていないらしい。

「家に蛇は入ってこなかったけど、不ぶ気き味みな気配はずっと感じてたよ。見張られているようだ」

「体調悪いなら、休むのもありだぞ」

　あからさまにしんどそうな貴之に、櫂はさすがに心配になった。

「いや、大丈夫。絵も描きたいし、文化祭の準備もあるし」

「蛇がまた出るなんてな……」

　しかも体内に侵入するなんて。

「何度も復活するのかな……。とりあえず、聖水をお守り代わりにずっと持ってるよ」

「俺もなるべくおまえのそばにいるようにするからさ」

「ありがとう」

　櫂は歯がゆい気持ちで憔しよう悴すいした貴之を見つめた。

　いったい、蛇を操あやつっているのは誰だ？

　やはり、片思いをしている女の子たちの誰かか？

　だが、そんなに都つ合ごう良よく黒魔術を使える資質を持っているのだろうか。
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　貴之が心配で、櫂は久しぶりに一緒に美術室に行った。

「あ、久しぶりだね！　いらっしゃい！」

　講師の新あら田たが笑顔で迎えてくれる。

　よく見ると、今日はお茶会というより、集まって皆で作業をしている。

「何やってるんですか？」

「文化祭の出し物の詳細が決まってね。準備に入ったんだよ」

「へえ……」

　女の子たちはせっせと細い縄なわのようなものを編んでいる。

　神崎春奈が顔を上げた。

「ねえ、チラシも作ったから、クラスで配ってよ」

　渡されたチラシを見ると、『縁えん結むすび校内オリエンテーリング：参加料百円』とあった。

「どれどれ……」

　櫂はチラシを見た。




　好きな人と絆きずなを深めたり、思いを成じよう就じゆしたりしませんか？

　美術部はあなたの恋愛を応おう援えんします！

　文化祭当日に美術室でエントリーするだけ。

　ヒントの書かれた紙をお渡しするので、校内を探索して縁を結ぶアイテムを探してもらいます。

　アイテムは縁結びのしめ縄です。

　見つけたら、大事に飾るもよし、校内にある縁結びの木（幹が二ふた股またになった中庭にある木です）に好きな人と結んで絆を深めるもよし。

　運命の人に近づくチャンスです。




「へえ……」

　そのとき、櫂はリアが目をキラキラさせ、チラシを覗のぞき込こんでいるのに気付いた。

「わ、私参加する!!」

　リアの言葉に、美術部員がわっと沸わいた。

「わあ、ありがとう！」

「リアちゃん、好きな人いるんだ？」

「うん、いる！」

　リアがきっぱり言った。

「ええ――――、誰？　誰？」

「決まってるでしょ」

　春奈の冷ややかな一言に、皆が貴之の方を向いた。

　またもや、不ふ穏おんな空気が漂ただよい、女子たちは黙々と作業に戻った。

　もちろん、空気が読めないリアは、チラシを楽しそうに読んでいる。

「じゃあ、今日もモデルを頼むね」

「うん！」

　貴之の声に、リアが頷く。

「あ、後であの話も……」

「わかってるって」

　貴之が優しい眼まな差ざしをリアに向ける。

　リアが嬉しそうに微笑んだ。

　デートのときも思ったが、この美術室にいるとき明らかに二人だけの世界がある。

　しばらく美術室に来なかったが、こんなに親しくなっていたのか。

　他の女子たちが黙り込むはずだ。櫂は少なからず驚いた。

　まあ、貴之は見た目も格好いいし、性格もいいからな。リアが好きになっても不思議じゃないが……。

　リアが椅い子すに腰かけ、ピンと背筋を伸ばして貴之を見つめる。

　貴之の真剣な目がリアを捉とらえる。

　素早い手つきに見とれていると、あっという間に絵ができていく。

　あんな風に情熱的に見つめられたら、女だったら嬉しいんだろうな……。

　他の誰も入れない世界に二人はいた。櫂はなんだか息苦しくなってきた。

　そうだ、ちょっと神崎春奈に探りを入れるか。

「なあ、神崎さん。最近、蛇って見る？」

「蛇？」

　春奈が手を止めて、きょとんとした。

「この辺じゃ見ないけど。なんで？」

「いや、蛇がよく出るって噂うわさでさ。怖いから」

「大丈夫じゃない？　私はそんな噂、聞いたことがないけど」

　問いかけが下へ手たなこともあって、春奈からは有益な情報が何も引き出せなかった。

　蛇という言葉に特に反応もない。気のせいだったか。

「じゃあ俺、教室に戻ります。文化祭の準備があるんで」

　櫂はそう言うと、美術室を後にした。
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　それ以来、蛇はなりを潜め、表面上は平和な日々を送っていた。

　だが、貴之は常に気配を感じているらしく憔悴したままだ。リアはいまだ敵の尻尾しつぽも摑めていない状態にじりじりしている。

　櫂は事件が気になりつつも、目の前の準備に追われていた。

　文化祭まで残すところ後二日となり、準備は大詰めとなっていた。

「じゃあ、リハーサルをお願いします！」

　羽は根ね木ぎの声に、梓あずさたちライブ班の女の子がしつらえたステージに上る。

「じゃあ、音楽をかけるね」

　羽根木がミニアンプにつないだＣＤプレーヤーのスイッチを押す。

　櫂はステージの上の女の子たちを見た。

　リーダーの梓はチェックに余念がないし、香きよう子この顔は引きつっている。

　軽やかなイントロが流れ、女の子たちがマイクを片手にポーズを取った。

　見ていたクラスメイトたちがどよめく。

　それほど、四人のポーズは綺麗に決まっていて、練習の程が窺うかがい知しれた。

「すごいな……」

　香子が参加して以来見ていなかったが、よほど練習を積んだらしい。

　これは、人前に出せるレベルだ。

「うん、すごくいいよ。でも、委員長はもうちょっと顔を上げたほうがいいな。恥ずかしいのはわかるけど、ステージに立ったらアイドルだからね！」

　羽根木の言葉に、香子は顔を引きつらせながらも頷く。

　櫂は思わず含み笑いをしてしまった。ククク……あの委員長が動どう揺ようしている。

　めざとく見つけた香子が、櫂をキッと睨にらんでくる。

「衣い装しようはどう？　きついところとかない？」

　美み雪ゆきがステージに上がって女の子たちの意見を聞きながら、服をつまんでまち針を差したりしている。

　ちょっと怖いが、こういうときは頼りになる。

　三み谷たにが舞ぶ台たいの調整を行ってくれている。大道具班は忙しい貴之に代わって、三谷がしっかり仕切ってくれていた。

「あ、白石くん、ちょっと」

　羽根木がポラロイドカメラを三台持ってきた。

「何これ？」

「ナデシコ特製ドリンクを注文したら、指名の女の子と写真が撮れるっていうサービスはどうかな」

「うーん。ポラロイドとはいえ、見知らぬ人と写真を撮るって微妙だよな。ちゃんと女子の了りよう承しようをとってからだな」

　デリケートな問題なので、接客と違い、これは許可をもらった女子のみにするべきだろう。もちろん、委員長にはやってもらうが。

「わかった！　全員に聞いてみるよ」

　羽根木がすぐに女子の所へ行く。本当に働き者でありがたい。
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　九時になり、まだ作業は残っていたがお開きになった。

「あー、疲れた！」

　櫂は伸びをした。

　一いつ生しよう懸けん命めい、文化祭の準備に集中しているときはいいが、こうやって帰ることになると、また蛇のことを思い出す。

　櫂はリアと貴之を迎えに美術室に行った。

「そろそろ帰ろうか。家まで送っていくよ」

「ああ。ありがたい」

　貴之がホッとしたように言う。あれからずっと登下校を一緒にしている。

　まだ解決していないのは、貴之が視線や気配を感じていることからも明らかだ。

　何度撃退しても、蛇は現れた。まだきっと、貴之のことを諦めていないだろう。

「お疲れ様！　神崎さん、貴之のカバンをとってやって」

　講師の新田の言葉に、春奈が貴之のカバンを手に持つ。

「あっ……」

　貴之のところに歩きだそうとした春奈が転んだ。

　ガシャン！　というガラスが割れる音とともに、中から水がしみ出した。

「聖水が！」

　貴之が飛びつくようにしてカバンを開ける。だが、瓶は割れて中身はこぼれてしまっていた。

「ご、ごめんね？　なんか、目の前に蛇がいた気がして、足がもつれちゃった……」

　春奈がおどおどと貴之を見る。

「いや、いいんだ」

　そう言いつつ、貴之の顔は真っ青になっていた。

「すぐに新しい聖水をもらうから、心配するな。じゃあ、俺たちこれで」

　櫂は呆然としている貴之の背を押すようにして、美術室から出た。

「春奈、蛇を見たって言ってたな……」

　貴之がぼそっとつぶやいた。

「ああ。でも、俺は見なかった。リアは？」

「私も見てない」

　櫂の問いかけに、リアが首を振る。

「……そう言われると、俺も見てないな……。春奈だけか、蛇が見えたのって」

　貴之が首を傾かしげる。

　本当に蛇はいたのだろうか。もしかして、春奈は聖水をこぼすためにわざと噓うそを言った可能性もある。

　だが、もし本当に蛇が出たのだとしたら、警けい戒かいしなくてはならない。

　櫂は安心させるように貴之の肩に手を置いた。

「俺たちはこの足で教会に行こうと思うんだけど、一緒に来るか？」

　櫂が言うと、貴之が逡しゆん巡じゆんした。

「どうしようかな……。俺、ちょっと家で色々やらなきゃいけないことがあるんだ」

「無理しないでね。聖水をもらったら、すぐに家まで届けるよ」

　リアが心配そうに声をかける。

「ありがとう」

　貴之が嬉しそうにリアを見る。

　お互いを思いやり、信頼しているのが伝わってくる。

　いい雰ふん囲い気きだ。二人の間だけに通じる見えない絆がある。

　櫂はそっと目をそらせた。
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　貴之を家に送ってから教会へ行くと、二人は扉を開けた。

「こんばんは……」

　しんと静まり返った教会に、人の気配はない。

　あれ？　いない？

　ちょ、ちょっと待ってくれよ。頼りにしてきたのに！

「もう遅いから、家に帰ったのかなあ？」

　リアの言葉に、櫂はマイケルがどこに住んでいるか知らないことに気付いた。

「そうだ、電話。電話番号を教えてもらったんだ！」

　櫂は急いで携帯電話を出した。

　コール音がすると、すぐにマイケルが出た。

「はい、白石くん？」

「今、教会なんですけど、どちらにいます？」

「ああ。奥の部屋よ。今行くわ」

　すぐに祭さい壇だんの脇の扉が開き、マイケルがのっそりと出てきた。

「よ、よかった！」

　安あん堵どのあまり、櫂はマイケルに抱きつきそうになった。見上げる巨体が頼もしい。

「こんばんは。今日はどうしたの？」

「聖水がなくなってしまって……。新しいのをすぐにもらえますか？」

「わかった。でも、ちょっと忙しくて作ってないのよ。用事を済ませてからでもいい？」

「あ、もちろん」

　よく見ると、マイケルの服がいつもと違う。

　いつもの黒く丈の長いスータンの上に白いガウンを羽は織おり、十じゆう字じ架かが刺し繡しゆうされた青いストールをたらしている。手には十字架。ミサでもあるのだろうか。

「どこに行くんですか？」

「結界を張って封じた魔物がいるの。頼まれて、毎日見回りに行ってるのよ」

「ま、魔物ですか？」

　そんなものがこの町に封じられているのか！

「あ、驚かないで。わりとあちこちにあるのよ。こういう封印。千年も前に封印されて忘れられているものも含むと、すごい数になるんじゃないかしら」

　マイケルがにっこりと、こともなげに言った。

「そうそう、それくらいで驚いてちゃ、この先やってけないよー」

「うるっせえ!!」

　軽口を叩たたいてきたリアを怒鳴りつける。

「誰のせいで、こういう知らなくてもいいことをやってると思ってるんだ!!」

　リアの頰をぎゅっと引っ張ってやる。

「いたいよ!!」

「俺は普通の人間なの！　魔物とか、関わりたくないの！」

「真実から目をそらせても――いだだだだ!!」

　リアの頰を尚なおも引っ張り黙らせる。

「仲がいいのねえ」

　マイケルがクスクス笑う。

「大丈夫、この町の結界は私がいるから」

　その言葉には自信が満ちあふれていた。

「あの、俺たちもついていっていいですか？」

　とりあえず、所在を確認しておきたい。

「いいわよ。いらっしゃい。ここから歩いて五分くらいの所だから」

　マイケルの後について、櫂たちは教会の背後にある森の奥へと入っていった。

「へえ、こんな森みたいなところがあるんですね」

「いわゆる鎮ちん守じゆの森ね。私有地だから、他人は入ってこないし、魔物を封じるのにはぴったりでしょ」

　もう何度も通い詰めているのか、マイケルの足取りは迷いがない。月明かりと懐かい中ちゆう電でん灯とうの明かりを頼りに三人は森の中を進んだ。

「ここよ」

　マイケルが足を止めたのは、木々に囲まれた小さいスペース。

　そこには、櫂にも見える、茨いばらの結界に巻かれた大きな岩があった。

「あっ……結界が……」

　リアが声を上げた。

　目をこらすと櫂にも見えた。一部、茨が外れてしまっている。

「やだ!!」

　マイケルが慌てて駆け寄る。

「何を封じているんですか？」

　マイケルが首を振る。

「わからないの。教えてもらえなくって。でも、危険だから、俺が帰るまで任せるって言われてて……」

「誰に？」

「扇おうぎ山やま神社の神主よ。織お田だ正まさ宗むね」

「えっ！」

　思わぬところで正宗の名が出て、櫂は驚いた。

「彼って今、留守ですよね？」

「そうなの。慌ただしく出かけたから、ほとんど説明してもらえなくって」

　マイケルが困惑したように言う。

　しかし、神父と神主が親しいとは……。地域の聖職者の集まりとかがあるんだろうか。

「とにかく、封印を毎日チェックしてって……」

　ぎち。

　何かが軋きしむ音とともに、結界の隙すき間まから蛇が顔を出した。

　チロチロと細く赤い舌が動く。

　その、感情のない目が櫂たちを見た。

「イヤアアアアアア!!」

　神父が絹を裂さくような可か憐れんな悲鳴を上げる。

　そして、全力で逃げだそうとした。

「ちょっと!!」

　櫂は慌ててマイケルに飛びつくようにして止めた。

　がっしりした体は大きく力強く、まるでバッファローのようだ。

「あんたが逃げてどうする―――――!!　早く封じてください!!　早く早く!!」

　櫂が引きずられながら必死で叫ぶと、ようやくマイケルの動きが止まった。

「わかったわよお!!」

　マイケルが涙目になりながら、蛇に向き直った。

　そしてきっと岩を睨んだかと思うと、右手を高々と上げる。

　優雅な動作で腕を揺らせ、くるりとターンした。

　そして両手で輪を作ると、すっと片足立ちになり、見事な回転を始めた。

　まるで、バレエの黒鳥の回転シーンを見ているようだ。

　そして、ぴたりと止まるとびしっと右手を挙げる。

「えいっ、マジカル・ローズっ!!」

　人差し指をピンと立てた右手は天を差し、左手は肘を曲げて腰のあたりに当てる。

　片足は可愛くきゅっと跳はね上あげて――そう、まるでアイドルの決めポーズ。












　ひいいいいいいいいいい!!

　巨漢のぶりっこポーズに、櫂は心の中で悲鳴を上げた。

　リアですら口をぽかんと開けて呆然としている。

　だが、効果は絶大だった。

　地面から飛び出した無数の茨が一瞬にして蛇に何重にも巻き付く。

「おおおおおおおお!!　気持ち悪いけどすげえ！」

　驚きのあまり、本音がダダ漏もれる。

　茨は蛇を岩に押し込み、更に岩ごとぐるぐると取り巻いていく。

　数秒もかからず、岩はぎっちぎちに茨で縛られた。

「これで大丈夫!!」

　マイケルの言葉に、櫂とリアはホッと肩から力を抜いた。

「すごいですね！」

「ありがとう。でも、封印がとれかけてるなんて、気付かなかったわ。いつからかしら」

　マイケルが不安そうに岩を見る。

「二十年も前に封じたらしいから、力が弱まっていたのかしら」

「これって、普通の人間に破ることってできますか？」

「無理だと思うわ。それなりの術者じゃないと。そもそも結界が見えないし」

「ですよね……。神主からは他に何か聞いてませんか？」

「全然。封印の確認だけ頼まれたから」

　櫂はじっと岩を見つめた。

　封じられた魔物は蛇だったのか？

　学校や町で出没する怪しい蛇たち。あれは――さっきの岩から出てきたんだろうか。

　でも、二十年前に封じられた魔物がなぜ貴之を狙ねらう？

　まさか、貴之が封印を破った？　でも普通の人間には無理だ。誰かが、この蛇の力を利用して貴之を襲おそわせているのか？

「あのほころび、なぜ今まで気付かなかったんですか？」

「そうなのよ！　毎日見回りをしていたのに。誰かほころびを隠すための術をかけた者がいるのかも。でも、今しっかり茨の封印をしたから、蛇は出てこないと思うけど」

　やはり、黒魔術師がからんでいるのか。

　だが、まだ犯人は見えてこない。

　貴之に何らかの負の感情を、たとえば恨うらみを持っている者の仕し業わざか？

　やっかんでいる男子かもしれないし、片思いの女子かもしれない。それとも、また別の目的があるのだろうか。

「でも、なんで神主はそんな危ない封印を放って、長い間留守にしてるんでしょう？」

　本来なら、自分が見張るべきなんじゃないのか。

「よっぽど何か大事な用事があるんじゃない？」

「……」

　櫂の脳裏には、ナデシコ関連のイベントしか浮かばなかった。

　全国ツアーとか握手会に行ってるんだったら、思わず殴なぐってしまうかもしれん。

　とりあえず、ギルティ・ノートに悪口を書き連ねてストレスを解消しよう……。

　櫂はマイケルを見た。

「それにしても……なんでマジカル・ローズなんですか？　あなた、神父でしょ？　マジカルってアリなんですか？」

　櫂の問いに、マイケルがもじもじした。

「昔見たアニメの呪じゆ文もんなの。魔法使いの女の子の決きめ台詞ぜりふが可愛くて……いつか使いたくて」

　マイケルが顔を真まっ赤かにして、ごつい手で恥じらうように頰を押さえる。

「……魔女っ子アニメ……ですか」

「いいのよ、呪文なんて何でも。本人が一番力を引き出せる文言であれば！」

　呆あきれる櫂に、リアがキリッと言い放つ。

「そうよね！　一番、自分の力が引き出せる言葉なのが大事よね！」

　マイケルとリアが、がしっと手を握り合う。

　……変わり者同士、気が合うようだな。

　櫂はうんざりと茨の結界に包まれた岩を見つめた。

　マイケルの結界の力は凄すごい。簡単に行っているようで、とてつもなく高度な技だ。

　なんでこんな実力者が日本の教会に……と思っていたが、疑問が氷解した。

　つまり、異い端たん者しやだけど、結界の能力がすごいから、放ほう逐ちくせずに遠方で飼い殺しってところか……。

　リアも聞くところによると、ルクスの上級魔術師らしいが、本場のヨーロッパではなく日本で放っておかれているしな。

　変な奴の吹きだまりだな。この町は。

　もちろん、自分はそのカテゴリーに入っていない。断じて。

「でも、なんで茨なんですか？　やっぱりアニメから？」

「ううん。『眠り姫』って話、知ってる？」

「ああ、知ってます。魔女の呪いで眠りについた姫が茨の城に閉じ込められて、王子様を待つって話でしょ」

　マイケルが頷く。

「子どものときに読んで、大好きで……。茨のせいで百年間誰も近づけなかったのよ。でも、それでも来た王子様!!　ロマンティックよねえ」

　マイケルがうっとりする。

　櫂はリアをちらっと見た。

「能力の発現って、トラウマじゃなくてもいいんだ……」

　リアの雷の能力は、七歳のときに受けた落雷のショックから生まれたと聞いた。死の淵ふちを彷徨さまよい、生せい還かんした人間には不思議な能力が発現することがあることも。

「もちろん。本人から引き出せれば何でも。ただ、『死』より強い衝しよう撃げきはないから、眠っている力を引き出しやすいってだけ」

　リアがマイケルを見つめる。

「天てん賦ぷの才があってのことだけど、幼少期から毎日イマジネーションをしていたんでしょうね、茨を――。これほど完かん璧ぺきに結界が張れるほど」

　なるほど。思い込みの強そうなタイプだもんな。

　そのとき、リアがハッとしたようにマイケルを見た。

「あなた、もしかして『茨の女王クイーン・オブ・ソーン』？　すごく有名な結界使いがいるって聞いたことがある!!」

　マイケルがはにかむように頷いた。

「そうなの……。恥ずかしいわ、そんな二つ名を知ってるなんて。あ、あなたのことも調べたわ。雷姫レデイ・トールって呼ばれているすごい若手魔術師がいるって噂になってるのね。日本にいるなんて、すごい!!」

　二人がきゃっきゃっと楽しそうに盛り上がっている。

　業界話に、いや女子話に櫂は入っていけない。こいつら呑のん気きだなあ。

「あー、お楽しみのところ悪いが、そろそろ戻らないか？　遠野が怯おびえているだろうし、聖水を持っていってやりたいんだが」

「あ、ごめんなさい。リアちゃん、また遊びに来てね！　色々お話ししましょ」

　マイケルの言葉にリアが嬉しそうに頷く。

　そういえば、リアって女の友達がいないんだよな。

　変わり者だから普通の女の子とは話もペースも合わないし、魔術師ということも隠さなくてはいけない。

　そういう意味では、マイケルはいい友達になれるかもしれない。

　……心は女性な男性だけど。
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　結局、十一時前になってしまったが、一刻も早くと思い、貴之に電話をして家まで聖水を持っていくことにした。

　友達を訪ねるには非常識な時間だが、非常時だから仕方ない。

　玄関で渡して、さっと帰ればさほど迷惑ではないだろう。

　貴之の家のインターホンを鳴らすと、すぐに貴之が出てきた。

　さぞ怯えているだろうと思っていたが、明るい表情の貴之が迎えてくれた。

「わざわざ来てくれてありがとう！　せっかくだから上がって！」

　貴之が弾むような声で言う。

「いや、迷惑じゃ……」

　固こ辞じしていると、貴之の母が奥から出てきた。

「貴之のためにわざわざいらしてくださってありがとうございます。ぜひ、お茶だけでも飲んでいってください」

　綺麗な母の言葉に、断り切れずに櫂たちは家に上がった。

　どうやら貴之がうまく説明してくれていたらしい。

「俺の部屋、二階なんだ」

　貴之が軽やかに階段を上がっていく。

　狐きつねにつままれたような気持ちで、櫂は後に続いた。

　どうしたんだ？　この変わりよう……。

　櫂たちは二階にある貴之の部屋に通された。

　六畳じようほどの洋室で、内ない装そうはシンプルだ。だが、壁かべのあちこちに自作と思われる絵が飾られてあった。

　家でも絵を描いているらしく、イーゼルの上に白い布が置かれている。制作途中なのだろう。

　貴之のお母さんが紅茶とケーキを出してくれた。

「お家に泊めていただいたそうで、いつも貴之がお世せ話わになってます」

「いえ、こちらこそ」

　笑顔のまま、貴之の母が部屋を出る。想像通り、品のいい温かい家庭だ。

「あれから蛇は？　聖水をもらってきたんだけど……」

「それが、さっき急にあのまとわりつくような気配がなくなったんだよ!!」

　貴之が嬉しそうに言う。

「絡からみつくような視線もなくなったし……。びっくりしたよ!!」

「そうなのか？」

「こう、解き放たれた感じだよ！」

　貴之が満面の笑みで言う。

　確かに、あの岩に封じられていた蛇が原因だったとすると、もう一度封印した今、蛇が消えたというのは理にかなっている。

　だが、こんなにあっさり……と拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

「あのさ、たぶん原因だったものを封じたんだ。だからだと思う……」

「えっ、そんなことをやってくれてたんだ！　ありがとう！　白石はすごいな！」

　貴之が感激したように手を摑んでくる。

「いや……」

　俺は何もやってないけどな。神父の手て柄がらだ。今度ケーキでも買っていくか。

「じゃあ、聖水は必要ないかな」

「封じてくれたんだろ？　じゃあ、大丈夫だ！」

　貴之はもうすっかり浮かれている。よほどストレスだったようだ。

「そっか……。じゃあ、今夜は遅いし、また明日学校で」

　何となく腑ふに落ちない気分で、櫂は貴之の家を出た。

　どうも気になる。櫂はリアを見た。

「もう大丈夫なのかな。遠野は確信ありそうだったけど」

「貴之くんは芸術方面の感覚が研とぎ澄すまされているせいか、魔物の気配にも敏感なのね。だから、彼が気配を感じないっていうのは、信用できる」

「……じゃあ、やっぱりあの岩の封印が問題だったってことか」

「出てきたのは蛇だったし、偶然じゃないと思う」

「なるほどね……」

　ではこれで、もう安心なのだろうか。

　帰宅すると、櫂はギルティ・ノートをつけた。書くのは久しぶりだ。




十一月七日

●被告人

　織田正宗

●罪状

　この大変なときに、連絡なしで遊び歩くなよ。

●判決

　握手会の券をなくしますように。チケットの抽選が外れますように。




「ふう……」

　以前は毎日のようにつけていたギルティ・ノートも、最近はあまり開けることがなくなった。

　最近は文化祭や蛇の件で忙しくて、それどころではなかったのだ。

　何かに夢中になっていると、細かいことは気にならなくなってくるものなんだな。

　櫂はギルティ・ノートを机の上に置くと、ベッドに向かった。

　途と端たんに、廊ろう下かからズダ―――ンと誰かがすっころぶ音がした。

「……リアか」

　櫂はうんざりして、ドアに向かった。あいつがいると、本当に忙しい。
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　貴之の言っていたとおり、不気味な気配や視線はなくなった。

　文化祭を翌日に迎え、櫂は準備に集中することができた。クラスは最後の準備に大わらわだった。

「えーと、衣装の数合ってる？」

「あ、それ、そっちじゃないって!!」

　あちこちでそんな声が飛ぶ。

「あれ？　紙コップ百個しかないよ。なんで？」

「え？　あれ、確認しなかったっけ……」

　櫂は慌てて進行表を見た。二百個頼んだが、買い出しの後確認していない。

「まずい……」

「大丈夫だよ、すぐに買ってくる！　クラス全員で手分けしてイラストを描いたら間に合うから！」

　羽根木の言葉に、櫂は頭を下げた。

「悪い……。うっかりしてた」

「全部をチェックなんてできないよ！　白石はよくやってるよ！」

　羽根木のねぎらいの言葉に、クラスメイトたちが頷く。

「そうそう。任せっきりでごめんね！」

「イラストくらい、手分けしたらすぐにできるから！」

　優しい言葉に、櫂はほろりとした。

　こんな大変な思いも、後少しの我が慢まん。

　もう、明日には文化祭が始まり、そして終わってしまう――。

　そう思うと、櫂は一瞬寂しい気持ちが浮かぶのを感じた。

　夢中で準備をしてきたけれど、クラス全員でこうやって協力しあうというのは初めての経験だった。

　中学時代、櫂はどんな学校行事も蚊か帳やの外そとだった。休むことすらあった。

　でも、今はクラスの中心となって活動している。

　そう思うと、胸に熱いものがこみ上げてきた。

　羽根木が声をかけてくる。

「なあ、文化祭の後、打ち上げしようって言ってるんだけど、どうかな？」

「いいね！」

　櫂は快かい諾だくした。

　以前はそもそも、クラスの行事に誘われもしなかった。本当に、高校生になって生活が激変したな。

「リアさん、ちょっといいかな？」

　貴之に呼ばれ、リアが去っていく。

　二人はクラスメイトから離れたところで、何やら談笑している。

　こういうシーンをよく見るようになった。明らかに二人の距離が近づいている。

「……」

　あいつら、何をそんなに接近して話をしてるんだ？

　リアがやけに楽しそうだ。あんなに身を乗り出して、興味津々に人の話を聞くのは見たことがない。

　だいたいいつも人の話を聞かないし、ぼうっとしてるくせに……。

　櫂はイライラしてきた。

　いやいや、余計なことを考えるな。明日の文化祭に集中しろ。

　櫂は自分を叱しつ咤たし、作業に集中した。

「櫂―――――！」

　リアが駆けてきた。

「あっ……」

　走るな、危ない！

　そう言おうとした瞬間、リアが机にぶつかって見事に転がった。

「いた……」

「大丈夫か？」

　こいつに学習能力はないのか……。

　虚しい気分で、櫂はリアを助け起こした。

「いったい、何なんだ」

「えーとね、明日の当番、同じ時間帯にしてもらったから。明日は一緒に文化祭を回ろうね！」

「えっ……」

　貴之と一緒じゃなくていいのか？

　一瞬、そう尋ねかけて、櫂は言葉を飲み込んだ。

「あ、ああ。いいけど……」

「わあい、楽しみだねえ!!」

　リアの紫水晶アメジストの瞳ひとみが輝く。

「お祭りが始まるんだね。楽しもうね！」

　そうだ。明日はもう文化祭なのだ。

　これまでの成果をすべて出し切る。

　櫂は高こう揚ようしてくるのを感じた。

　必ず文化祭を成功させる。そのために心配事を取り除かなければいけない。

　櫂は携帯電話を取りだし、マイケルに電話をかけた。
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「これでよしっと」

　マイケルがふうっと額ひたいの汗をぬぐう。

　櫂かいは満足げに校舎を見上げた。

　能力者しか見えない、見事な茨いばらの結界が学校を包んでいた。

「これで魔物は中には入れないわ」

「ありがとうございます」

　念には念を――。

　櫂はあらかじめ、マイケルに文化祭当日の結界をお願いしていた。

　かなり広範囲なので一日しかもたないと言われたが、それで充分。

　全校生徒と来場者が集まるイベントで、蛇へびが出て暴れては大変なことになる。

「あの岩はあれから……」

「大丈夫よ。変わりはないわ」

「そうですか……」

　岩を茨の結界で封じてからは、蛇の気配も目もく撃げき談だんもない。

　幹みき也やにも電話をして聞いてみたが、あれ以来蛇の被害はないらしい。

　だが、念には念を。櫂はまだ警けい戒かいを解いていなかった。

「もし何かあったら連絡してね。駆けつけるから」

　そう言ってマイケルは颯さつ爽そうと帰っていった。

　見た目も中身も頼りになる。

　櫂は感心しながら見送った。

「ありがたいなあ……。それに比べてあの放ほう蕩とう神主は、どこに行ってんだよ……」

　神主はまだ帰ってこない。梓あずさにも聞いてみたが、まだ連絡はないとのことだった。

「櫂、そろそろ教室に行かないと」

　リアに促うながされ、櫂は急いで校内へと足を踏ふみ入いれた。

　校門の脇わきには受付用の机などが設置され、風船などで飾り付けられている。

『第三回　扇おうぎヶが原はら高校文化祭』と書かれた看かん板ばんが、来場者を迎える。

　いよいよ、始まるのだ。文化祭が。
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「あと十分で開店だよ！　急いで」

　櫂はクラスメイトに声をかける。

　慌あわただしく生徒たちが廊ろう下かを行き来し、廊下や扉は飾り付けられたり、ポスターを貼はられたり、いつもと違う装よそおいに気持ちが自然と華やぐ。

　まずはクラス全員で開店準備をし、その後は順次当番が店を切り盛りすることになる。

「えーと、当番の時間を確認するから集まって！」

　念のため、櫂は一人ずつ当番の時間を確認した。

「何かあったら、すぐに俺おれの携けい帯たいに連絡をください。当番の時間以外は校内を見てまわるけど、合間に何度か見に来ますので」

　実行委員なので、純粋に文化祭を楽しむことはできない。いつも自分のクラスの出し物を気にしなければならない。

　櫂とリアの当番は、一番慣れていない朝の時間帯だ。順調にお店が回っているのを確認してから、自由行動に移る予定だ。

「みんな、準備はいいか？」

「おお。こっちは大丈夫」

　三み谷たにたちがテーブルのセッティングを済ませてくれたのを確認する。

　そのとき、奥から衣い装しように着替えた当番の女の子たちがおずおずと出てきた。

「おっ……」

　外で待っていた男子たちが、思わず声を上げる。

　アイドルの衣装に身を包み、髪かみに飾りをつけた女子たちはいつもより五割増し可か愛わいく見えた。

　ちなみに、衣装はナデシコのデビュー当時に使われた、花飾りがふんだんについた衣装が選ばれた。

　衣装も素しろ人うとの手作りなのに、ちゃんとアイドルっぽくなっているのがすごい。

　貴たか之ゆきに片思いをしている地味な沢さ渡わたり由ゆ衣い子こですら、一気に華やかな雰ふん囲い気きになっている。

「いいよね！　皆似に合あってる！」

　衣装デザインを担当してくれた羽は根ね木ぎが嬉うれしそうに言う。

　中でも、やはりリアは目を引いた。

　接客をするので、長いふわふわの金きん髪ぱつはサイドで結んでツインテールにしている。

　ナデシコっぽく、花の飾りをつけているのがよく似合っていた。

　目が合ったリアに微笑ほほえみかけられ、櫂は一瞬狼ろう狽ばいして顔をそらせた。

　なんだ。まるで別人みたいだ。

「女の子たちの準備オッケー」

　羽根木の確認の声に、櫂はステージに立った。

「いよいよ、五分前になりました！　これまで頑がん張ばった成果を思う存分出しましょう！」

　櫂の声に、クラスメイトたちから拍手が起こった。

　今日一日、なんとか乗り切りたい。

　櫂はドキドキしながら、ステージを降りた。

「じゃあ、朝一当番の子はスタンバイをよろしく～。他の人は解散で。ただ、当番の十分前には戻ってきて、着替えや引き継ぎをお願いします」

　接客と厨ちゆう房ぼう――というほどのものではないが――の担当は各一時間ずつとした。

　もちろん、自分の担当以外の時間も手伝うのはＯＫ。羽根木は基本的にずっと教室にいると言ってくれている。頼もしい。

「開店しまーす」

　九時になった瞬間に、羽根木が教室の扉を開けた。

　わっと客が入ってくる。

「いらっしゃいませ～」

　女の子たちが慌てて、案内に向かう。

「はい、二名様ですね。奥の席へどうぞ～」

　二名席をとりあえず七つ、四名席を三つ作ってある。

　混雑具合に応じて組み合わせを変えたり、増減したりする予定だ。

「わあ、可愛い……撫なでし子こだ」

　女の子の客が、テーブルに飾られた花に目をやる。

　これは女子のアイディアだ。

　教室の机を合わせたものに、テーブルクロスをかけただけだが、撫子の造花を一いち輪りん挿ざしに飾っている。これだけで、ぐっとカフェらしくなるから不ふ思し議ぎだ。

　アイドルカフェの名目だが、今のところ女性客が多い。やはり可愛らしいテイストだからだろう。

　女子たちが早速注文を取りに行く。

「ドーナツとサクラドリンクのセットを二つ」

「はい、かしこまりました」

　女子たちは緊きん張ちようのためか、それとも接客に慣れてないせいか、ぎこちない対応が多かったが、それはそれで初うい々ういしくていい。

　メニューは結局、ドリンク四種、スペシャルドリンク一種、デザートはドーナツと焼き菓子の二種にした。

　あまりに多すぎても覚えられないし、客も選ぶのに時間がかかる。

　注文を受けた裏方の男子たちが、おぼつかない手つきで紙コップにジュースを注ついでいく。

　結局、紙コップは二百個用意した。それ全部に絵を描いたので、かなりきつかったが、客の喜びように苦労が報むくわれた。

　持って帰りたいという客までいて、櫂たちを驚おどろかせた。

「なかなか良い感じだな」

　まずは第一陣の接客を終え、櫂はホッと一息ついた。

「なあ、外はどう？」

　櫂は様子を見に行った羽根木に聞いてみた。

「席は全部埋まっていて、立って待ってる人もいるよ」

「そうなのか」

　櫂は驚いた。教室の外には順番待ちの椅い子すを十席用意したが、足りていないようだ。

「椅子を追加する？」

「いや、隣の教室の邪じや魔まになるからな。長居をする客がいたら、声かけも必要かもしれない」

「わかった」

　羽根木がちゃんとメモを取っていく。

「申し送りしていくね」

「助かる……」

　思ったより把は握あくしなければいけないこと、対応しなければならないことが出てきて、櫂の頭はパンク寸前だ。

　しかも、足手まといのリアつきだ。

「あっ……！」

　そのリアは、接客したらトラブルの元なので、扉の横に立たせて客に入店の挨あい拶さつをする係にしたのだが、ふらふらと客の方に寄っていく。

「リア、何してるんだ！」

「えっ……。写真の指名だよ」

　そう言われ、男子が二人座っている席に、『特製ナデシコドリンク』が置いてあるのに気付いた。

　このドリンクを頼むと、気に入ったウエイトレス一人と写真が撮とれるのだ。事前に許可のとれた女子の写真と名前をファイルにしてある。

　櫂は慌てて用意していたポラロイドカメラを手にした。

「はい、チーズ」

　男子の横に並んだリアが可愛く首を傾かしげてポーズを取っている。

　これは羽根木のアイディアで、「ただ単に写真を撮るだけじゃなく、アイドルとしての気き概がいが必要」とのことで女子に決めポーズをそれぞれ考えてもらった。

　櫂は教室の奥で全体を見渡している香きよう子こに近づいた。

　香子はライブ班なので接客は免めん除じよされているが、人手が足りないので接客当番にも入ってくれているのだ。

「なあ、委員長。委員長はどんな決めポーズなんだ？」

　櫂はぎこちなく立っている香子に囁ささやいてみる。

　ぴくり、と香子が顔をひきつらせる。

「何よ。あんたには関係ないでしょ」

　そう言った瞬間、羽根木がこちらを見た。

「深ふか見み香子さん、ご指名です～！」

　わっとクラスメイトたちから拍手が起きる。

　顔を真まっ赤かにした香子が、ふるふる震ふるえている。

「まさか……私に指名がくるなんて……」

「いやいや、委員長可愛いよ？」

　委員長はやってもらわないと、と嫌がる香子を説き伏せた甲か斐いがあったというものだ。

　香子がギッと櫂を睨にらんできた。

　長い黒髪をリアと同じくツインテールにしている。薄紫と白を基調とした衣装が、凜りんとした香子の雰囲気とよく合っていた。

「こんな委員長、二度と見られないよな～。俺も後で指名するかな」

「あんたなんか、蜂はちの群れに襲おそわれればいいのに」

　香子が恨うらめしげに言い捨て、客の方へ歩いていった。

　香子が言うと、冗じよう談だんに聞こえないので恐ろしい。

　でも、すらっとした香子に、体のラインが出る衣装はよく映えている。

「あの、ハートを手で作るやつをお願いします！」

　客に言われ、香子が片手でハートの片割れを作る。

　若干顔が引きつっているものの、ちゃんと笑顔が作れている。さすがに責任感が強い。

　よろよろと戻ってきた香子に労ねぎらいの言葉をかける。

「お疲れ～。一時間後にはライブだな。よろしく！」

「わかってるわよ……」

　かなり精神力を削けずられたのか、香子がぐったりしている。

「白しら石いしリアさん、ご指名です～」

　またもやリアが客席に呼ばれる。

　今度は女の子たちと写真だ。

　アイドルの衣装を着た金髪美少女と記念撮さつ影えい。非日常感があって、文化祭のいい思い出になるのだろう。

　写真か……。そういえば、せっかくだから、クラス全員で記念撮影とかもよかったな。

　そう思っていると、デジカメを構えている羽根木が目に入った。

「せっかくだから、皆の姿を写真におさめておくよ。後日、リストを回すから、欲しい人には記念にあげる」

「あ、助かる……」

　羽根木の方がよっぽど余裕がある。

　櫂は模も擬ぎ店てんを立ち上げることで精一杯だった。

　そうだよな。高校一年生の文化祭はたった一度しかない。

　きっと、大人おとなになってからも懐なつかしく思い出すのだろう。

　ふっとそんな思いを馳はせたとき、女の子の悲鳴に櫂は我に返った。

「あっ……」

　リアがテーブルにぶつかったらしく、紙コップがひっくり返っている。

「申し訳ありません！」

　櫂は慌ててふきんをつかんでテーブルを拭ふいた。

　幸い、客の服にはかかっていない。

「ごめんなさい！」

　リアが片付けを手伝おうとするので、櫂は慌てて香子を呼んだ。

「ここはいいから、おまえは隅っこに行っとけ。委員長！」

　香子が急いでやってくると、リアをさっと客から離れた場所に誘ゆう導どうする。

「大丈夫でしたか？　お詫わびに新しいドリンクとデザートもサービスします」

　櫂がそう言うと、女の子たちがちょっと嬉しそうに新たに注文し直す。

　よし。ミスはサービスでカバーできた。これでリアが悪く言われることはないだろう。

　しかし、サービングから外しても、記念撮影で客と絡むんだよな。これからはもっと気をつけないと。

「白石くん、そろそろ……」

　羽根木が声をかけてくる。

　あっという間に九時四十五分になっていた。あと十五分で一回目のナデシコカフェライブが始まる。

　櫂は裏方の三谷たちに声をかけた。

「客を移動させたら、速そつ攻こうでステージを作って、テーブルをなるべく奥に寄せてくれ」

「ＯＫ！」

　さっそく三谷たちがスタンバイしてくれる。

「あ、お疲れ様～」

　ライブ班のリーダーである小こ松まつ崎ざき梓がやってくる。

「小松崎さん、今日はよろしく。すぐに着替えて」

「わかった」

　即席厨房の奥に、布で作った簡単なフィッティングルームを作ってある。

　衣装を着て一日過ごしてもいいが、教室の外では制服でいたい場合、ここで着替えてもらうことになる。

「羽根木、客にあと五分くらいで退出してもらうように言ってきて」

「わかった」

　ライブタイムの席は予約で満杯だ。

　相談した結果、ライブ席は予約制にしたのだ。ライブを目当てに一日中居い座すわられても困るし、不公平感が出る。

　公平を期すために抽ちゆう選せんとして、事前に当選者にチケットを配ってある。噂うわさではプレミアもついたと聞いたが定かではない。

　ただ、立ち見もワンドリンクの注文でＯＫとした。せっかくあれほど練習したのだ。できるだけたくさんの人に見てもらいたい。

　慌ただしく客が退出し、三谷たちが台を並べてステージを作る。

「準備はどう？」

「ＯＫ」

　羽根木と香子の声に、櫂は教室の扉を出た。

「ライブ席の予約券をお持ちの方、どうぞ～」

　櫂の声に、待ちかねていた生徒たちがチケットを手に入ってくる。

　そして、順番待ちをしている客に立ち見ワンドリンク制について説明し、希望する者から順に中に入れていく。

　教室はあっという間に人でいっぱいになった。

　司会は羽根木に任せてある。

　櫂はライブを担当する四人に声をかけた。

「頑張って！」

　四人がこくりと頷うなずく。当たり前だが、全員緊張の色がうっすらと見える。

「それでは、お楽しみください！　一年Ａ組ナデシコガールズで、『恋のフラワーレボリューション』！」

　最近のヒット曲とあって、イントロが流れ出すと手拍子が起こった。

　すっと四人がステージに進み出て、定番のポーズをとる。

　びしっと決めた、四人のポーズに観客から歓声が起こる。

「おっ……」

　いい感じに盛り上がっている。

　櫂は後方からステージを見ていた。

　客の盛り上がりがダイレクトに伝わり、ステージの女の子たちものってきたのがわかる。

　歌が始まったが、四人ともきっちり声が出ている。

　狭せまい教室で歌うには、パワーがありすぎなくらいだ。

　きっちり、振りも合っている。

　どんなに練習をしたのか、よくわかる動きだった。

　すっげえ頑張ってたもんな。もっと労えばよかった。

　三曲というライブを終え、四人が深々とお辞じ儀ぎをした。

「一年Ａ組ナデシコガールズでした！」

　羽根木の声に、わっと拍手と歓声が起こる。

　すごい盛り上がりで、教室中は熱気で包まれた。

「予約席の皆さんは、十時半までとなります。それまで、おくつろぎくださいませ～」

　羽根木がきっちり仕切ると、櫂のところに来た。

「やったね！　すごいじゃん！」

「ああ。バッチリだったな」

　二人は裏方に入った。

　汗びっしょりの四人組がこちらを見る。

「お疲れ様！　すごい良かったよ！」

　櫂の言葉に、彼女たちに笑顔が浮かんだ。

「よかった。頑張って練習したからね」

「ジュースでも飲んで、ゆっくりして。また午後のライブもよろしく！」

　櫂は裏方を出て、羽根木に声をかけた。

「じゃあ、俺、そろそろ行くわ。何かあったら連絡して」

「わかった。そうそう、白石くんのアイディアの手書きのメニューがすごく評判いいよ」

「そうか？」

「見やすくて可愛いし。それに、紙コップと紙皿に絵を描くのもいいね。結構、お客さんとの話題のきっかけになるみたい」

「ああ……」

　確かに。リアが描いたウサギの絵を、「これはキリン？」と客が言って周りが爆笑していたな。

「すごく順調だね。最後まで頑張ろう！」

「ああ」

　羽根木の言葉に、櫂は大きく頷いた。




　　　　　＊




　ライブも大成功で、カフェも問題なく運営できている。

　櫂は安心してリアと一緒に教室を出た。

「さて、どうする？」

　櫂は模擬店の地図が載のっているパンフレットを開いた。

「あ、ねえねえ、まず美術室に行こう！」

「ああ……」

　リアが興味津々だったイベントだ。参加したいのだろう。

　しかし、まずは食に走ると思っていたので意外だった。

　仕方なく、櫂は美術室に付き合うことにした。

「あ、いらっしゃーい！」

　講師の新あら田たが明るく声をかけてくれる。

　美術部の女の子達はリアを見て、笑顔を浮かべるものの引きつりがちだ。

　恋こい敵がたきだもんなあ。

「来てくれたんだ、ありがとう！」

　櫂は新田に尋たずねた。

「イベントどうですか？」

「ぼちぼち参加者が来てるよ。事前に配ったチラシがよかったみたいだね。他校の子も来てくれて。ほとんど女子で、たまにカップルで参加してる」

　確かに女子の客が四、五人いて、けっこう賑にぎわっているようだ。

「じゃあ、二人で参加かな？」

「違います！　リアだけです」

　リアが百円を新田に渡すと、参加者名めい簿ぼに名前を書いた。

「じゃあ、この紙にヒントが書いてあるので、その場所に行って『縁えん結むすびしめ縄なわ』を探してください。見つけたら、中庭にある縁結びの木に結んでね。幹が二ふた股またになった木で、目印にしめ縄を巻いてあるからすぐわかると思う。しめ縄には強力な力があるからね。それで恋が成じよう就じゆする」

　リアがこくりと頷く。

「しめ縄の数には限りがあって、早いもの勝ちだから頑張ってね！」

「わかりました」

　リアが食い入るようにヒントの載った紙を見つめている。

「……おまえ、そんなにしめ縄がほしいわけ」

「当たり前でしょ！」

　きっぱり言われ、櫂は肩をすくめた。

　櫂が紙を覗のぞき込こむと、ずらっとヒントが箇か条じよう書がきになっていた。

　ヒントは三十個。つまり、先着三十人にプレゼントということになる。

　……わりと少ないな。生徒だけでなく、招待客も参加すると考えると、下へ手たをしたら午前中でなくなってしまうかもしれない。

「どれから行く？　これとかどうだ？」

　櫂が指差したのは『みんなで料理をするのって楽しいね。終わった後は、ちゃんと掃そう除じをしようね』と書かれたヒントだ。

「場所は明らかに家庭科室だろ。『ちゃんと掃除をしようね』、ってことは、掃除道具のある場所かなんかだろ」

「そ、そうね！　行こう、行こう!!」

　リアが櫂を引きずるようにして歩き出す。

「ちょ、ちょっと待てって！　落ち着けって！」

「早い物勝ちだから!!」

　櫂とリアは一階にある家庭科室に急いで行った。

　家庭科室の前には大きくポスターが張り出されてある。

　家庭科部は『完食体験！　四十七都道府県の名物メニュー！』というイベントをやっているらしい。

「お邪じや魔ましまーす」

　櫂たちが中に入ると、まだ時間が早いせいか、客はちらほらいるくらいだった。

「いらっしゃいませ～」

　家庭科部の女の子たちが、エプロンに三さん角かく巾きん姿で挨拶してくれる。

「ちょっと、部屋を探させてもらっていいですか？　美術部のオリエンテーリングをやってるんです」

「いいけど、何か食べてって」

　家庭科部の子たちがニヤリと笑う。

　なるほど。美術部のイベントに協力する代わりに、来た人間を客として取り込むという商法か。

　櫂が感心していると、リアが大阪名物のたこ焼きを指差した。

「たこ焼きください！」

「はい、百円です～」

　文化祭なので、良心的な値段だ。まあ、これくらいならいいか。

　リアはお腹なかがすいていたのか、すごい勢いでたこ焼きを平らげる。

「はっふう！　熱い！　舌を火傷やけどしちゃった！」

　リアが真っ赤になった舌を出す。

「おまっ……俺の分は？　ああ、もういい。俺は北海道名物じゃがバターをください」

「はい、どうぞ」

　ほこほこのじゃがバターを渡される。これも百円だ。

　四十七種類も料理を用意しなければいけないので、シンプルなものにしているらしい。

「一時間ごとに提供するメニューが変わります～。これ、メニュー表なんで、気になるやつがあればその時間に食べに来てください」

　櫂はメニュー表を見た。

　文化祭は九時から五時までの八時間。だいたい、一時間に平均六つくらいのメニューを出すようだ。

　こちらは選べて楽しいが、作るほうは大変だろう。ただ、ジュースやデザートなど、調理せずに出せるメニューも各時間に二つくらいある。

　櫂たちはさっそく掃除道具入れのロッカーを開けてみたが、ミニしめ縄などない。

　なんでだ？　掃除って意味じゃなかったのか？

「ちゃんと掃除か……」

　つまり、隅々までってことか？

「リア、流しとテーブルの下を見てくれ！」

「わかった！」

　櫂とリアは屈かがんでテーブルの下を見ていったが、やはりない。

「なんだ？　結構ヒントが難しい……」

　すると、家庭科部の子たちが顔を見合わせたかと思うと近づいてきた。

「さっきも、そうやって家庭科室を探している女の子が来たよ」

「えっ」

「なんか、見つかったって嬉しそうだったけど……」

　それを先に言ってくれ！

「リア、先を越されたみたいだな」

　やっぱり、わかりやすいヒントの場所は先に探されるようだ。

「はああああああ」

　リアががっくりと肩を落とす。

「すいません、横よこ手て焼きそばください」

　傷ついた心を癒いやすには食べるのが一番、とばかりにリアが秋田名物を注文する。

　横手焼きそばは太ふと麺めんの焼きそばで、上に半熟卵がのっている。

　けっこうボリュームがあるが、リアなら瞬殺だろう。

「じゃあ、俺は山梨名物のぶどうジュースで」

　櫂は紙コップにいれられた赤紫色のジュースを飲んだ。なかなかうまい。全部が料理じゃなくて、ジュースやデザートもいれている所がにくい。

「京都名物八つ橋売り切れです～」

　昼に近づくにつれ、人がどんどん入ってきている。生徒だけでなく、保護者や他校の生徒の姿もちらほら増えてきた。

　早めに探した方がいいな。

「次、どこに行く？」

「これ、どうかな。音楽室のやつ！」

　ヒントには『偉い大だいな作曲家たちが、きっとあなたに幸運を授さずけてくれます』とあった。

「ああ、音楽室に飾っている肖像画か」

　べートーベンやら、モーツァルトやらの肖像画がずらりと飾られているはずだ。

「でも、こんな簡単なヒントだから……」

　また家庭科室の二の舞じゃないのか。

　櫂の勘かんは当たっていた。

　音楽室に入るなり、女の子二人がキャーキャー歓声を上げて飛とび跳はねている光景に出くわした。彼女たちの手にはミニしめ縄がある。

「ああ……」

　リアががっくり肩を落とす。

「出遅れた……」

「そうだな。俺たち、十時くらいまで自分たちの教室にいたからな……」

　結構宣せん伝でんに力を入れていたし、本当に欲しい子たちは朝一に登録し、すぐさましめ縄を回収しているのだろう。

「うう……お腹空いた。つらい……しめ縄ない……」

　リアが泣きそうな顔で言う。しめ縄をゲットしたいけれども空腹ということか。

「ああ、わかったわかった」

　校内をあちこち歩き回ったのだ。リアにとっては凄すさまじい消費カロリーだろう。

「まずは腹ごしらえだな。何食べたい？」

「え――っとね。すぐ食べられるもの……。あ、そうだホットドッグは？」

「いいね」

　すぐに軽食を提供している教室に行き、ホットドッグを注文する。

「ホットドッグ、二十個ください！」

　リアの注文に、店員の生徒が目を丸くする。

「……教室に差し入れですか？」

「私が食べるの。今」

「……ちょっとお時間かかりますが」

「じゃあ、すぐに食べられる分だけ！」

　交渉の末、リアは八本のホットドッグを手に入れ満足げに食べ始めた。

　ああ。こいつ、店の商品を根こそぎ食っていきそうな勢いだな。

「よし、食べた！　あ、ごめん。櫂の分を残すの忘れちゃった……！」

「ああ、もういいから。よし、次はどこへ――」

　ぴたり。

　リアの足が止まり、その薄紫色の目がとある教室のポスターに釘くぎ付づけになる。

　そこには、『早食い大会　参加者募集中!!』とあった。

　リアの目がきらきらと輝く。

　それは、リアが案として出したイベントだった。いや、リアは大食いだったか。

「……見てみるか？」

　櫂が仕方なしに声をかけると、リアが力強く頷く。

　この調子だと飛び入り参加しそうだな……。

　中に入ると、ステージの上に五人くらいの参加者がテーブルに座り、観覧席には生徒たちがぎっしり座っていた。

　なかなか人気イベントらしい。

　マイクを持った司会の男子が、高々と告げる。

「さて、次は『ゆで卵』の早食いです!!　なんと十個のゆで卵を一番早く完食できるのは誰だれか!?」

　参加者の前に、コップに入った水と器うつわに山盛りになったゆで卵が置かれる。

「早くうまく殻からをむく技術も必要な、テクニカル部門です!!　そこがバナナとは違うところ!!」

　どっと笑いが起きる。どうやら、午前中にバナナの早食いをやったらしい。

「今回、参加者にはなんと女子がいます！　勇気ある彼女に応おう援えんと拍手を！」

　わっと拍手が起きる。

　櫂はステージを見て驚いた。

　参加者の女子は、見覚えがあった。美術部のお茶会に来て恋愛相談していた子だ。

　確か、文芸部の子で木き村むら亜あ美み。

　盛り上がる観衆をよそに、虚うつろな目でじっとゆで卵を見つめている。

　こういうイベントが苦手そうな子なのに、よっぽど出たかったんだろうか。

「では、よーい、スタート！」

　司会の合図に、参加者たちが一斉にゆで卵に手を伸ばした。

　額でたたき割るもの、水につけて殻をむくもの、さまざまだ。

「……!!」

　観衆にざわめきが走った。

　唯ゆい一いつの女性参加者である亜美が、殻をむかずにゆで卵を丸ごと口に入れたのだ。

「えっ……」

　櫂は目を疑うたがった。

　亜美は焦しよう点てんの合っていない目で、ゆで卵を嚙かまずにごくりと飲み干す。

　殻付きのゆで卵だぞ？

　唖あ然ぜんと見守るなか、亜美が次々とゆで卵を口に運んでいく。

　殻もむかず、しかも一飲みにしていくので、あっという間に器は空からになった。

「ゆ、優勝は一年Ｃ組の木村亜美さんです――――――!!」

　司会が動どう揺ようを隠せず、顔をひきつらせながらもコールした。

　ぱらぱらと戸と惑まどった拍手が起きる。

　櫂はリアを促うながし、そっと教室を出た。

「な、なんだあれ……」

「びっくりしたね。殻も美お味いしいのかな？」

「そういうことじゃないだろう!!　明らかにおかしいよ」

　なんだ？　片思いの相手に振られたショックで自や棄けにとか？

　そのとき、背後からどんと人にぶつかられた。

「いたっ」

「あっ、ごめん……」

　ぶつかってきたのは、美術部のリーダー格、神かん崎ざき春はる奈なだった。

「ね、白石くん、貴之知らない？」

「え？　ああ、遠とお野のならもうすぐ当番の時間だから、ウチの教室にいると思うけど」

「ありがと！」

　春奈が嬉しそうに微笑む。

「一緒じゃないんだね」

　春奈がちらりとリアを見た。俺とリアが二人きりと分かり、とても嬉しそうだ。

「じゃあ！」

　春奈がスカートをひらめかせ、走っていく。

　貴之と合流して、一緒に文化祭を回りたいんだろうなあ。

　よく見ると、あちこちでカップルを見かける。文化祭って恋愛のチャンスでもあるんだな。

　自分も一応女の子と二人きりで文化祭を回っているわけだが、相手は義妹で俺はそのお守りだし……。

「ねえ、櫂、これ」

　リアがぐいっと袖そでを引っ張る。

　そこには、『茶道無料体験！　お茶ちや菓が子しあり』と書かれたポスターがあった。

「行きたい！」

　リアが目を輝かせる。どうやら、無料のお菓子というのに惹ひかれたらしい。まだ腹がすいているのだろう。

　でも、茶道のお茶菓子って一口で食べられるようなものじゃなかったっけ。

　まあ、いいや。行きたいなら行ってみよう。

　櫂はリアを連れて茶道部の部室に入った。

　ここだけ和風の部屋なので、あまり学校っぽくない。

「二名です」

　受付の子に案内され、茶室に通される。

「わー、入り口が小さい！」

　リアが楽しそうに入り口をくぐる。

　そういえば、俺も茶室は初めてだ。作法もよく知らない。なんか、茶ちや碗わんを回して飲むんだっけ？

　そんなことを思いながら、座ざ布団ぶとんに座ると着物姿の女の子たちと目が合った。

「あ……」

　茶室にいる茶道部員は三人。

　その子たちは、リアを校舎裏に呼び出した子たちだった。

　向こうも驚いたようにこちらを見ている。

　気まずい。こいつら、茶道部だったのか。知ってたら、避さけたのに！

「お茶菓子ってどんなのかなあ」

　リアが一人、呑のん気きに呟つぶやいている。

　静しず佳かという、大人しそうな子がじっとこちらを見ている。

　青紫の桔き梗きよう色の着物がよく似合っていて、まるで日本人形のようだ。

「……遠野くんと一緒じゃないんだ？」

　ポニーテールの少女が聞いてくる。

「そうだよ」

「ふーん。お兄ちゃんの方がいいってわけ」

　馬鹿にしたように言ってくるので、櫂はイラッとした。

　やられっぱなしは性しように合わない。

「きみさ、えらく遠野とリアにこだわってるよね。友達がどうとかって言うより、きみが遠野を好きなんじゃないの？」

　櫂が言うと、ポニーテールの少女の顔がカッと赤くなった。

「ち、違うわよ！　私はねえ……」

　そう言いかけて、ポニーテールの少女が気まずそうに口をつぐんだ。

　なんだ？　何が言いたい？

　だが、ポニーテールの少女は最後まで言わずに睨んできた。

「別に。あなたに関係ないでしょ」

　そのとき、櫂は茶室の空気が凍りついていることに気付いた。

　静佳の手がぴたりと止まり、こちらを見ている。

「あ、うるさくしてごめん。どうぞ、続けて――」

「そうなの？」

「え？」

　静佳がポニーテールの少女を見つめている。

「美み沙さ緒おは貴之くんが好きだったの……？」

「ち、違うわよ！」

　ポニーテールの少女、美沙緒が慌てて手を振る。

「そんなことないって！」

「……」

　静佳がそっと目をそらせる。美沙緒の言葉を信じていないのは明らかだ。

「私、ちょっと。後は代わって」

　そう言うと、静佳が茶室を出ていってしまった。

　気まずい空気が流れる。「お茶菓子まだかなー」という空気の読めないリアの呟きだけが聞こえる。

　美沙緒がぎっと櫂を睨んできた。

「ちょっと！　静佳に誤解されたじゃない！」

「ご、ごめん……」

　櫂はとりあえず謝った。こんなつもりじゃなかった。

「それから、言っておくけど、私が好きなのは遠野くんじゃないからね！」

「は、はいっ！」

　びしっと言われ、櫂は思わず背筋を正した。

「私が好きなのはねえ……」

　言いかけて、美沙緒の顔がみるみるうちに赤く染まった。

「何でもないわよ！」

　そう言い捨てると、美沙緒は乱暴な足取りで茶室を出て行った。

「あーあ……」

　残りの一人も慌てたように出て行って、茶室には櫂とリアだけが取り残された。

「さて、俺たちも出るか」

　主しゆ催さい者しやがいなければしょうがない。

　リアがぷいっと顔をそらせる。

「なんだ？　お茶菓子が食えなかったから、拗すねてんのか」

「違うわよ！」

　リアが不ふ機き嫌げんに睨んできた。なんだなんだ。俺が何をしたっていうんだ。

「何なんだよ？」

「櫂って鈍にぶいのね」

　リアが心底呆あきれたように言う。

「はあ!?」

　鈍いだと？　おまえにだけは言われたくねえええええええええ!!

　櫂は何とか叫ぶのを堪こらえた。

　リアがさっさと茶室を出るので、櫂は慌てて後をついていった。

　あー、さんざんな目に遭あった。

　廊下に出ると、茶色のふわふわの髪にカチューシャをした少女が立っていた。

　吉よし岡おか美み雪ゆきだ。櫂はぎょっとして足を止めた。

「今、出て行ったのって、Ｃ組の林はやし美沙緒さん？」

　問われて、櫂は首を傾げた。

「えっ……。あー、たぶん。美沙緒って呼ばれてたから。吉岡さんの知り合い？」

　美雪がにこりと微笑んだ。

「……まあ、何て言うかライバル？」

「そうなのか？」

　帰宅部の美雪が、茶道部の子と何のライバルだ？

　櫂はきょとんとした。

「林美沙緒と何を話したの？」

「いや、茶道を体験しようと思って茶室に入ったら、ちょっと言い合いになっちゃってさ。あいつ、なんだかリアを目の敵かたきにしてるから」

「でしょうね」

　美雪があっさり言う。

「そりゃ、面おも白しろくないでしょう。彼女にしたら、リアさんって急にできた目の上のたんこぶみたいなものだもの」

「そ、そうか……」

　女って怖いな。本人の目の前で、邪魔者扱いとは。

　美雪はもう、櫂やリアの前で取とり繕つくろうつもりはないらしい。いや、元から取り繕ってはいなかったか。

「それで……茶道部に用事？」

　まさか、また俺の後をストーキングとか……。

「ちょっと教室でトラブルがあったの。羽根木くんが対応しているから、私が白石くんを探しに来たのよ」

「そうなのか！」

　櫂は傍かたわらのリアを見た。

「リア、俺は教室に戻るけど、どうする？」

「一緒に行くよ！　心配だもん」

　リアの言葉は嬉しかったが、一緒に来ても引っかき回すだけのような気がしないでもない。

　急いで三人で教室に戻ると、カフェは気まずい雰囲気が流れていた。

　どうしたんだ。朝はあんなに盛り上がっていたのに。

　皆の視線の先には、睨み合っている沢渡由衣子と、美術部の神崎春奈がいた。春奈の傍らには貴之がいる。

　あれから春奈は貴之を捜して教室に来たらしい。

　で、何が起こったんだ？

「どうしたんだ？」

　困り顔の羽根木に尋ねてみる。

「あっ、白石くん、来てくれたんだ。もう困ったよ～」

　羽根木がおろおろと由衣子たちを見つめた。

「あの美術部の女の子が客として来たんだけど、記念撮影を、女の子たちじゃなくて、遠野くんと撮りたいって言って揉もめてるんだ」

「ああ。アイドルカフェだから、確かに女の子と撮影ってなってるよな」

「そう。沢渡さんが規則だからって断ったら、喧けん嘩かになっちゃって……」

　睨み合っている由衣子と春奈がまた言い合いを始めた。

「ケチケチしなくていいじゃん！　文化祭なんだし」

　春奈がうんざりと言う。

　由衣子がキッと春奈を睨んだ。

「でも、一人が勝手なことをしたら、滅め茶ちや苦く茶ちやになっちゃう。規則を守ってください」

「大げさね～」

　春奈が肩をすくめた。

　櫂はハラハラと二人の様子を見守った。

　確かに由衣子は間違っていない。

　春奈だって、同じ美術部の貴之と写真を撮る機会など、いくらでもあるだろう。

　だが、気の強い子だから後に引けないようだ。

　そして、由衣子も引かない。大人しそうに見えるが、なかなか頑がん固こらしい。

　片思いをしている貴之と他の女の子が仲良く写真を撮るのが気に入らない、という個人的感情も関係しているのだろう。

　さ、さてどうしよう……。どちらの肩を持っても恨まれそうだ。

　皆、実行委員の櫂を見つめている。このトラブルを解消する期待を込めて。

　そうとも。俺は責任者。責任をとるのが仕事だ。

　櫂は意を決し、春奈に近づいた。

「確かにアイドルカフェだから、『アイドルと写真を撮る』というのがコンセプトなんだけど、あなたにとってのアイドルは遠野貴之なんですよね」

　櫂の言葉に、見守る観衆からクスクス笑いが起こる。

　春奈が顔を赤らめた。よし、これでちょっとトーンダウンするだろう。

「こちらとしても、ちょっと想定外だけど、アイドルと写真を撮る、というのであれば、男女関係ないよね。なので、どうぞ写真を撮ってください」

　櫂がそう言った瞬間、春奈が勝かち誇ほこった顔で由衣子を見た。

「ほら――――!!　私が正しいんじゃん。あんたがうるさくしただけじゃん！」

　由衣子がぐっと唇くちびるを嚙みしめる。

　まずい。とりあえずは客を立てておいて、由衣子には後でフォローしようと思っていたのに。

　このままでは泣いてしまう――。

　櫂が由衣子に駆け寄ろうとしたとき、ゆらりと空間が揺らめいた気がした。

「えっ……」

　由衣子の背後に蛇がとぐろを巻いているのが見えた。

　いつの間に教室に蛇が――。

「きゃああああああ!!」

「蛇！　蛇がいる！」

　めざとく見つけた女子たちが悲鳴を上げる。

　見た目はハブかアオダイショウといった、普通の蛇のサイズだが、教室にいきなり現れたとあって、皆逃にげ惑まどった。

「なんでっ……！」

　櫂はカバンから聖水の入った瓶びんを取り出した。割れた聖水の代わりに貴之に渡そうともらってきたものだ。

　いきなり現れた蛇は、おそらく生物ではなく黒魔術によって生み出された呪物だ。ならば、聖水が効きくはず！

「皆、離れて！」

　櫂は慌てて聖水を振りかけた。

　ジュッという音とともに、蛇が溶とけて縮ちぢんでいく。

　そして、一筋の煙が上がり、跡形もなく消えた。

「えっ……」

「なんで？　蛇の死体は？」

　周囲がざわつく。

「白石くん、何をやったんだ？　それは？」

「これは神父にもらった聖水なんだ……」

　櫂は呆ぼう然ぜんと床を見つめた。

　どうして？　茨の結界を張って護まもっていたのに！

　よりにもよって、文化祭の当日に現れるなんて！

　櫂はハッとした。

　なんで今なんだ？　狙ねらいすましたかのように、人が集まるこの文化祭で蛇が出現する。

　まさか人が大勢いるときを、わざわざ狙っているのか？

　櫂はすぐさま、マイケルに電話をかけた。
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「白石くん、大変だ！　廊下にも出たって！」

　羽根木の声に、櫂は慌ててリアとともに教室を出た。

　悲鳴を上げて逃げ惑う生徒たちの中、一人の少女がぼうっと廊下の真ん中で突っ立っている。

　虚ろな目をしたその少女は、貴之に片思いをしている茶道部員の静佳だった。

　桔梗色の着物姿の静佳の背後に、通常サイズではあったが、蛇がとぐろを巻いている。

「静佳さん！」

　櫂が声をかけても、静佳はまだぼうっとしていた。

　だが、櫂の傍らにいるリアを目にした途と端たん、静佳の目がぎらりと物ぶつ騒そうな光を放った。

　風もないのに、黒い髪がさらさらと揺れる。

　静佳の背後にいる蛇が、彼女の様子に呼応するように鎌かま首くびをもたげた。

　じりっと静佳が近づいてくる。

「あんたなんか嫌い……」

　凄まじい敵意に、櫂は硬直した。

　静佳の目は、真まっ直すぐにリアに向けられている。

　そのとき、静佳の背後にいた蛇が、こちらに向かって滑すべるようにして近づいてきた。

「うわっ！」

　櫂は反射的に手にした聖水を蛇にかけた。

　オオオオオオオオ―――――!!

　断だん末まつ魔まを上げ、蛇が溶けて消えていく。

「いたっ！」

　静佳が顔をしかめ、足首の辺りを押さえている。

　まるで酸さんをかけられたように、その足から白い煙が立ち上った。

「大丈夫？」

　櫂は慌てて静佳の元に駆け寄った。

　白い足に、火傷をしたような赤みがある。

「え……？」

「その液体がかかったのよ！　何それ。何か薬品？」

　静佳に責められるように見られ、櫂はカッとなった。

「ただの水だよ！　神父が祈りを捧ささげた聖水ってだけ……！」

「櫂!!　下がって」

　リアがキッと静佳を見つめる。

「あなた、何か魔と接触した？」

「え？　何それ」

「聖水に反応するってことは、あなた自身が既すでにもう――」

「わけがわかんない！」

　静佳が叫ぶようにリアの声を遮さえぎった。

「貴之くんに会いに来ただけなのに、何なのもう！」

　そう言うと、静佳がリアを突き飛ばすようにして駆けていった。

「なんだ、あの子……」

　ずいぶん大人しそうに見えたが、なかなか気性の激しい子らしい。

　それに、蛇――。

　由衣子、静佳と貴之に片思いをしている少女たちの周りに、次々と異変が起こっている。それに、もしかしたら木村亜美も。

「なんで、こんなことに……。マイケルに結界を張ってもらったのに！」

　櫂は呆然と悲鳴が飛び交う廊下に突っ立った。

「リアさん、白石、大丈夫!?」

　教室から出てきた貴之が駆けてくる。

「なんで、こんなに蛇が出てくるんだ？　わけがわからないよ！　俺のせいなのか？」

　貴之が今にも泣きそうに顔を歪ゆがめた。

　確かに、貴之の周りで蛇が出現している。

　蛇は外部からではなく、内部にいるのか？

「あ、新田先生……」

　貴之が驚いたように、廊下を歩いてくる新田を見た。

　新田は混こん沌とんとした廊下を、なぜか微笑を浮かべて歩いてきていた。

「先生、大丈夫ですか？」

「ああ。最高だ。ようやく完全に出ることができたよ」

　新田の顔は艶つややかで生気に満ちていた。

「ここまで長かった……。あの人が封印をといてくれるまで、じっと力を貯めていたんだ」

「は？」

　櫂はまじまじと新田を見た。

　新田はうっとりと続けた。

「恋する気持ちは本当に強いね。僕にパワーを与えてくれた。また、僕も彼女たちに力を与えた。そう、つらい気持ちを変化させる力をね」

「せ、先生……」

　ゆっくり新田の目がつり上がっていく。目の虹こう彩さいが細くなり、まるでは虫類のようだ。

「きみのおかげでもあるんだよ」

　いきなり声をかけられ、貴之がびくりとした。

「……どういうことですか？」

「神崎春奈、木村亜美、沢渡由衣子、滝たき川がわ静佳――きみに恋する女の子たちがたくさんいたから、一気にパワーが高まった。そして、恋のためにしめ縄を作り、それを集める女の子たち。すべてが一つのベクトルに向かっている」

「……何を言ってるんですか、先生」

　貴之が怯おびえた表情になり、じりじりと後ろに下がった。

「ああ、逃げても無む駄だだよ。僕はすべてを喰らうつもりだからね。人も世界もすべて――僕のものだ」

　新田が笑顔を浮かべる。その口の端がどんどんつり上がっていく。

　赤い口が裂さけ、中から細い二股にわかれた舌がちろりと出た。

　肌は青黒い鱗うろこに覆おおわれ、彼はどんどん人ではないものに変化していった。

　そして、突然新田の姿が消えた。

「えっ!?」

　櫂たちは視線を下に向けた。新田がいた場所には、一匹の蛇がとぐろを巻いていた。

「……！」

　リアが呪じゆ文もんを唱となえようと口を開いた瞬間、蛇は素早い動きで人混みの中に消えていった。

「追わないと！」

　駆け出そうとした櫂は、廊下の奥にひときわ目立つ巨体の神父の姿を見つけた。

「白石くん！　大丈夫!?」

「マイケル!!」

　頼りになる結界使いの神父が、駆けつけてくれた。

「よかった……」

　だが、マイケルの顔は引きつっていた。

「大変よ！　岩の結界がまた破られたの！　学校で何か起こってるんじゃないかと心配で！」

「えっ……。岩って、あの蛇を封じた？」

　新田が言っていた『出られた』っていうのはそういうことか？

　でも、なぜ？　どうやって？　茨の結界をあれほど張ったのに。

「あれほどの結界をたやすく破るなんて、よほど強力な術者じゃないと……」

　リアの顔が引き締まった。

「まさか、本当にハンドレッド・フェイスが近くにいるんじゃ……」

「それは後だ！　今は蛇を追わないと！」

「蛇が出たの？　大変！　すぐに――」

　言いかけたマイケルの口がぽかんと開いた。

「あれ、何？」

「え？」

　震える指の差す先は、窓の外。

　裏庭の真ん中に小さな山ができている。

　いや、山ではない。

　あれは――。

「蛇……よね？　とぐろを巻いた……」

　これまでとは桁けた違ちがいの大きさに、ただただ見守るしかない。

「と、とにかく行きましょ！　放ってはおけないわ！」

　マイケルの声に、櫂は慌てて頷いた。

　だが、足は動かない。

　あんなにでかい蛇、どうしたらいいんだよ……。

「櫂」

　凜とした声が傍らで聞こえた。

　魔術師のマントを手にしたリアが、教室から出てきた。ふわりと黒いマントを羽は織おる。

「行くわよ」

　さらりと流れる金色の髪と、黒い魔術師のマント。

　戦闘態勢に入ったリアが、まっすぐ裏庭を見つめている。

　その薄紫色の目に怯えはない。ただ、揺るぎない意志を感じるだけで。

「わかった……」

　櫂は自分の足が動くのを感じた。

　リアはあいつを倒すつもりだ。たとえ勝算のない戦いでも、リアが行くなら俺も行く。

　だって俺たちは血の盟めい約やくを交わしている同志で兄妹なのだから。

「とにかく、皆を裏庭に近づけないようにしないと――」

「任せて！　学園長とは知り合いよ！　すぐに校内放送を入れるわ。あと、このままじゃパニックになるから、裏庭に結界を張るわ。目くらましになるし、一般人の侵入を防ぐことができる！」

　マイケルの力強い言葉に、櫂はホッとした。

　櫂はマイケルとリアの後について駆け出した。
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「危険ですので、裏庭には近づかないでください。繰くり返かえします――」

　そんな校内放送が流れる中、櫂は校舎を飛び出した。

　裏庭に回ると、櫂は息を飲んだ。

「――大きい！」

　リアが驚いたように言う。まさしく見上げる大きさだ。

　巨大な蛇は静かに裏庭に鎮ちん座ざしていた。

「なんだ？　また大きくなってないか？」

　さっきまで、頭部は校舎の二階辺りにあったと思ったのに、三階にまで届くくらい大きくなっている。

「パワーアップしてるってこと？」

「女の子たちのパワーがどうのって言ってたよな」

　蛇へと姿を変えた新田。彼は人ではなかったのか？

　以前、長い間動けなかったと言っていた。あれは病気の療りよう養ようではなく、岩に封じられていたから？

　そして、封印が解けて解放され、かねてから計画していた女の子たちのパワーを受け取り、パワーアップしたってことか。

「お待たせ！　行くわよ！」

　校舎からマイケルが飛び出してきた。

　片足で踏み切ると、大きく足を広げてジャンプする。

　綺き麗れいなバレエのポーズだ。

　着地すると、大きく挙げた両手を絡め、その場でぐるぐると回転する。

　性別が女性でもっと細かったら、バレリーナを目指していたんじゃないかと思うくらい、キレのある動きだ。

「えいっ、マジカル・ローズ!!」

　マイケルが、お気に入りのアイドルポーズをびしりと決める。

　だが、今は笑っている余裕はなかった。

　無数の茨が地面から勢いよく飛び出してきた。

　その凄まじい勢いにマイケルの本気が感じられる。

　茨は巨大な蛇をぐるぐると巻き込んでいく。

　これで固定できれば、後はリアの雷らい撃げきで――。

　そう思った瞬間、ぐうっと蛇の体が膨ふくらんだ。

　そして、ブチブチッという音とともに茨が引きちぎれた。

「えっ……」

　櫂は呆然とした。

　あの茨の結界が効かない？

　まるで弱々しい木の葉の結界のように、軽々と破られた。

　信じられない――。

　そのとき、蛇の頭がぐるっとこちらを向いた。

　その光る目は明らかに櫂たちを捉とらえていた。

　まずい――。

　呆然としている櫂の前に、リアが飛び出した。

　羽織った黒い魔術師のマントが風にはためく。

　紫水晶アメジストの指輪をつけた右手をリアが高々と挙げた。

「魂たましいの雷いかずちよ、心の雷よ、天の雷よ、時の雷よ

　無む垢くな褥しとねに眠れし雷よ

　我が腕かいなに宿れ

　天空の破壊者よ、翼を持って空を駆れ」

　リアの澄んだ声が校庭に響く。

　淀よどみのない呪文にリアの集中力が見てとれた。

「暗黒を刺し貫け!!」

　リアの一声とともに、一瞬にして曇くもった空から稲妻の刃やいばが蛇に降ふり注そそいだ。

　ギャアアアアアアン――。

　蛇の悲鳴が校庭にこだまする。

「やったか!?」

　蛇の体からタンパク質が焦こげるような異臭が漂ただよい、白い煙が上がる。

　よく見ると、蛇の体が黒焦げになっていた。

　蛇の頭部がしおしおと崩くずれていく。

「よし！」

　ホッとしたのもつかの間、黒い表皮が砂のようにザラザラと落ちていった。

　その下から現れたのは、真新しい皮ひ膚ふ。

「やっぱり、ダメか……」

　リアが唇を嚙む。一度倒したように思えても、また復活する。

「しょうがない。リア、俺に呪のろいを移せ！」

　形かた代しろもないし、奥の手を使うしかない。俺に呪いを移して、フルの呪文を叩たたき込こむしかない。

「でも……倒しても、また復活するかも」

　リアが逡しゆん巡じゆんする。




　――悔くやしい。羨うらやましい。妬ねたましい。




　そんな声が聞こえた気がして、櫂は辺りを見回した。

　だが、リアもマイケルも口を閉ざしている。




　――憎い憎い憎い。邪魔者は死ねばいいのに。




　また聞こえてきた。なんだ――？

　櫂とリアは顔を見合わせた。リアにも聞こえるらしい。




　――悔しい悔しい悔しい。

　――羨ましい恨めしい。

　――なぜ、あなたが。あなただけが。

　――私だって。

　――あの人がほしい。

　――あの人に振り向いてほしい。

　――あの人に好きになってほしい。

　――あの人を食らいつくしたい。




　そんな怨おん念ねんめいた言葉が頭に響いた。

　そして声がするごとに、蛇の体が大きく揺れ、体が再生していく。

「なんだ――？」

　まるで人の怨念を糧かてに生きているような――。

　そうだ、新田が言っていた。恋する少女たちの苦しみから、パワーを得ていると。

　そして、彼女たちの恋はおそらく叶かなわない。

　つまり、どんどん蛇に力が流れ込んでしまう。

　どうしたらいい？　あの蛇の目的はなんだ？　なぜ、封じられた？

　それを知っているのは――。

「みんな、無事か!?」

　懐かしい声に、櫂は振り向いた。

　裏庭に入ってきたのは、白い着物に袴はかまを着た正まさ宗むねだった。その手には布に包まれた一振りの剣。

「あ……」

　あんた、今頃なんで――。

　そう言いかけた櫂に、息を切らせた正宗がぐっと近づいてきた。

「梓から聞いている。何度も神社を訪ねたらしいな」

「どこに行ってたんですか！」

　櫂は思わず責めてしまった。

　長い間留る守すにしていたから、俺たちは形代も用意できなかったのだ。

　正宗がにいっと笑った。それは不敵な笑みだった。

「待たせたな！　これを借り受けるのに時間がかかってしまった」

　正宗が布から取り出したのは、鞘さやに入った剣だった。長さは一メートルほどか。

　鞘には美しい装そう飾しよくが施されていたが、かなり古いものらしく色いろ褪あせている。

「これは草くさ薙なぎ剣けん。別名、天あまの叢むら雲くもの剣つるぎといえばわかるか？」

「えっと、それって……いわゆる三種の神じん器ぎの一つの？」

　櫂は信じられない思いで正宗をまじまじと見つめた。

　てっきり、遊び歩いていると思っていたのに。伝説の神剣を持ってきただって？

　からかっているのか？

　だが、正宗は自信満々に剣を突き出した。

「そうだ。ヤマタノオロチの尾から取り出されたという剣だ。熱あつ田た神宮の奥深くに祀まつられている。それを借り受けてきた！　この剣であれば、あの蛇も倒せるだろう」

「そうなんですか!?」

　正宗は蛇が復活するのを予見していたのか？　それでこの神剣を借りるために出かけていたのか！

　櫂はちょっと正宗を見くびっていたことに気付いた。

「でも、それ本当に本物なんですか……？」

「まあ、見ていろ」

　正宗が剣を手に足を踏み出した。

「マイケル、サポートを」

「はいっ！」

　マイケルが雷に打たれたかのように、ぴしっと背筋を伸ばした。

　慌てて正宗の横に並ぶ。

　まるで師し弟ていのような様子に、櫂は驚いた。

　町の聖職者繋つながりで知り合いってわけじゃないのか？

　正宗が蛇の前に立つ。

「久しぶりだなあ。ちょっと成長したのか？　二十年前よりもでかくなっている気がするが」

　すらりと抜いた草薙剣をかざす。

「そろそろ永遠の眠りにつくがいい。おぞましき蛇よ」

　正宗がすうっと息を吸い、祓はらえ詞ことばを紡つむぎ出だす。

「掛かけまくも畏かしこき伊い邪ざ那な岐ぎの大おほ神かみ

　筑つく紫しの日ひ向むかの橘たちばなの小お戸どの阿あ波は岐ぎ原はらに

　禊みそぎ祓はらへ給たまひし時に成なり坐ませる祓はら戸へどの大おほ神かみ等たち

　諸もろ諸もろの禍まが事ごと罪つみ穢けがれ有あらむをば

　祓はらへ給たまひ清きよめ給たまへと白まをす事を聞きこし召めせと

　恐かしこみ恐かしこみも白まをす」

　正宗が手にした草薙剣がビンと大きく震え、白い光が膜まくのように覆った。

「この手で引いん導どうを渡してやる！」

　正宗が草薙剣で大蛇に斬りつけた。

　オオオオオオオオオオオオ―――――!!

　蛇の悲鳴に空気が震え、それは振動となり、裏庭にいる者の体を揺らせた。

「下がってろ!!」

　正宗の声に、櫂は慌ててリアを庇かばうようにして距きよ離りを取った。

　ずしゃあっと大蛇が倒れ伏す。

　砂すな埃ぼこりが巻き上がり、よく見えない。

「倒したのか……？」

　草薙剣を手にした正宗が、ニヤリと笑いながら歩いてきた。

「やはり、さすが草薙剣だな」

　よかった……。

　櫂はホッとした。

　だが、次の瞬間、正宗の背後で何かが光った。

　あれは――蛇の双そう眸ぼう!!

　倒せてない!!

　ぐっと鎌首が持ち上がる。死んだふりをしていただけだ。

　ぐわっとその赤い口が上下に大きく開いた。

　人一人くらい、簡単に丸まる呑のみできるサイズ。

　蛇が正宗に一気に襲いかかった。

「危ない!!」

「ダメっ！　マジカル・ローズ!!」

　マイケルの声に、地面から飛び出た茨たちが蛇に絡みついた。

　一瞬にして、蛇の頭部をがっちり巻く。

　正宗の顔からほんの数センチのところで、ガチンと蛇の顎あごが合わさった。

「ふっ……おまえ、どこでこんな力を得た？」

　正宗が顔をひきつらせながらも、ニヤリと笑う。

　そして、ぐっと草薙剣を構えた。

　もう一度やる気だ。だが、それはもう効かないはず。

　蛇が頭を大きく揺らせ、茨の結界を引きちぎろうとしている。

　どうしたら、どうしたらいい――!!

　そのとき、リアが飛び出した。

「その剣を貸して！」

　リアが正宗の手から、草薙剣を奪うばい取とる。

「なっ、何をする！　それは私が借り受けた――」

「私がやる！」

　リアの言葉に、正宗が唖然とした。

「小娘に何ができる！」

「この剣に雷を宿し、蛇を切る！　二度と再生できないよう、芯しんまで焼き尽くす！」

　リアがキッとマイケルを見た。

「マイケル、私が詠えい唱しようを終えるまで蛇を押さえて！」

「わかった……やってみる！」

　マイケルが苦く悶もんの表情で頷く。

　その姿から、茨がもう後ほんの少ししかもたないのは明らかだ。

「櫂！」

　リアの薄紫色の瞳ひとみがこちらを向く。迷いのない、美しい瞳が櫂を射い貫ぬく。

　彼女は黒魔術によって、人を害する者を許さない。

　そのために、幼い頃から魔術の世界にその身を投じた。

　危険を顧かえりみず、戦いに身を投じる『呪われ雷姫レデイ・トール』なのだ。

「あ、ああ」

「呪いをお願い！」

　櫂は頷いた。

　ここで俺ができるのは、リアが全力で戦うためにハンデを引きうけること。

　俺とリアは〝血の盟約〟を結んだ。それゆえ、魂は繋がり、運命共同体となる。

　俺が形代のように空っぽの器となれば、リアの呪いを俺に移すことができる。

　まずは、呪いを惑わせるために、二人の血を混じり合わせなくてはならない。

　櫂はリアの草薙剣に手のひらを当てて、そっと切った。

　一筋の赤い線ができたと思うと、すっと血が流れた。

「そうっと、そうっと切れよ！」

　リアがぷるぷるしながら、何とか手のひらを浅く切ることに成功する。

　そして、二人は流れる血をそのままに手と手を握り合った。

　温かく柔らかい感触が伝わってくる。

　これで、呪いは二人の区別がつかない。あとはリアが俺に息をふきかけるだけ。戸惑った『呪い』が、一気に俺へと押し寄せる。

　リアがぐっと顔を近づけてくる。

　前回、呪いを引きうけたときの苦しみを思い出し、自然と体が震える。

　でも――あいつを倒せるのはリアしかいない。

　だから、俺も勇気を出す。

「おい、絶対あいつを倒せよな」

「任せておいて！」

　自信に満ちあふれた薄紫色の瞳が輝く。

　力強く美しいその姿は、貴之の言ったようにまさしく『女神』のようだった。

　ああ、本当に綺麗だな……。

　何者も恐れず立ち向かうリアの姿は、いつも俺の胸を狂おしく打つ。

　普段はどうしようもなく馬鹿でドジなトラブルメーカーなのに。

　リアの唇が近づき、ふうっと息をかけられた。

「――ぐっ!!」

　その瞬間、砲ほう撃げきを喰らったかのような衝しよう撃げきが櫂の全身に走った。

「うあ……っ」

　立っていられない。

「ゴフッ！」

　吐き気がこみ上げ、櫂は体を折った。

　何かおぞましくどす黒いものが体中を駆かけ巡めぐる。

　本来は人の命を奪う、凄まじい呪いだ。

　よく、リアはこんな呪いを飼い慣らせるな……。改めて感心する。

「は……あ……っ」

　呼吸をするので精一杯だ。

　櫂は霞かすむ目で、リアを見つめた。

　さっと漆しつ黒こくのロングマントをなびかせ、リアが高々と草薙剣を天に向かって上げた。

「は、早く！　もう保たないっ！」

　マイケルの悲鳴のような声がする。

　力のすべてを絞り出しているのだろう、マイケルの顔には汗がびっしり浮き、鼻血が出てきた。

「ええい、仕方ない！　任せたぞ、小娘！」

　正宗が蛇の前に飛び出した。

「掛まくも畏き伊邪那岐大神　筑紫の日向の橘の小戸の阿波岐原に　禊祓へ給ひし時に成り坐せる祓戸の大神等　諸諸の禍事罪穢有らむをば　祓へ給ひ清め給へと白す事を聞こし召せと　恐み恐みも白す」

　正宗の祓詞に、蛇の動きがぴたりと止まった。

　リアの唇がそっと開いた。

　透き通るような声で呪文の詠唱が始まった。

「魂の雷よ、心の雷よ、天の雷よ、時の雷よ

　無垢な褥に眠れし雷よ

　我が腕に宿れ

　天空の破壊者よ、翼を持って空を駆れ

　汝なんじは至高、汝は神の声

　古い時代は汝の声で終しゆう焉えんを告げる

　汝は百億の槍やり、汝は千億の刃

　運命、宿命、摂せつ理り、すべてを落とせ

　遙はるかなる天空の門よ

　今ここに扉を開き、道を示せ

　時の境界を越え、時空の狭間はざまから出でよ

　渦巻く風も燃えさかる業ごう火かも汝の敵にあらず

　汝の叫声に世界はひざまずく

　汝の一降りに大地は切り裂かれる」

　リアの声が朗ろう々ろうと響く。

　ゴゴゴゴゴゴ……と遠くで遠雷が聞こえた気がしたかと思うと、空が一気に暗雲に包まれた。

　突風が吹き荒れ、あちこちから悲鳴が上がる。

「稲妻よ、この剣に宿れ!!」

　ド―――――ン!!　と腹の底から響く音がし、凄まじく太い雷がリアへと降ってきた。

　それは高々と掲かかげられた草薙剣へと落ちた。












「草薙剣が……」

　正宗が呆然と呟く。

　信じられないような美しい光景だった。

　草薙剣が黄金の稲妻をまとっている。

「あっ……」

　蛇を押さえていた茨がブチンと切れた。

　同時にマイケルががくりと倒れる。

　蛇が大口を開け、一気にリアの元へと走る。

「リア！」

　蛇がリアを捉えるより一瞬早く、リアが剣を振り下ろした。ほんの一瞬止まった蛇が、再びリアに迫る。

「暗黒を刺し貫け!!」

　リアの声とともに、草薙剣が蛇の体へと差し込まれた。

　凄まじい轟ごう音おんと雷光が辺りに放たれた。

　目を閉じた櫂に、幾つもの声が聞こえてきた。




　――あなたがほしかった――

　――あなたを私だけのものにしたかった――

　――あなたを喰らってやりたかった。この世のすべてと一緒に――




　そんな切ない声が頭の中に降ってきた。

　これが――新田の願い？　片思いの相手がいると言っていた。その人を手に入れたくて、でもできなくて、そして喰らってやろうと思ったのか？

　彼の声は、蛇と化した少女たちと重なった。

　もうもうと立つ砂煙の中、蛇の姿は黒い粉となり、やがては消え去った。

　まるで、夢だったかのように。

　だが、夢でないのは草薙剣を手にこちらに向かってくるリアの笑顔で明らかだった。

　そして、櫂の体が楽になった途端、リアが前のめりに倒れた。呪いが本体に戻ったのだ。

「リア！」

　櫂はよろよろとリアに駆け寄った。

「よくやった……」

　櫂が抱き起こすと、青ざめながらもリアが微笑んだ。

「すごいでしょ……。私、強いでしょ」

「まあ、俺が呪いを引きうけてやったからだけどな！」

　正宗がリアに近づいてきた。

「よくやった、小娘」

「この剣、すごいね。私、ほしいな」

　うっとりと剣を眺めるリアを、正宗が叱しかり飛とばした。

「馬鹿者!!　これは神剣。個人が所有できるものではないわ！」

「ええー、残念。私なら、使いこなせるのに」

「まったく！」

　正宗がリアから神剣を受け取った。

「正宗！」

　マイケルが土ぼこりを上げて、正宗の元に駆けてきた。

　その親しげな呼び方に、櫂は驚いた。

　マイケルが体当たりするように正宗に飛びつく。

「うおっ！」

　正宗がその巨体のアタックによろける。

「もう！　急にいなくなって、突然帰ってきて！　心配したんだから！」

　甘えるような声、ほんのりバラ色に染まった頰ほお。輝く青い瞳。

　それはすべて、織お田だ正宗に向けられている。

　まさか、マイケルの片思いの相手って……。

「誰が女難の相だよ……」

　最強の結界使いのオカマ神父――おまえこそ、変なのにモテモテだろ。

　マイケルが恨めしそうに正宗を見た。

「ねえ、なんであの岩に蛇が封じ込まれているって教えてくれなかったの!?」

「だっておまえ、昔っから蛇とか蛙かえるがダメだろう」

「確かに苦手だけど……」

　マイケルがむうっと拗ねる。

　正宗が櫂を見た。

「こいつがガキの頃、面白半分に蛇とか蛙を投げつけたら、びーびー泣いてな。面白かったなあ」

　正宗が心底楽しそうに言う。

　このサド神主……！

「もう、ひどい！」

　マイケルがぷうっと頰を膨らませる。だが、正宗にからかわれて嬉しそうだ。

「では、私はこれで。さすがに疲れたよ」

　正宗がため息をつく。

「ねえ、お茶して帰りましょ！」

　マイケルが嬉しそうに正宗に寄り添う。

「いてて、腕を摑つかむな！　折れる！」

「ごめんなさ―――い」

　正宗に叱られながらも、マイケルは楽しそうだ。

　だが、マイケルの恋が叶うことはない。

　それでも、そばにいるのか。切ないな。

「あ、学園長にはもう危機は去ったから大丈夫って言っておくからー！」

「ありがとうございます！」

　マイケルに手を振りながら、櫂はようやくホッとした。

　ああ、もう。呪いのせいで、ふらっふらだよ。

　でも、文化祭を最後までやり遂とげないと。だって、俺は実行委員だし――。

「あ、私、ちょっと行ってくる！」

　リアがよろけながら駆け出した。

　戦いのダメージが尾を引いているのか、左右にふらふら体を揺らせている。

　それでも足を止めることなく、リアは駆けていった。

「リア？　ったく急にどこに行くんだよ……」

　ほんと、台風みたいな女だな。俺はもう疲れたよ。

「……白石」

　校舎から出てきた貴之が声をかけてきた。

「あの蛇は……新田先生だったんだな」

　目の前で新田が蛇に変わるところを見たのだ。誤ご魔ま化かしてもしょうがない。

「ああ。そうだ。彼がこの件の首しゆ謀ぼう者しやだった」

「裏庭に蛇がいるって騒ぎが起こったけど、すぐに見えなくなった。どうなったんだ？」

「倒したよ、ちゃんと」

「そうか……」

　マイケルの結界はちゃんと機能していたようだ。

「新田先生が影響を与えて少女たちを蛇にして、また少女たちからそのパワーをもらって……そういう循じゆん環かんができていたみたいだな」

「俺たちを利用していたんだな……。あのお茶会も楽しかったのに、全部復活の儀ぎ式しきのためだったんだな……」

「ああ……」

「そういえば、ウロボロスのことも彼が話してくれて、興味をもったんだ……」

「ああ、それで蛇の絵を描いたのか……」

　自然と蛇に意識がいくように、彼は密ひそかに布ふ石せきをあちこちに打っていた。

　他の学校にも講師として行っていたらしいから、幹也が言っていた同じ症状の患かん者じやたちも新田の犠ぎ牲せい者しやなのだろう。

「そういえば、リアさんは？」

　貴之がきょろきょろと辺りを見回す。

「いや、なんか用事を思い出したみたいで走っていったよ」

「リアさん、美術部のイベント張り切ってたね……」

「ああ。しめ縄をほしがってな……。あちこち付き合わされたよ」

「本当に白石のことが好きなんだね」

　思いがけない言葉に、櫂は耳を疑った。

　リアがしめ縄を探してたのって、貴之のためじゃないのか。

「は？」

「デートのときも、ずっときみのことばっかり話していたよ。櫂が、櫂がって……」

　貴之が寂さびしそうに笑った。

「きみにプレゼントしたいものがあるからって……それを交換条件にモデルを引きうけてくれたんだ」

「えっ……」

　どれも初耳だった。モデルは単に、お菓子につられてと思っていた。

「片思いってつらいね」

　貴之がうつむき、ぽつりと言った。

「……」

　櫂は納なつ得とくがいかなかった。

　でも、おまえたち二人はあんなに仲良さそうにしていたじゃないか。

　リアは貴之のことが好きじゃないのか？

「じゃあ、俺はこれで。お邪魔だろうから」

「え？」

　貴之が去ると同時に、リアが走ってきた。その顔は疲労の色が濃こいが、喜びに輝いている。

「やった！　見つけたよ!!」

　リアが高々と手を挙げた。

「へ？」

「しめ縄！」

　リアがゲットしたしめ縄を、櫂にぐいっと突き出す。

「バラ園が怪しいと思ってたんだよね～」

「ちょ、おま、それって呪いの……」

　恋する女の子たちが結わえた怨念のしめ縄だ。

「もう倒したし、関係ないってそんなの！」

　リアがあっさり言い放つ。

「ほら、早く！」

　リアがぐいぐい櫂の手を引く。疲れているくせになんて力だ。

「いてててて、何だよ！」

　中庭にまで引っ張ってこられた櫂は、ある大木の前に立った。

　幹が二股に分かれていて、しめ縄がかけられている。例の縁結びの木か。

「えーっと、ここに結ぶのかな」

　リアが幹を見上げる。もう、いくつもしめ縄が結ばれていた。

「はい、一緒に結んで」

「は？」

　櫂は呆然とリアを見つめた。

「だって、それ……縁結びの儀式だろ？」

「そうだよ？」

「おまえ、遠野と結びたくて探してたんじゃないのか？」

「え？　違うよ」

　リアがきょとんとしている。

「だって、これは運命の人と固く結ばれるおまじないだよ？」

「……」

　それって恋愛成就ってことだろ。

　こいつは本当にバカなんだな……。

「なんで、俺と？　絆きずなっていうなら、〝血の盟約〟を交わしただろう？」

　魂が結びつく、運命共同体となる強固な絆だ。

「だって……」

　リアがむうっと頰を膨らませる。

「櫂と一緒に暮らしだして二ヶ月くらいたつけど、なかなか距離が縮まらないんだもん……」

「え？」

　思いがけない言葉に、櫂はリアをまじまじと見つめた。

「もっと仲良くなりたいと思ったんだけど、やり方がわからなくて……」

　リアがしょんぼりとうつむく。

「だから、おまじないに頼ろうと思ったのか？」

「だって、アレも届かないし……」

「アレ？」

　そういや、通販で何か届くとか言ってたな。

「えっと、あ、これは何でもない!!」

「……」

　明らかに何か隠している。こいつ、いったい何を注文したんだ？

「いいから、早く！　おまじない！」

　リアがしめ縄を突き出して、強ごう引いんに催さい促そくする。

　しめ縄のおまじない。なんて下らない。

　だが、校内を必死に探していたリアを見ていた。仕方ない。

　櫂は木にしめ縄を結んだ。

　リアが満足げに頷く。

「これで、もっと仲良くなれるね！」

「……」

　おまえが俺に迷惑をかけなくなったら、もっと仲良くなれると思うが……。

「わあい！」

　リアが思い切り抱きついてくる。

「ちょっ……」

　かわす暇ひまもなかった。頰に軽い口づけをされる。

「ふふ……」

　抱きついたリアがとても嬉しそうだ。

　アメリカ人にとってはキスは挨拶代わりとはいえ、これは――。

　櫂はハッとした。

　同じく、縁結びのおまじないをしようと来ていた生徒たちが、興味津々にこちらを見ていた。

「わー、わわわわわわ!!」

　櫂は慌ててリアを引きはがした。

「ね、ちょっとアレ……」

「兄妹じゃなくって……」

「近親……」

　不穏な言葉と空気が伝わってくる。

「違う！　誤解！　見ればわかるだろ。こいつはアメリカ人だから!!」

　櫂の絶叫だけが、中庭に虚むなしく響いた。




　　　　　＊




　ハンドレッド・フェイスという名を持つ男は、蛇が消えるのを確認すると、そっと校舎を離れた。

　いくつもの顔を持ち、性別すら定かではないとされる彼は、どこにでもするりと入り込める。

　残念ながら蛇は倒されてしまったが、ずいぶん楽しめた。

　ほんの少しほころびを作り、誘いざなうだけで、人は簡単に墜おちていく。

　私に背中を押されるのを待っている人間がたくさんいる。

　私を倒そうと必死になっている少女を翻ほん弄ろうするのは楽しかった。彼女に更なる絶望を植え付けたら、どんな変へん貌ぼうを遂げるのだろう。

　人間など、食い合って滅べばいい。苦しみながら殺し合えばいい。

　醜みにくい本性をさらけだすのを手伝ってやる。

　――誰も私を止められない――。

　そう思ったとき、ふっと自分の心の奥底から、別の顔が浮かんでくる。その顔は悲しげだ。

　――誰か私を止めてくれないだろうか――。

　また別の顔が浮かんできた。憤ふん怒ぬの表情を浮かべている。

　――何を言ってる。殺して殺して殺しまくれ――。

　――私の絶望を味わうがいい――。

　――あいつらに思い知らせたい――。

　いくつも顔が浮かんでは、あぶくのように消えていく。そのすべてが、彼のものだ。もう本当の顔がどれか、彼自身もわからなくなってしまっていた。

　己の内に存在する矛む盾じゆんする感情。それもまた、面白い。

　男の小さな笑いは、風とともに消えていった。
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　後日、櫂かいはリアとともに神社に行った。

　正まさ宗むねから詳しい話を聞きたかったのだ。

　社務所で正宗が語ってくれたのは、一人の女に対する妄もう執しゆうで蛇へびとなった男の話だった。

「あの蛇の正体は、知っていると思うが人間だ。名前は古ふる田た譲ゆずる。美大の学生だった」

　写真を見せてもらった櫂は息を飲んだ。

　まるで変わっていない、新あら田た進すすむの姿がそこにあった。

「じゃあ、彼が蛇を……。二十年前に何があったんですか？」

「あいつは、マイケルの姉のアンジェラに惚ほれ込こんでいた。アンジェラは、当時二十一歳だったかな。そこの彼女のように、輝く金色の髪かみをした、綺き麗れいな女性だったよ」

　――好きな人がいるんだ。

　――きみと一緒の金髪。

　――年上が好き。

　あれは、マイケルの姉のことだったのか。二十年後の今はふっくらした中年女性だが、若いときはかなりの美人だと言っていたな。

「正宗さんは当時二十歳くらいですか？」

「そうだな。まだ駆け出しで、負けん気だけは強い未熟者だった……」

　当時を懐なつかしむように正宗は言った。

「アンジェラとマイケルは、近くに引っ越してきたアメリカ人一家の子どもでね。神社が珍めずらしいと興味津々で、よく遊びに来たんだ。特にマイケルは毎日のように」

「マイケルは当時八歳くらい？」

「ああ。小さくて天使のように可か愛わいかったのに、あんなに大きくなるなんてなあ……」

　正宗が昔を懐かしむように目を細めた。

　マイケル――大天使ミカエルの名前を持つ少年は、巨漢の神父となった。

「それで、あの男はアンジェラをずっとつけ回していたが、こっぴどく振られた。でも、あいつは諦あきらめずに黒魔術を利用した。もうそのときにはおかしくなっていて、彼女を手に入れたいのか、喰らいたいのか、本人にもわからなかったに違いない」

「そして――」

「ああ。奴やつは蛇になった。まるで『道どう成じよう寺じ』のように、恋に狂い蛇と化してアンジェラを追った」

『道成寺』では、恋する女が蛇になり、男を追い詰める。逃げる若い僧侶を追った蛇は、やがて炎を吐くまでになる。

　元はただの女だというのに――。

「私は蛇と化した古田を倒し、岩に封じた。だが、ある夜、蛇が生き返る気配を感じて、草くさ薙なぎ剣けんを借りにいったんだよ。二十年前は門前払いをされたけれどね……」

　正宗の顔が歪ゆがんだ。そのときの悔くやしさを思い出したのだろう。

　これは二十年も前からの因いん縁ねんの事件だったのだ。

　櫂は事件の後、マイケルと話したときのことを思い出した。

「彼が二十年前、姉を助けてくれたのよ」

　マイケルがうっとりと言った。

「そのときから、彼に夢中。そして、ずっと片思い」

　ずっとずっと思い続けたその一念は、やがてどういう結末を迎えるのだろう。

　優しく悲しい思い出か。

　それとも――。

　人の姿すらなくしてしまうほどの恋の一念。

　二十年以上の間、変わらず一人の人を愛する気持ち。

　櫂にはわからない。恋などしたことはない。

「復活を狙ねらっていた古田は、結界のほころびから分身を飛ばし、『新田進』と名を変えて様々な学校へ講師として入り込んだ。一日のうち、数時間なら実体を取れたようだな。恐ろしい生命力だ。ターゲットは同じく恋をする少女たちだ。彼女たちの怨おん念ねんを集め、自分のパワーにしようとしたのだな」

「ええ。お茶会を開いて、恋愛相談をしたりしていました」

「そうやって、彼女たちの心を煽あおっていたのだろう。文化祭では、しめ縄なわを作っていたとか？」

「ええ。あれが何か？」

「あれは蛇が二匹絡みあっている図という説がある。恋する気持ちを高め、念が込められたしめ縄、つまり『蛇』を集めさせる。そうやって、パワーを得たのだろう」

　だから、力が集まった文化祭で復活したのか。

　女子たちが放課後集まって、一いつ生しよう懸けん命めい誰だれかのことを思いながらしめ縄を作る。

　見ようによれば、それは呪じゆ術じゆつ的てき儀ぎ式しきかもしれない。

　うまくいかない恋は、暗い怨念を加速させる。その力が増幅していくのを新田は待っていた。

　少女たちの思いが蛇にパワーを与え、少女たちは蛇からパワーをもらった。

　やがて少女たちの中から『蛇』がたくさん生まれた。

「人が蛇になるなんて……」

　櫂がぽつりと呟つぶやくと、正宗が静かに言った。

「人は何にでもなるさ。それこそ、鬼にも蛇にも。そのときは、我々の出番だがな」

　正宗がちらりとリアを見た。小娘と侮あなどっていたリアを、少し認めたのかもしれない。

　櫂とリアは正宗に礼を言うと、神社を後にした。

　道を歩きながら、櫂は事件のことを思い返した。

「すべては恋の苦しみから生まれたのか――」

　その思いは、蛇と化すほどの力があった。

「そんなに恋ってすごいのか……」

　櫂がぽつりと言うと、リアが口を開いた。

「櫂は知ってるんでしょ？」

「え？」

「ほら、中学時代にデートしたって言ってたじゃない」

　リアが唇くちびるを尖とがらせる。何か気に入らないらしい。

「ああ、あれね……」

　今も忘れられない。川かわ本もと瑞みず希きの横顔。

　誤ご摩ま化かしたり、噓うそをつくのは簡単だ。だって、リアは何も知らない。

　でも――。

　色んな人たちの顔が浮かぶ。

　一いち途ずに誰かを思う人たちの思いにたくさん触れた。

　それは微笑ほほえましかったり、悲しかったり、おぞましかったり、様々だった。

　でも皆、真剣だった。

　どれほどみっともなくても、真まっ直すぐだった。

　彼らのことを思うと、自分の抱えているものがちっぽけだと感じた。

「あれさー。いたずらだったんだよな」

「いたずら？」

　リアがきょとんとする。

「俺おれは中学時代、クラスで嫌われてたんだよ。だから、クラスメイトたちが俺をからかおうって計画を立てたってわけ。クラスで一番可愛い女の子が声をかけてきてさ、日曜日に会おうって。俺はやっぱり嬉うれしくて、あっさりＯＫした。待ち合わせて、ご飯食べたり、公園を散歩したりして――」

　今でも胸が痛む。リアと貴たか之ゆきのようなデートを俺もしたことがあるのだ。

　本当に楽しかった。素直に気持ちを表すことはできなかったけど。

「最後にネタばらしがあってさ。結局、クラスの皆が浮かれている俺の姿を見て嘲あざ笑わらっていたわけ。彼女は罰ばつゲームで嫌いな俺とデートしたんだ。『最低の一日だった』って吐き捨てるように言われたよ」

　以前だったら、とてもこんな苦い思い出を口には出せなかった。

　吐き出すと少し楽になった気がする。

　じっと黙って聞いていたリアが口を開いた。

「その人、馬鹿だねえ」

「え？」

「だって、櫂とのデートはすっごく楽しいのに！　そんなことしたら、二度とデートできないじゃない？」

　リアが微笑む。

　揺れる金色の髪。優しくこちらを見つめる薄紫色の瞳ひとみ。












　一陣の風がリアと櫂の間を静かに流れていく。

　すべての痛みが遠ざかっていく。

　こんな感覚は初めてだった。

　櫂はしばし呆ぼう然ぜんとリアを見つめた。

「ね、何か食べて帰ろうよ。お腹なかすいた」

　リアが手を伸ばしてくる。

　俺のそばにいるのが楽しいという少女が。

　櫂はそっとリアの手をとった。

「文化祭も楽しかったね！　一緒に色々回れて良かったなあ。カフェも大成功だったしね」

「ああ」

　リアの言葉に櫂は頷うなずいた。

　あれから文化祭は無事に終了した。人気投票でも一位を獲かく得とくし、その後の打ち上げはかつてない盛り上がりを見せた。

　皆に労ねぎらわれ、笑顔に囲まれたあの瞬間を思い出すと、今でも心が温かくなる。




　　　　　＊




　家に帰ると、リアがソファの後ろから四角い包みを出してきた。

「はい、お疲れ様！」

「え？」

「これ、プレゼント。ほら、いつも櫂にお世話になってるから。それに文化祭実行委員、お疲れ様でした！」

「あ、ありがと……」

　まさかリアに労ってもらえるとは思わなかったので、櫂は驚おどろいて包みを受け取った。

　いったい、何をプレゼントしてくれるのか。

　包みを開けると、中から出てきたのは一枚の絵だった。

　油絵で、ボトルシップが描かれている。

「これ……」

　このタッチは見たことがある。貴之の絵だ。

「どうして、遠とお野のがボトルシップを描いてるんだ？」

「私が頼んだの。モデルを引きうける代わりに、ボトルシップの絵を描いてって」

　道理で貴之が、ボトルシップの趣しゆ味みのことを知っていたはずだ。

　それに、貴之の部屋には描きかけらしい絵があった。家でやることがあるとも。

　貴之の言っていたのはこのことだったのか。

　二人で内ない緒しよ話ばなしをしていたのは、この打ち合わせだったのか。

「これでいつでもボトルシップを見られるでしょ？　リビングに飾るのはどう？　玄げん関かんの方がいいかな？」

　リアが浮き浮きと言った。

　櫂は絵をじっと見つめた。

　ボトルシップは好きだけど、別に絵がほしいわけじゃ……。

　やっぱり、リアはどこかずれている。

　でも、貴之の絵は美しかった。生き生きと帆船が描かれていて、見る者の心を奪うばう。

　リビングに飾れば、いつでも見られる。自室にこもらなくても。

　何より、リアが自分のことを思ってくれていたことが素直に嬉しかった。

「ありがとう……」

　そう言うと、リアが嬉しそうに笑った。

　ずっと頑がん張ばって秘密にしていたんだな。いつも心の中がダダ漏もれなのに。

　櫂はちょっと感動した。

　ピンポーン、とインターホンが鳴る。

「はーい」

　リアがそそくさと玄関へ行く。

　そして、凄すさまじい勢いでリビングに駆け込んできた。

「やっと届いたあ!!」

　リアが小箱を手に目を輝かせている。

「ああ……なかなか届かなかった小包か。ところで、中身はなんだ？」

　途と端たんにリアがハッとした表情になった。

「……内緒」

「なんで」

「……なんでも」

　リアが小包を体で覆おおうようにして隠す。目はそらせたままだ。怪しいことこの上ない。

　いったい何を企たくらんでいる。

　だが、力尽くで奪うばうのは無理そうだな。

　ならば。

「あっ！　チョコレートファウンテンが!!」

　櫂はさっとリビングの奥を指差した。

「えっ、どこどこ!?」

　リアがバッと振り向く。馬鹿なので引っかかると思った。

　その隙すきに、櫂はさっとリアの手から小箱を奪った。

「あっ！」

　リアが気付いたときにはもう既すでに、櫂は箱を開けていた。

「……なんだこりゃ」

　中には小さな瓶びんが入っていた。

　ラベルには『aphrodisiac』と記き載さいされている。

「……？」

　英語らしいが、意味がわからない。

「ああっ、ダメ――――――――!!」

　リアが慌あわてて小瓶を取り返す。

「これは媚び薬やくなんだから!!　櫂が持ってちゃダメ！」

　リアが自ら瓶の中身を暴ばく露ろした。

「びやく……？　媚薬ってあれか。飲ませた相手を好きにならせるとかそういう……」

　リアがさ―――――っと青ざめる。

「あわわわわわわわわわ違うの！　ちょっとね、櫂が私のこと好きになればいいなって思っただけで」

「……俺に飲ませる気だったのか」

「はわわわわわわわわ」

「はわはわ言うな！　このバカ！」

　櫂はリアの手から媚薬を奪い取った。

「ああっ！」

　未み練れんがましく追いすがってくるリアを一いつ喝かつする。

「このバカが!!　俺に薬を盛るな!!」

　っとに、こいつは本当にどうしようもない!!

「これは没ぼつ収しゆう！」

「そんなあ……」

　リアがしょんぼりする。

　縁えん結むすびのしめ縄といい、ボトルシップの絵といい、媚薬といい、俺と仲良くなりたくて必死のようだが、なんでこんな曲がった方向で努力するんだ、こいつ。

　櫂はじっと、しょんぼりうつむくリアを見つめた。

　金色の髪がさらさらと揺れている。

　絵のモデルを引き受けたのも、必死でしめ縄を探して校内をうろついたのも、媚薬なんかを手に入れようとしたのも、全部俺のためってわけか。

　別に、どうでもいい。

　でも――。

　リアの金色の髪がふわふわと揺れている。

　金色の光を束たばねたような、豪ごう奢しやな金髪。

　櫂は揺れるリアの髪を一筋手にとった。

「いたたた！」

　リアが悲鳴を上げる。

　いつの間にか引っ張っていたらしい。

「あ、ごめん！　ちょっとホコリがついててさ！」

　櫂は慌てて手を離した。

　なぜかドキドキする。

　なんだ今の。綺麗だなって思ったら、勝手に手が伸びた。

　いかんいかん。

　それは仄ほのかな恋の兆きざしか、それとも一時の戯たわむれか――。

　櫂の胸に生まれた小さな思い。それはまだ名もない感情。

　育つのか、それとも消え去るのか――それは誰にもわからない。

　櫂自身にも。








了
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　二巻を手にとっていただいてありがとうございます！

　一巻と変わらず、櫂かいとリアが元気いっぱいで書いていて楽しかったです。

　また、書きたかった新キャラや櫂の過去、一巻で出ていたキャラの意外な一面なども出せました。併せて楽しんでいただければ嬉うれしいです。




　今回のテーマの一つが、サブタイトルにもあるように『恋』です。

　そちら方面には疎うとい櫂とリアですが、自おのずと自分たちを取り巻く恋愛模様に巻き込まれていきます。




　恋には色んな側面があると思いますが、その大きい特徴は制せい御ぎよが難しいところだと思います。

　いったん恋に落ちてしまうと、他のことをそっちのけでひたすら相手を思い続けてしまったり、相手の言動に一いつ喜き一いち憂ゆうしたり、平穏はなかなか望めません。

　そして報むくわれない怒りや悲しみは恋こい敵がたきだけでなく、恋の相手、そして自分自身にも牙を剝むくときがあります。

　そんな恋の事件を通して櫂とリアが辿たどり着ついた光景を、変わっていく心情を、一緒に見ていただければと思います。




　そして今回は文化祭が重要なモチーフになっています。

　実行委員を押しつけられた櫂が、面めん倒どうくさがりながらも頑がん張ばっています。

　準備は大変ですが、お祭りというのは楽しいですね。

　そんなお祭り騒ぎも楽しんでいただければ嬉しいです。




　担当のＡさん、イラストのぽんじりつさん、今回もお世せ話わになりました。

　ありがとうございます！

　それではまた、お目にかかれるよう頑張ります。




　　二〇一三年十一月


城き崎ざき火か也や拝















著者

城崎火也

Kaya Kizaki




東京都在住。第９回ジャンプ小説大賞でデビュー。

カフェとチョコとサメとホラー映画が好き。気分転換は旅行。

近著は『夢見のサクヤ　死の予知はキスで訪れる』（ファミ通文庫）など。ホラーゲームノベライズ『包丁さんのうわさ』（エンターブレイン）、今冬発売予定！

お仕事情報などは「キザキ回廊」へどうぞ。

http://kizakikairou.blog63.fc2.com/







イラスト

ぽんじりつ

Ponjiritsu




主なイラスト担当作品に『白銀竜王のクレイドル』（ＨＪ文庫）など。ファミ通文庫では挿絵は初めて。

趣味は絵描きとゲーム（半分はモンハン）。ヒヨコグッズが好きで、部屋の中に黄色いものがあちこち鎮座してます。

http://ponjiritsu.blog.fc2.com/
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